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　登場人物紹介




アリシア・ライセン

通称『死神姫』。金で買われた花嫁。




カシュヴァーン・ライセン

『アズベルグの暴君』と悪名高い成り上がり貴族。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染兼執事。




ルアーク

ライセン家に出入り自由の元（？）暗殺少年。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。




ノーラ・テルペス

ライセン家メイド兼カシュヴァーンの愛人（？）。




ディネロ・アズベルグ

『時計公爵』とあだ名されるアズベルグ家当主。




セイグラム

ティルナードの教育係兼執事。




ゼオルディス

『図書館の幽霊』と長く存在を秘されてきた王子。






















　序章







　速い風に煽あおられ、白く泡あわ立だった海面に金色の髪がゆらゆらと浮かんでいる。

　導みちびかれるまま、はるかな崖がけ下したの光景をしばし愕がく然ぜんと見つめた後、少女は声を振り絞しぼった。

「──なぜパーシア様を殺した、ナディール!!」

　背負った白い翼つばさを震ふるわせ、硬こう質しつな美び貌ぼうを歪ゆがめて叫さけぶのは聖女アーシェル。シルディーン王国を含めた近隣数ヶ国の国教であり、ここラグラドールにもひそやかに根を張る〈翼の祈いのり〉教の根こん幹かんを成す、伝説の聖女の偽にせ者もの。

　たとえ偽者であろうとも、せめてその名に恥じない行動をしよう。そんな思いで恒こう例れいの大聖堂での祈りの際に行った反はん抗こうを、呆あつ気けなく摘つみ取った美青年が優しく微笑ほほえむ。

「殺したなどとは人聞きの悪い。あの方はほら、そこの崖から足を滑すべらせたのです。痕あとが残っているでしょう？」

　風に乱れる緋ひ色いろの長髪をいちいち手で整えながら、ナディールはため息などついてみせた。白粉おしろいが塗ぬりたくられた指先が指し示す先には、崖の先せん端たんを削けずり取り、何かが滑り落ちた痕こん跡せきが確かに生々しく残っている。

「大方いつものように、目め隠かくし遊びでもなさっていたのでしょう。以前に同じようなことが起こった時は、運良く助かったのですが……実に残念です」

　先代聖女であるパーシアが、聖女選定の儀ぎ式しきを含めて二度ここから海に落ち、生せい還かんしたことをこの〈翼の祈り〉本ほん拠きよ地ちで知らぬ者はいない。

　彼女を二度目に崖から突き落としたのが、先々代の聖女ソルラスカであることも。それゆえにパーシアが心を病やみ、童女のような振る舞いを続けていたことも。

「ふざけるな!!　パーシア様がどれだけ海を恐れていたか、お前が知らないはずがないだろう!?　他人が崖に近づくだけで悲ひ鳴めいを上げるぐらいなのに、そんな馬ば鹿かな話が……!!」

「ではきっと、天てん罰ばつが下ったのでしょう」

　白々しいと、怒いかりを爆発させるアーシェルに、ナディールは穏おだやかに言ってのけた。確信に満ちた物言いには、〈翼の祈り〉教団第二階かい梯ていの高位に相応ふさわしい説得力がある。

「そもそもパーシア様は先代アーシェル。あのように水に落ちて死ぬなど、本来ならありえぬことです。これはやはり、当代聖女の……失礼、我々のていたらくを神が憂うれえていらっしゃるのかもしれませんね」

〈翼の祈り〉の教義に照らせば、人は死後生前の善行に応じた翼を賜たまわる。それでもって神の暮らす至いと高たかき国へ飛ぶのだが、彼かの地へ到達するだけの強い翼を得られなかった者は、途中で怪物の棲すまう水みな底そこの国へ……海の底にあるという国へ沈しずむとされている。

　そのため〈翼の祈り〉の信者たちは、水死した者を〝水底の国行き〟と蔑さげすむのだ。なのに先代聖女であるパーシアが海で溺でき死しなどもってのほか。

「……確かに憂えておられるだろうな。聖女も信者も差し置いて、教団を私物化している貴様ら急進派の存在を!!」

　負けじとアーシェルは怒ど鳴なったが、ナディールはさらにこう続けた。

「もっとも、アリシア様がここに来なければ……いや、あなたが彼女を客人として遇ぐうすることを望まなければ、もう少し長生きできたかもしれませんが」

　痛つう烈れつな言葉に心臓を貫つらぬかれた思いがして、アーシェルは息を詰めた。しばらくの間私室に軟なん禁きん状態に置かれていたため、ひときわ白くなっていた頰ほおからは今や完全に血の気が引いている。

「──……そして、アリシア自身も、な」

「死神姫」アリシア・ライセン。悪名高い〈強〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンに買われた花嫁にして、アーシェルが会いたいと願い続けていた少女。

　そのアリシアも先日、この崖から落ちた。遺い体たいがあがったとは聞いていないが、結果は分かりきっている。

「そうかもしれませんね。そして、彼も」

　アリシアの件についてはさらりと流したナディールが、おもむろに懐ふところを探さぐった。なんのつもりかと警けい戒かいしたアーシェルだが、足下に投げ出された物にたちまち釘くぎ付づけになってしまう。

　速い海風に震える、布に包まれた一ひと房ふさの黒髪。

　癖くせの強いその髪の持ち主も、髪に絡からみついた赤黒いものの正体も、聞かなくても分かった。分かってしまった。

「……レオニア、の……？」

　ナディールらと同じ〈翼の祈り〉教団急進派でありながら、アリシア逃亡に一役買ったレオニア。「面倒くさい」「眠い」が口癖の彼の顔は、切るのが面倒という理由で伸びた黒髪に覆おおわれている。

　逃亡計画に失敗したあの日以来、アーシェルは彼がどうなったのかを聞かされていなかった。今となっては、そのほうが幸福だったのか。

「貴様……貴様、レオニアまで……っ!!」

「生きていますよ」

　血を吐はくようなアーシェルの絶ぜつ叫きようを、あっさりとナディールは否ひ定ていした。

「ですが、あなたの出方次第では、レオニアもその崖から足を滑らせるかもしれません」

　はっと息を吞のんだアーシェルの手首を強い力が摑つかみ取る。優美な笑みを浮かべながら、ナディールは聖女を引き寄せささやいた。

「アーシェル様、単刀直入に申し上げましょう。あなたがおとなしく私の花嫁となり、私を第一階梯にまで引き上げて下さるのなら、レオニアの命だけは助けて差し上げます」

　陳ちん腐ぷな持ちかけに、アーシェルは一瞬口の端はに力ない笑みを浮かべ……やがて、腹を決めた表情でうなずいた。

「……いつも回りくどいお前らしくもない、実に露ろ骨こつな脅きよう迫はくだな。だが、分かった」

　嫌けん悪お感かんは以前よりはるかに強い。しかしこれまでのようにナディールの手を振り払うことはせず、淡たん々たんと決意を口にする。

「私の身勝手で、もうこれ以上の犠ぎ牲せいは出せない。……お前の花嫁になる」

「ありがとうございます」

　数多あまたの女性信者を虜とりこにしてきた甘い笑みを浮かべ、ナディールは全身に鳥肌を立てているアーシェルを解放した。胸に手を当て、恭うやうやしく一礼すると、

「あなたが人に戻る日や、婚こん姻いんの儀の日取りは正式に決まり次第またご報告いたします。……そう警戒なさらないで下さい、クロエ様。私は仮にも聖職者、婚儀の夜までは御おん身みを汚けがさぬことをここに誓ちかいましょう」

　聖女を降りたその日から、聖女だった娘は人としての名を名乗ることとなる。

　すでに決定済みの名で呼ばれ、顔を強こわ張ばらせたアーシェルににっこり微笑むと、ナディールは軽かろやかに去っていった。







　だが、意い気き揚よう々ようとしたナディールの歩みは、教団本拠地である二階建ての建物に差し掛かったところで止まってしまった。

「ナディール」

「ああ、これはソルラスカ様。今ちょうど、ご報告にうかがおうかと思っていたところです」

　舌打ちしたい気分を押し殺し、ナディールは現れた老女に深々と頭を下げた。ナディールと同じ第二階梯にありながら、ソルラスカは傲ごう然ぜんと前を見み据すえたきり身じろぎもしない。

　このばばあは毎度こうだ、とナディールは頭こうべを垂たれたまま本当に舌打ちをした。とうの昔に代替わりしたというのに、いつまでも聖女面づらをして、人を見下してくる。

「当代アーシェル様は、私との結婚を承しよう諾だくして下さいました」

「それはもう聞いた」

　実に素そっ気けなく、ソルラスカは顔を上げたナディールの台詞せりふをさえぎった。一瞬驚いたナディールだったが、すぐに納なつ得とくし、そしてまた心の中で舌打ちする。

「……『先生』の仕し業わざですね」

　かつて〈翼の祈り〉教団とシルディーン王国が生み出した怪かい物ぶつを示す記号を、ナディールは不ふ愉ゆ快かいそうに呼んだ。『先生』が教育をした生徒たちの動きは「風」と称されるが、師のそれは最も早はや風すら伴ともなわず、気づいた時には任務を完了している。

「いささか傷つきますね、ソルラスカ様。こそこそと見張らせるなど、まさか私が今のアーシェル様を説得できないなどとお思いで？」

「最近のお前は、私が少し眼を離した隙すきに勝手な真ま似ねをしでかすではないか」

　シルディーン国王暗殺未み遂すい事件、王子ゼオルディスとの密約、そしてラグラドールへやって来たアリシアの拉ら致ち。

　いずれにおいてもナディールは、同格の指導者であるはずのソルラスカにほとんどなんの相談もせず、独断で事を起こしてきた。

「アーシェル様の件が無事終わったのなら、次は死神姫の始末だ。『先生』を向かわせる、いいな」

　それまでなんの感情も浮かんでいないかに見えた、ソルラスカの冷たい瞳ひとみの奥に青い炎が宿った。

　教団本拠地へさらわれたアリシアは逃亡に失敗し、ナディールの手によって海へ突き落とされた。だが彼女はまさかの生還を果たし……一部の信者たちの中では、「新たな聖女」とさえささやかれている。

「そのことですがソルラスカ様。実はアリシア様は、例の王子殿下のお気に入りのようです」

　どうせこの話はするはずだったのだ。ナディールの舌は滑なめらかに回転を始めた。

「先の騒そう動どうにより、王子殿下も我々の本拠地の場所を摑んでしまいました。ええ、この件については私の失態です、申し開きをしようとも思いませんが……しかしながらあの方は、このことを近隣諸国には秘密にしておくとおっしゃっています。いまだうっとうしい動きを見せる、あのクルセージュの残ざん虐ぎやく王おうなどには、特に」

　西の大国クルセージュ。一時はシルディーン王国などよりよほど教団に近しい存在だったのに、政治の場から〈翼の祈り〉の聖職者たちを追い出すことに成功し、教団の衰すい退たいの一いち因いんを作った忌いま々いましい国。

　ソルラスカがぴくりと表情を動かしたのを見て取り、ナディールは一気にたたみかけた。

「その代わり、アリシア様に手を出すなと言われました。ソルラスカ様、確かに私の独断専行が過ぎることは認めます。ですが下手に王家に楯たて突つくよりも、王家を隠れ蓑みのとして我々が実権を握にぎる。元々そういう話で合意しているではありませんか。お気持ちは分かりますが、今すぐにアリシア様を殺害するのは得策とは思えません」

　ソルラスカは黙だまっている。冷え冷えとしたその視線を浴あびるうち、ナディールはいつしか手の平が汗ばんできたことに気づいた。

「──次代のアーシェル選定はすでに終わった。さっさとクロエと結婚しろ」

　いきなりひと言命じ、ソルラスカがくるりと背を向ける。

　あまりの唐とう突とつさに面食らったが、今ソルラスカが口にしたのは報告と念押しであり、反論ではない。一瞬安あん堵どしたナディールだったが、すぐに自分が安堵したこと自体を含め、ソルラスカへの怒りがふつふつと湧わき上がってきた。

　……だからあのばばあは嫌いやなんだ。聖女と結婚できないくせに。私の力を借りなければ、急進派から第一階梯を出せず、教団の実権を握ることなどできないくせに!!

「……『先生』、聞いているのだろう？　そういう訳で、アリシア様の暗殺はなしだ。いいな」

　命令には決して背そむかない、融ゆう通ずうのきかないことこの上ない暗殺者に命令を出し直しながら、ナディールは低くつぶやいた。

「……もうすぐだ、今に見ていろ。すべて見返してやる、すべて……」

　そして自みずからの汗ばんだ手に視線を落とし、手の平にまで塗られた白粉を荒く塗り直した。








　第一章　近くて遠い東の地







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　起伏の激しい瘦やせた地は、一年を通して気温が低いのだが、現在は貴重な春の中。よく言えば生き真ま面じ目め、悪く言えば頑がん固こで保守的、そのため他の地方では減る一方の国教〈翼つばさの祈いのり〉信者も多いと評判のアズベルグの民たみも、短い春を楽しみたいのだろう。仕事の手を休めては、うららかな日差しに瞳ひとみを細める姿が散見される。

　そんなアズベルグ地方のさらに北、黒い森の奥にある領りよう主しゆカシュヴァーン・ライセンの館やかたでも、やっと訪おとずれた「春」の喜びを謳おう歌かしている者がいた。

「らん、らん、らん、らら、らん、らん」

　屋や敷しきの二階、奥方の部屋にてでたらめな歌を口ずさみながら荷造りに精を出しているのは、見事な赤毛と華はなやかな美び貌ぼうが自じ慢まんのメイド、ノーラだ。日頃は奥方への突っ込みに忙しく、ぎゃんぎゃんわめいていることが多い彼女なのだが、今は幸福に蕩とろけそうな表情をしている。

「るん、るん、るる、るん、るん、るん……」

　鼻歌に合わせて衣い装しよう簞だん笥すを開きながら、くるりと一回転。近頃受けているダンスの教習の成果を見せながら、すぐ側にある翼持つ怪かい物ぶつの像の頭を撫なでさえする機き嫌げんの良さだ。屋敷のあちこちに据すえつけられた、〈翼の祈り〉の教えを嘲あざ笑わらうようなこの像は、ノーラにとっては薄気味悪い物でしかないはずなのに。

「うふふ、ノーラはとってもご機嫌ね」

　楽しげなノーラの様子を見つめ、寝台の上で微笑ほほえむ眼鏡めがねの少女はアリシア・ライセン。領主カシュヴァーン・ライセンの妻であり、先日十六歳を迎むかえたばかりの亜あ麻ま色いろの髪の少女の容姿はノーラと比べるまでもなく地味で、胸のふくらみはさらに地味だ。

　しかしその平へい凡ぼんな見た目とは裏腹に、「死神姫」なる物ぶつ騒そうなあだ名つきでこの地に嫁とついでから一年が経たった。王国各地にその名を刻きざむ地方伯の名前目当てと財産目当て、互いの利害の一いつ致ちから始まった結婚生活は、今や大勢の「家族」を含めた愛情あふれるものになっている。

　その時以来アリシア付きのメイドとして仕つかえてくれているノーラが、いよいよカシュヴァーンの被後見人であるティルナード・レイデン伯はく爵しやくと婚こん約やくする運びとなったのだ。荷造りをしているのも、ティルナードの住むレイデン地方へ行くためである。

「えっ？　いえいえ、私は浮かれてなどおりませんわ奥様!!　まあ、その、私とティルナード様の仲がまとまれば、政治的にもよろしいですものね!!　例の王子殿でん下かとやり合うためにも、カシュヴァーン様のお役に立てて光栄ですわ、おほほほほ!!」

　口ではそんな風に言うが、ノーラの浮かれようは鈍どん感かんで有名なアリシアにも分かるほどだ。使用人とはいえ、彼女はアリシアの数少ない友達であり、その喜びは我がことのように嬉うれしい。

「でも、本当によかったわ、ノーラ。レイデン伯爵様がとってもノーラのことを好きなのは分かっていたけど、あの方は高名な地方伯ですもの。ご自分の意思に沿そった結婚は難しい立場の方だから、カシュヴァーン様と王子殿下がけんか寸前で幸運だったわね」

　なんの気なしのアリシアの相あい槌づちに、少しだけノーラの表情が曇くもる。

「……そのあたりは正直、私もちょっぴり心配ではあったんです。しょせん私はメイド、あの方は伯爵家の当主。お付きの陰いん険けん眼鏡は何かとうるさいですし……」

　出会って一年ほどの間にゆっくりと愛を育はぐくみ、今では公然の仲として見られていたノーラとティルナードだが、身分違いは歴れき然ぜん。貴族が使用人を情人とするのは珍めずらしいことではないが、婚約、結婚となれば話は別だ。

「うふふ、でも、でもっ!!　やっぱりティルナード様は真面目で誠実な方だったんですわっ!!　もちろん私の器量だからこそ、婚約までこぎつけられたんですけどねっ、うふふふふふっ!!　らん、らん、るん、るん……」

　殊しゆ勝しような態度も束つかの間ま、愛されている自信に満ちたノーラはすぐさま幸福の絶頂へと舞い戻っていった。浮かれ調子な鼻歌を聞いていると、アリシアもうきうきしてしまう。

「本当に楽しそう、私も真ま似ねしてみようかしら。らん、らん、らん、とう、し、し、るい、るい、るん、るん……」

「……アリシア様、とてもお元気になられたようですね……お変わりなくて何よりです……」

　ノーラのほうを気き遣づかわしげに見やりながら小声でささやいたのは、真面目そうな金髪の青年、トレイスである。幸いノーラの頭は薔ば薇ら色いろの未来に占しめられており、恐怖小説大好き、気味の悪いもの大好きな奥方の悪趣味な歌が聞こえている様子はなかった。

「ありがとうトレイス。でも、カシュヴァーン様はそう思って下さらないみたい」

　カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみにしてライセン家の執しつ事じを務つとめる彼に礼を述のべながら、アリシアは上掛けに覆おおわれた右足をさすった。

　ひと月ほど前に訪れた小国ラグラドールにて、アリシアは誰もその場所を知らないとされる〈翼の祈り〉教団本ほん拠きよ地ちに拉ら致ちされた。聖女アーシェルらの協力で逃亡を画かく策さくするが失敗、海に突き落とされてしまい、海中で右足の太ふと腿ももに裂れつ傷しようを負おったのだ。

　何度か熱を出したりもしたが、今はもう赤紫の痕あとが残っているだけ。痛みもないので立ち歩くのに支障はないのだが、心配性の夫はいまだアリシアが寝台を下おりることを許してくれない。

「あの、カシュヴァーン様が私を、その……大事に想って下っていることは、分かっているの」

　愛情ゆえの命令なのだとは承しよう知ちしていると、アリシアはつけくわえた。同時に湧わき起こった「おなかが痛い」に顔を赤らめ、小さな手を明らかに腹より上の部分に添そえる。

「でも、レイデン地方へも行くのだし、いつまでも寝ているわけにもいかないわ。ずっと……あの、だ、抱いて運んでいただくわけにも……」

　何かでどうしても寝台を下りねばならないとなると、カシュヴァーンはアリシアを抱き上げて運んでくれるのだ。そしてその役目を絶対に他の者に譲ゆずろうとしない。

「ご、ご迷めい惑わくだものね、いつもいつもお呼び立てしては……あの、でも、い、嫌いやな訳ではなくて……嬉しくはあるんだけど、とっても……」

　語るうち、たくましい胸と腕うでの感触をまざまざと思い出してしまい、アリシアはもちろんトレイスまで赤面して黙だまり込んでしまった。

「カシュヴァーン様はアリシアのこと、すごく大切にしてるからね。おかげで俺は、この絵を何度描き直したか……」

　ぼやくのは、ようやく描き上げたアリシアの肖しよう像ぞう画がを部屋に飾かざるため、トレイスと一緒にやって来ていた絵師のリュクだ。緻ち密みつな描き込みと陰いん影えいの均きん衡こうに天てん賦ぷの才能を持つ若者だが、締め切りを守る才能は与えられていない。

「アリシアのことを可愛かわいいとは俺も思ってるけど、これは美化しすぎっていうか、誰だか分からないっていうか……まあ貴族の家で絵を描くなら、多少はおべっかを使うことも必要だとは思うけど……」

　描き上げるたびカシュヴァーンに駄だ目め出だしをされ、やけくそになったリュクが仕上げたアリシアの肖像は、聖女アーシェルもかくやとばかりの清せい楚そ可か憐れんな美少女。きらきらしい出で来き映ばえは絵としては美しいが、本人とはかなりかけ離れている。

「それにやっぱり『普通』すぎるよなあ……アリシアを表現するなら、いっそトレイスさんに全部描いてもらったほうが……」

　愛あい嬌きようのある顔をしかめ、リュクはぶつぶつ言っている。

「そうね、私も眼をもうひとつか二つ増やすか、角つのを生はやしてくれたらすてきだと思うんだけど……そうだわ、トレイスにも一枚描いてもらって、横に並べておいたらどうかしら。私は自由に変身できると言われているようだし」

「死神姫」について世間に流れる噂うわさを取り入れ、アリシアも提案してみるが、トレイスはそっとリュクに忠告した。

「リュク、自分の身が可愛いなら、余計なことをカシュヴァーン様に言うなよ。あの方は最近とみに眼がわる……ああ、いや、奥様のことを愛しておられるのだから」

「えっへへ、分かってますって！　それにカシュヴァーン様、最近俺に優しいですし!!」

　自信たっぷりに断言すると、リュクはその根拠をアリシアに教えてくれた。

「実はさ、俺もレイデンに連れて行ってもらえることになったんだよ、アリシア！　ま、俺にとっては里帰りだけどね!!」

「あら、そうなの？　まあ、よかったわリュク！　やっと一緒に旅行ができるわね!!」

　元々リュクはレイデン地方に住んでいた農民なのだ。好奇心旺おう盛せいで、アリシアたちがどこかに出かけるとなれば必ず同行を希望するのだが、カシュヴァーンは今までずっと留守番を命じてきた。

「しかもカシュヴァーン様、俺の家の場所をすごく詳くわしく聞いてくるんだ！　きっと遊びに来てくれるつもりなんだね!!　へへ、いくら『アズベルグの暴君』と呼ばれている人とはいえ、公こう爵しやく様さまの屋敷で働いてるって知ったら俺の親も喜んでくれるだろうなぁ!!」

　鼻高々にリュクは語るが、その声がようやく耳に入ったらしく、ノーラがトレイスに意味ありげな目め配くばせをする。

　トレイスもひとつうなずきを返し、「リュクのおうち、私もぜひ行ってみたいわ！」とはしゃいでいるアリシアにこう誘さそいかけた。

「ところでアリシア様。よろしければ、今から散歩がてらカシュヴァーン様に会いに行かれませんか？　今あの方は、屋敷の裏でルアークと特訓中のはずです」

「まあ、いいの、トレイス？　でも……カシュヴァーン様が怒らない？」

　思いがけない申し出に、喜びながらもアリシアは戸と惑まどった。だがトレイスは穏おだやかに笑って、

「ええ、怪け我がはとうにふさがっていると医師も言っていますし、少しはお歩きにならないとかえって足が萎なえてしまいます。私がお勧すすめした、と申し上げれば、奥様やノーラが咎とがめられることもないでしょう」

　常に主あるじの傍かたわらにあるトレイスは、控ひかえめで目立たないと思われがちだが、ある意味アリシアよりもカシュヴァーンに近しい存在だ。かんしゃく持ちで有名なカシュヴァーンではあるが、トレイスの進言なら無む下げにもすまい。

「そうよね、レイデンでは舞ぶ踏とう会かいを開くという話だし、それなら私もダンスの練習をしておかないといけないもの……じゃあお願いするわね、トレイス。着替えるから少し待って」

　ノーラもそうするよう勧めてくれたので、夜よ着ぎ姿のアリシアはそっと寝台から足を下ろした。まだ皮ひ膚ふが突っ張った感じはするが、立つことに不自由はない。

　心得たトレイスはただちにリュクの腕を引っ張り、部屋の外に消えた。やがて針はり子ことしても優秀なノーラ作成の、水色のドレスにアリシアが着替え終えたところで、咳せき払ばらいしながら戻ってくる。

「こほん、準備はよろしいですね、参りましょう。リュク、悪いが絵をかけておいてくれ」

　アリシアを先導し、肖像画の件をリュクに任まかせて部屋を出ようとしたトレイスが振り返ってつけ足した。

「ああ、それと……また夜にでも、私の絵を見てくれるか？」

「いいですけど……あは、トレイスさんも、最近すごく熱心ですよね？　その調子なら、そろそろ赤以外の絵の具を使えるように……あ、えへへ」

　絵への情熱だけならリュクにも負けないトレイスは、何を描いても赤い丸にしてしまうという特異な才能を持つ。だが本人にまるで自覚がないので、リュクは適当にごまかした。

「……いや……その、もうお前に絵を習う機会もなくなるかもしれないしな……」

　しどろもどろにつぶやいたトレイスも慌あわてて口をつぐみ、アリシアを連れて廊ろう下かに出た。







　やはり足が萎えていたらしく、ゆっくりゆっくり、時にはトレイスに手を借りながら、アリシアは屋敷の裏へと回った。

　そこは墓ぼ標ひようのような黒い石が立ち並び、「ライセンの石屋敷」なる二つ名の原因にもなっている殺風景な庭よりさらに殺風景で、湿しめった地面にわずかな雑草が生えているのみ。屋敷の敷地内ではあるのだが、代替わりの際のごたごたで使用人が減ったせいもあり、手入れはほとんどなされていない。

　それにライセンの屋敷の裏には、屋敷のさらに古い呼び名である「ハルバーストの薔薇屋敷」の由来にもなった薔薇の廃はい園えんがある。そのため裏手一いつ帯たいは普段は静まり返っているのだが、今は金属が嚙かみ合う音と、鋭するどい声のやり取りが激しく耳を打つ。

「ちっ、この間合いだとやはり剣は不利だな!!」

「気づくの遅いよ、おにいちゃん!!」

　ぬかるんだ地面を蹴け飛とばしながら切り結ぶ二つの人影は、アリシアの夫と「息むす子こ」。黒髪に黒い瞳、上から下まで黒ずくめの体格のいい男はカシュヴァーン・ライセン。長めの銀髪に緑の瞳、小柄ながら引き締まった体を袖そでなしの黒い衣装に包んだ少年は「死神」ルアークである。

「……ええと、少し待ちましょうか、アリシア様」

「そうね、どこで声をかけていいのかよく分からないし」

　決して強いとは言えないトレイスと、眼鏡をかけてなお怪あやしい視力しかないアリシアには、二人が戦っていることしか分からない。よほど集中しているらしく、普段は勘かんの鋭いカシュヴァーンもルアークも、まだアリシアたちに気づいていない様子だ。

　だがやはり、二人ともすぐに人の気配を察知した。ほぼ同時にアリシア、とつぶやき、互いに得物を引いて体を離す。

「アリシア、こら、寝ていろと言っただろう!!」

　険けわしい表情になったカシュヴァーンが、剣を片手に近づいてきた。

　メイドの血を引く成り上がりといまだに陰かげ口ぐちを叩たたかれるカシュヴァーンの容姿は、貴族らしい優ゆう雅がさからはほど遠い。アリシア曰いわく「三十四歳ぐらい」に見える武ぶ骨こつな顔立ちをしかめ、剣を片手にやって来る様はまるで盗とう賊ぞく団だんの首領だ。

　普通の貴族の令れい嬢じようなら怯おびえるところだが、そこはアリシアである。こういう挿さし絵えを見たことがあるわ、と場違いなときめきを覚えたが、その眼がふと夫の袖口に吸い寄せられた。

　動いて暑くなったのか、カシュヴァーンは上着の袖をまくり肘ひじあたりまでを露ろ出しゆつさせている。

　その先の二の腕、胸……と、先日間近で見た夫の体へ、想像はひとりでに進んでいった。

「嫌だわ、私ったら……」

　ぽっと頰ほおを染そめ、恥ずかしそうにうつむいたアリシアが怯えていると思ったのか、トレイスがカシュヴァーンを止めにかかった。

「カシュヴァーン様、先日も申し上げたとおり、アリシア様の怪我はすでにふさがっているのです。レイデンへはアリシア様も行かれるのでしょう？　そろそろ歩く練習をしておきませんと」

「……それはそうだが、しかし……」

　トレイスに言われても、カシュヴァーンは承しよう伏ふくしかねる様子だ。思案顔の夫に自分はもう大丈夫、というところを見せようと、アリシアは一歩前に踏ふみ出した。

　しかし次の瞬間、靴くつ先さきが濡ぬれた地面に滑すべった。

「きゃっ!!」

「おっと、アリシア、大丈夫？」

　素す早ばやくアリシアの体を支えたのは、いつの間にか側そばに来ていたルアークだ。元〈玩具おもちやの兵隊〉である彼の動きは、傭よう兵へい国家ラグラドールに剣の師し匠しようを持つカシュヴァーンを上回る。

「ごめんなさいルアーク、ありがとう」

　微笑んで体勢を立て直したアリシアや、伸ばしかけた手を仏ぶつ頂ちよう面づらで引っ込めたカシュヴァーンに、いつもならルアークは軽口を叩く。

　しかし本日の彼は大きな緑の眼でじっとアリシアを見つめ、

「アリシア、やっぱりもうちょっと寝てたほうがいいよ。ここまで歩いてきたんでしょ？　だから今日の歩行訓練は終わり。ね、部屋に戻って」

　諭さとすようにそう言われ、アリシアは困ってしまった。

「でも、私よりよほど大怪我だったルアークは、もうすっかり元気だわ。私も……」

　アリシアの発言に他意はなかった。

　だがルアークの表情を見て、アリシアは自分が失言をしてしまったことに気づいた。

「──この間は、本当にごめん。反省してる。俺は油断してたし、思い上がってた。ラグラドールにはあの王子殿下とナディールさんが絡からんでるんだ。『先生』の存在は、常に意識しておくべきだったのに」

　ラグラドールでアリシアが拉致された際、突然現れた『先生』。ルアークの師匠である存在は弟で子しに大怪我を負わせ、アリシアを連れ去った。

　そのことにルアークは非常に責任を感じており、最近やたらとカシュヴァーンと訓練をしているのもそのためだとか。しかし、いくらゼオルディス王子の言う「何か」を探さぐる名目でのラグラドール入りだったとはいえ、あの時点で『先生』に万全の警けい戒かいをしろというほうが無理だろう。

「ルアーク……あの、違うの。私、ルアークを責せめるつもりなんかないわ。『先生』を責めるつもりだったらあるけど……私の『息子』をいじめないで下さいって」

「そうだぞルアーク。第一、『先生』とやらを警戒対象に入れていなかったのは俺もだ」

　アリシアもカシュヴァーンもそれぞれの個性でルアークを擁よう護ごするが、本人はかすかな笑みを浮かべただけだった。

　そしてまたじっとアリシアを見つめ、お得意の針状の武器を掲かかげ厳げん粛しゆくな面おも持もちで宣せん言げんする。

「誓ちかうよ。俺、今度こそアリシアを守る。絶対に、必ず、守る」

　日頃はへらへらと軽けい薄はくな笑みを浮かべていることが多く、相手をはぐらかすような台詞せりふばかりのルアークである。しかし今の表情はこの上なく真しん摯しで、語る言葉はまっすぐだ。

　だがまっすぐな言葉はあまりにも意味が強すぎて、アリシアはかえって不安になった。

　没ぼつ落らくした名家にて生まれ育ったアリシアは、現実をあるがままに受け入れることに慣なれすぎるほど慣れている。だからこそ知っているのだ。人の世に「絶対に」「必ず」はない。

　暗殺者として過か酷こくな人生を送り、実の兄を手にかけさえしたルアークが、それを知らないとも思えない。ないものを無理に叶かなえようとすれば……大きな代だい償しようを支払うことになりかねないのに。

　──……事実、『先生』の襲しゆう撃げきを受けたあの時、ルアークは死んでもおかしくなかったのだ。

　思いつきに背筋が冷え、アリシアは急いでこう言った。

「ルアーク……ありがとう、気持ちは嬉しいわ。でも、私、またルアークが傷つくようなことがあったら……」

　けれど、ルアークは首を振ってアリシアの言葉を中途で終わらせてしまった。

「気にしないで。俺がアリシアを守りたいだけだから、守らせてほしいんだ。だってアリシアは、俺の……おか、あ、さん……なんだから」

「兄弟」関係にあるジェダ同様、その単語を言い慣れていないのか、たどたどしい発音ながらルアークは初めてアリシアを「お母さん」と呼んだ。

「ルアーク……」

　思わぬ発言にそれ以外言葉が出ず、不ふ思し議ぎな感動を覚えながらも黙り込んでいるアリシアに、不意にカシュヴァーンが手を伸ばした。

「ルアークの言うとおりだ」

「きゃっ……!!」

　腰を抱かれ、つま先が地面を離れる。あっという間にカシュヴァーンに抱き上げられたアリシアはもちろん、いきなり剣を押しつけられたトレイスも眼を白黒させた。

「あっ、あの、カシュヴァーン様……!!」

　条件反射で夫の首にしがみつきながら、アリシアは襲おそい来る「おなかが痛い」にあたふたしてしまう。

「おとなしくしていろ、アリシア。ルアーク、悪いな」

　問答無用で屋敷内に向かっていくカシュヴァーンに、ルアークもいつもの調子で応じた。

「いいよー、トレイスさんに相手してもらうから」

「ちょっ、ルアーク……！　カシュヴァーン様っ、過保護もほどほどになさって下さいよ!?」

　へらへら笑いを取り戻したルアークに手首を拘こう束そくされながらも、トレイスが声を張り上げる。

「じゃあね、アリシア！　カシュヴァーンおにいちゃん、アリシアに変な運動させないでね!!」

　両方に片手を上げて答えながら、カシュヴァーンはさっさと歩を進めていった。







　行きはゆっくりゆっくりだったのに、部屋に戻ってくるのはあっという間だった。

　ノーラもリュクもそれぞれの仕事を終えたらしく、室内には夫婦二人きりだ。無事に壁にかけられたアリシアの肖像と腕の中の実像を見比べ、カシュヴァーンは忌いま々いましそうにつぶやいた。

「リュクの奴やつ、本当に絵だけはうまい……見事にそっくりだ」

　幸か不幸か突っ込む者が側にいないので、カシュヴァーンはそのまま妻を寝台に下ろした。

「ほら、とりあえず寝ろ。着替えは後でノーラを呼ぶ」

「あっ……、は、はい……」

　自分を支える腕の暖かさにぽうっとしてしまい、道中おとなしくしていたアリシアは、横たわりながらおずおずと口を開いた。

「あの、カシュヴァーン様……私、もう、怪我は本当に大丈夫なんですけど……お医者様も、そうおっしゃって……」

「医者の言うことは聞けて、俺の言うことは聞けないのか？」

　案の定じよう、カシュヴァーンは不機嫌そうだ。怪我をした当初は「大丈夫か」を連呼していたものだったが、最近は傷がふさがったアリシアが動き回ろうとするので、「大丈夫か」とも聞かずこうやって寝台に縛しばりつけておこうとする。

「あ、あの、だって私、このままではお料理もお掃そう除じもできませんし……旅行の支し度たくだって、ノーラに任せきりで……」

「……そんなもの、元々女主人であるお前がやっていたことが間違いなんだ。ノーラもレイデン家に嫁ぐことだし、次にお前付きになるメイドには、そのあたりをわきまえさせないとな。……まあ、体が治なおれば、好きにすればいいが」

　カシュヴァーン自身、母親はメイドだ。家事全般をこなすアリシアのことを好もしくも思っているので、少々歯切れが悪い。

　一方のアリシアは、夫の言葉に勝手ながら寂さびしさを感じた。

　そうだ、ノーラはもうすぐレイデン地方に行ってしまうのだ。そして自分も。

「そうですわ、私たちもレイデン家に行くのでしょう？　せっかくのお祝いですから、ぜひ参加したいですし……そのためにはやはり、ひとりで歩けるようになっておかないと」

　ティルナードとノーラの婚約は、無論当人同士が愛を育んできたからこそだ。だがそこには、政治的な思おも惑わくも絡む。

　ティルナードは今年でもう十八歳。シルディーンでは成年と認められる年を迎え、カシュヴァーンに後こう見けんされることもなくなる。

　それまでの関係性が消えてしまう訳ではないが、カシュヴァーンが公的にレイデン地方に権限を振るうことはできなくなる。しかしレイデン地方にはいまだ〈翼の祈り〉教団が根を張っており、カシュヴァーンが後見から外はずれたところを見み計はからい、騒さわぎを起こす可能性があった。

　そこで先んじてアズベルグ地方よりノーラを嫁がせることを発表し、両地域の絆きずなの強化を図はかる。婚約発表の場には先頃カシュヴァーンが忠ちゆう誠せいを誓った「悪あく食じき大たい公こう」グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯こう爵しやくも招まねき、彼の名の下もとによる婚約なのだとして、レイデン・アズベルグ・ガーゼット地方の繫つながりを国内に知らしめる。

　これまではグラネウスとの繫がりは公おおやけにはしてこなかったが、事はすでにゼオルディスの耳にも入っているはずだ。ラグラドール人を当てにしてよいか分からなくなった今だからこそ、グラネウスという後うしろ盾だてを得ていることを広める……そういう計画だとアリシアも聞かされていた。

「む、向こうでもずっと、カシュヴァーン様に抱いて運んでいただくわけには、いかないですものね……？」

　アリシアの声が段々小さくなっていくのは、カシュヴァーンの機嫌がどんどん下降していくのを感じ取ったからである。

「……俺は、お前が怪我をしていようがいなかろうが、いつでも抱いて運びたいと思っているのに、嫌なのか」

　なじられているのに、カシュヴァーンの顔が近づいてきたせいもあり、その言葉は甘く感じられる。どきどきしてしまいながらも、アリシアは一生懸命弁解した。

「いえ、あの、そういう訳では……でも、そうですわ、ダンス！　舞踏会を開くということですから、ダンスの練習もしておきませんと!!　私も少しは習っておりますけど、たくさんの方を招しよう待たいするのでしょう？　足を慣らしておきませんと、レイデン伯爵様に恥を、きゃあっ!?」

　無言のまま、カシュヴァーンが唐とう突とつにドレスの裾すそに手をかけたので、アリシアは仰ぎよう天てんした。

「きゃっ、あっ、カシュヴァーン様、何をなさるの……っ!?」

　そのまま一気にまくり上げられ、アリシアは真っ赤になってスカートを押さえた。

　だが、カシュヴァーンは下心あってこんな行為に及んだ訳ではないようだ。険しい表情のまま、剝むき出しになった白い太ふと腿ももを指して主張する。

「見ろ、どこが治っている!?　皮膚が引きつって、赤紫のあざになって……！」

「カ、カシュヴァーン様、お願い、あの、手、離して……!!」

「せっかくのきれいな肌に、こんな痕を残すとは、あいつら絶対に許さん……!!」

「お、お願いです、スカート、戻して、恥ずかしい……!!」

　貴婦人はめったなことでは人前に足をさらすことはない。男は華やかなドレスの下から少しだけ出た足先を見て、妄もう想そうをたくましくするものだ。

　幼い頃から家事をしてきたアリシアの手は水仕事で少々荒れているが、足を出すことだけは厳きびしく戒いましめられてきた。畑仕事などもしていたので、靴を汚すことへの抵てい抗こうは少ないが、太腿までスカートをめくり上げられて恥ずかしくないはずがない。

「……うわっ!!　あっ、悪い!!」

　泣きそうな顔を見たカシュヴァーンもはっと我に返り、慌ててスカートを元に戻した。慌てすぎて生き地じを破きそうになってしまい、しばらくばたばたした後、ようやく互いに冷静になる。

「……あー……ええと、その……すまない……、頭に血が昇のぼって……」

　恥ずかしくて壁のほうを向いてしまったアリシアに背を向け、寝台に腰掛けたカシュヴァーンが小さな声で謝罪した。

「え、い、いいえ、いいんです……だって、もう……全部……」

「う、まあ、そうだな……見た……、全部……」

　ラグラドールで海に落ち、カシュヴァーンが助けに来てくれたあの時。寒さに震えるアリシアの服を剝はぎ取り、彼は自分の体温を分け与えてくれた。

　非常時だったためアリシア側の記憶は曖あい昧まいだが、カシュヴァーンはしっかり記憶しているらしい。余計に恥ずかしくなってきて、アリシアは自分の体をかき抱いだいたまま固まってしまった。

　室内に微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。ややあって、寝台がぎしりと軋きしむ音がした。

「カシュ……、あっ」

　何事かと振り向いた瞬間、ちょうど顔を覗のぞき込もうとしていたカシュヴァーンの唇くちびるが額ひたいに触れる。

「……頼むから、もうしばらくはおとなしくしていてくれ、な？　夫と『息子』のたっての頼みを聞いてくれないのか？」

　そのまま懇こん願がんするという卑ひ怯きようさに、アリシアは返す言葉に詰まってしまった。

「そ、それは……、ですけど……あ、カーシュ、様……」

　微弱な抵抗を示そうとしたものの、すかさず上から抱き締められ、こみ上げる「おなかが痛い」に息が詰まる。何も言えなくなる。

　けれど言葉を出せない分、抱き返した腕や、背の硬かたい筋肉の感触がより鮮せん明めいに感じられた。

　まだラグラドールから戻ってきて間もない頃、この寝台の上で交かわしたカシュヴァーンとのやり取りがどうしても脳のう裏りをちらつく。

　せっかくの機会だから、今度こそカシュヴァーン様に下も脱ぬいでもらおうかしら……などと不ふ埒らちなことを考えていると、気づけばカシュヴァーンが真摯な瞳でこちらを見ていた。

「……どうも今日はいちいちルアークに先を越されてしまうが……、俺も、今度こそ絶対にお前を守る」

　恭うやうやしいしぐさで左手を取られた。熱い唇が愛の証あかしの指輪がはまった指先に触れ、ちゅっ、と濡れた音を立てて口づけをされる。

「きゃっ……！」

　寸前まで夫の裸はだかを見ようとしていたくせに、アリシアは大おお仰ぎような反応をしてしまった。それに気づいたカシュヴァーンは、小さく笑うと今度は軽く指先をくわえた。

「あっ、だ、だめ……っ!!」

　柔やわらかい感触に包まれた指先がじんじんする。すべての感覚がそこに集中しているようで、振り払いたいのに振り払えない。

「どうした……？　我が妻よ。足じゃないぞ、指に触れているだけだぞ……？」

　指先を口に含ふくんだまま意地悪く微笑む、ただそれだけのしぐさで一気に「おなかが壊こわれ」そうになった。トレイスの絵のように真っ赤になりながら、途切れ途切れに訴うつたえる。

「く、くすぐったいです、しゃべらないでっ……！　息が……、かかって……っ、ひゃっ……!!」

　うぶな反応に気を良くしたか、カシュヴァーンは妻の指から手の甲、手首へと、続けて唇で触れていった。

　それだけで背筋がぞくぞくしてしまうのに、ここぞとばかりにささやかれる甘い声がたまらない。

「愛いとしい俺の、俺だけのお姫様……」

「うー、うー……!!」

「俺の宝物、世界一可愛い花嫁、誰にも渡さない……」

「うー、むー、も、もうだめ、もうだめ、もう許して……!!」

　完全に「おなかが壊れた」状態になり、闇やみ雲くもに降こう参さんの意を伝えると、カシュヴァーンがくつくつと笑い声を漏もらした。

「……どうした、嫌か？　嫌ならもうやめようか？」

　途と端たん、左手にずっと触れていた唇の感触が離れた。

「あっ……？」

　いきなり放り出されたように感じ、アリシアは思わずすがるように夫を見つめてしまう。なんだ？　と言わんばかりの素知らぬ顔をされ、あまりの恥ずかしさに恨うらみ言ごとが口を突いた。

「ひ、ひどいですわ、カシュヴァーン様っ……！　私だって、早く体を治して……カーシュ様に、触ってほしかったのに……」

　どこに行くにもアリシアを抱いていってくれる反面、怪我人相手と遠えん慮りよしてか、カシュヴァーンは最近あまりこうした親密な触れ合いをしようとしなかった。寝台に戻った後は「寝ていろ」とだけ言いつけて行ってしまうし、本当はもっともっと、いちゃいちゃしたかったのに。

「ああ、悪かった、そんな顔をするな……!!　もちろん俺だって、常にお前に触りたいと思っていて……だからこそ、久しぶりでつい調子に乗ってしまった。すまない」

　たちまち慌てたカシュヴァーンは、許しを乞こうようにもう一度アリシアの手の甲に口づけてきた。

「だがな、アリシア。俺がもっと調子に乗って……その、いろいろとまあ……できるように、早く完かん璧ぺきに体を治してほしいんだ。……お前も、それを望んでいるんだろう……？」

　同じ場所に落とされた唇から、今度は誘ゆう惑わくの言葉が漏れる。いまだ漠ばく然ぜんとした初夜のことを脳裏に思い描き、アリシアは恥ずかしさをこらえてうなずいた。

「ええ……それに、下も脱いでほしいと……」

「……何か言ったか？」

　いぶかしげに聞き返され、アリシアは急いで「なんでもありませんの」とごまかした。カシュヴァーンもそれ以上追及はせず、妻の手をぎゅっと握にぎりながら、

「本当ならこの部屋に閉じ込めて、二度と外に出したくないぐらいだが……そういう訳にもいかないからな。だが閉じ込めておけば、これ以上訳の分からん男に好かれることも……いや、なんでもない」

　冗談に紛まぎらせた言い方にしたが、その眼はかなり本気だった。恋に落ちたカシュヴァーンの瞳に映うつるアリシアは肖像画どおりの美少女な上、本当に案外（変な男限定で）もてるのだ。

「もう二度と、お前を恐ろしい目には遭あわせない。……そのためなら、俺は……」

　あご先をかすめ、伸び上がってきた唇がアリシアのそれに重なる。

　誓せい約やくに似た口づけを贈おくった後、カシュヴァーンは愛妻を抱き締めてささやいた。

「……神にだって、頭を下げられる」

　アズベルグの領主でありながら、カシュヴァーンの不信心は有名だ。その根になっているのは〈翼の祈り〉の敬けい虔けんな信者だった母・マリアンヌが信心深さゆえに父親の言いなりになり、カシュヴァーンを産んだ後殺され、薔薇の廃園に埋うめられたことだとアリシアも知っていた。

　しかし溺でき死ししかけていたアリシアを発見した時、感かん極きわまったカシュヴァーンはつぶやいたのだ。神よ、と。

　幼馴染みのトレイスは、公言はしないまでも深く〈翼の祈り〉を信じているのである。同じ地で育ったカシュヴァーンが、最初から全く神を信じていなかったら噓うそだろう。

　鈍感、天然と評されることの多いアリシアが、すべての「贅ぜい沢たく」をはじめから諦あきらめられた訳でもないように。

「私も……カシュヴァーン様の……カーシュ様のことは、大好き、ですから……帰って来られて……こうして、触れられて……とても嬉しいです……」

　短い黒髪を指で梳すきながら、「おなかが痛い」に声を震わせつつアリシアはまずそう言った。

「でも私も、カシュヴァーン様のことも……ルアークのことも、守りたいし、傷ついてほしくありませんの。私に戦う力はありませんし、お金もありませんし、政治について詳しい知識がある訳でもないですけど……家族はみんな揃そろって、幸せにならないとだめですわ……」

　見栄っ張りフェイトリンと蔑さげすまれ、体面を保たもつことだけに懸命になった挙あげ句く死んでしまった両親のことを思い出す。

　使用人にも〈翼の祈り〉の聖職者にも見限られ、家族三人隙すき間ま風かぜ吹きすさぶぼろぼろの屋敷で暮くらした思い出も、今となってはただただ優しい。もうちょっとご飯が食べたい、お金が欲しい、とは常に思っていたが、アリシアはあの生活に大きな不満などなかった。

「いや、お前は毒草を平気で食うし、妙みような本から妙な知識を得ているし、誰に対しても無神経……ではなく、ある意味平等に接することができるし、意外に外交の才能はある気がするが……しかし、やはりお前には運動神経、いや、戦闘能力が皆かい無むなことが問題だ。かといって訓練する訳にも、っ、アリシア……!?」

　あちこち言い換えをしながらも不満を漏らす夫を、アリシアは自みずから引き寄せて口づけをした。

　唇だけでなく、頰や鼻先にも何度も何度も、なだめるように唇を押し当てていくと、カシュヴァーンが小さな吐と息いきを漏らした。なんだか可愛い、と思いながら、アリシアは最後につぶやく。

「とりあえず、歩く練習は少しずつにしますわ……それで、よろしい……？」

「……くそ、おまけにいらん知恵をつけてきたな……まあ、いいだろう。……足がちゃんと治ったら、膝ひざ枕まくらも忘れるなよ」

















　色仕掛けにしてやられたカシュヴァーンは、せいぜいしかめ面つらをして妥だ協きよう案あんを受け入れた。体を起こし、寝台を下りると、

「今日は一日家にいる予定だから、必要な時は呼べ。俺がお前の足になって、どこにでも連れて行ってやる。それと、着替えはノーラを呼んでやるから、手伝わせるんだぞ」

　亜麻色の髪を撫でながら言い聞かせたカシュヴァーンは、そのまま部屋の外に出ようとした。

　しかし彼が扉とびらに指をかける前に、ばたばたと荒い靴音が近づいてきた。

「カシュヴァーン様!!」

　名乗りを上げることもなく、室内に駆かけ込んできたのはルアークに捕つかまっていたはずのトレイスである。

　屋敷の奥方の部屋に挨あい拶さつもなしに踏み込むなど、普段の彼からは考えられないことだ。ちょうど戸口にいたカシュヴァーンにぶつかってしまい、すいません、と謝ったのも束の間、背の高い主にすがりつかんばかりの勢いでこう言った。

「大変ですカシュヴァーン様、王家の使者がみえました！」

「なに？　……またあの王子殿下のか？」

　一方的な友情を求めてくるゼオルディスが、性しよう懲こりもなく使者を送ってきたのかとカシュヴァーンは眉み間けんを寄せた。

「この間、ふざけた書面をよこしてきたばかりだというのに……あの野郎が自分でラグラドールについて調べていれば、アリシアもルアークも怪我をせずにすんだはずだ、くそ」

　カシュヴァーンたちにラグラドール探たん索さくをそそのかしたゼオルディスは、その一方で彼かの国に部下を放はなっていたらしかった。

　騒ぎに乗じて〈翼の祈り〉の本拠地について摑つかんだらしく、こちらが何も報告しないうちに、「協力感謝する」との連絡をよこしてきたのだ。体ていよく使われた格好のカシュヴァーンとしては、当然面おも白しろくない。

「お、王子殿下の使いの方もですが……とにかく、一階へ!!」

　まだまだ悪口が言い足りなさそうなカシュヴァーンを、トレイスが急せかした。

「──分かった」

　王家からの使いとあらば、無下にもできない。まずは会う、と判断を下したカシュヴァーンは、取って返してアリシアを寝台から抱き上げた。

「きゃっ!?」

「カ、カシュヴァーン様、どうなさったのですか!?」

　冷静そうに見えてやはり混乱しているのか、とアリシアもトレイスもびっくりしたが、カシュヴァーンは涼すずしい顔だ。

「あの王子殿下が関わっている以上、片時もアリシアから眼を離すことはできん。今しがた守ると約束したばかりだしな。そうだよな？　ルアーク」

「もっちろん」

　当然のように返事をしたのは、トレイスの後ろにいつの間にか出現していたルアークである。

「なかなか面白いことになってるみたいだし、俺も陰ながらお供するよ。さあ行こう、みんな」

　そう言ったルアークが軽く足を引いた次の瞬間、アリシアの視界から彼の姿は消えた。







　姿が見えずとも必ず側にいるはずの頼もしい護ご衛えいつきで、カシュヴァーンに抱かれたアリシアは一階の広間に降りた。トレイスも不安そうな表情をしながら、斜め後ろに控えている。

　外へと続く扉の前には確かに王家の使者らしき、胸元と短いマントにシルディーン王家を表す盾と翼をあしらった紋もん章しようの縫ぬい取りが入った、華やかな装よそおいの男……が、二人。

「あら？」

　不思議な光景に、アリシアは小首をかしげた。

　片方が使者、もう片方がその従者か護衛なのかと思ったが、それにしては装いがまるで同じだ。第一従者か護衛らしき者はそれぞれの背に数人ずつついているし、おまけに二人とも、手にそっくりな書状を持っている。

「まあ、これはもしかして、どちらが本当の使者の方か当てるゲーム……」

「貴公たちが王家の使者殿か？　俺が領主のカシュヴァーン・ライセン〈強〉公爵だ。妻が体調不良ゆえ、このような格好で失礼する」

　アリシアのつぶやきをさえぎり、カシュヴァーンは堂々と宣言した。

　しかし、相あい対たいする二人の使者はライセン夫妻の状態に頓とん着ちやくする様子がない……というか、それどころではない様子だ。互いの姿だけを横目に見ながら、手にしていた書状を突き出し口々に口こう上じようを述べ始めた。

「私は恐れ多くもゼオルディス王子殿下の命めいを受け……」

「あの、私はシルディーン国王ランドレイ陛へい下かの使いとして参りました!!」

　相手の声をかき消すよう、競い合って口上を述べる様にカシュヴァーンもアリシアも呆あつ気けに取られてしまう。ひと足先にこの状況を知っていたトレイスも、だからといってどうすることもできず、黙り込んでいるばかり。

　さすがのカシュヴァーンもいつもの露ろ悪あく的てきな振る舞いを忘れ、突きつけられた書状に交互に眼をやりながら頼んだ。

「王子殿下と、国王陛下の使いでいらしたのだな……？　それは分かったが、申し訳ない、おひとりずつ話していただけませんか。なんというか、聞き取りにくい」

　カシュヴァーンの願いは結果的に叶えられた。二人の使者が、口を揃えてこう叫さけんだからだ。

「王宮で開かれる仮か装そう舞踏会に、ご夫妻でぜひお越し下さいとのことです!!」

「……ありがとう。とてもよく分かりました」

　苦笑いしたカシュヴァーンは、トレイスに目配せをして二通の書状を受け取らせた。彼が二つ並べて差し出してきたそれを、素早く一いち瞥べつする。

　アリシアもそっと覗き込んでみたところ、両方とも使者たちの言うとおりの招待状だった。違うのは片方には国王ランドレイの、片方には王子ゼオルディスの署しよ名めいがされているところだけである。

　しかし、何よりアリシアの眼を惹ひいたのは、それぞれの書状に記き載さいされたこんな一文。

「まあ、主題は『怪かい奇き』……!?　すてき、面白い催もよおしものとはこれだったんですのね！」

　没落したアズベルグの地方伯であるディネロ・アズベルグより先日届けられたゼオルディスからの手紙には、「王宮で今度面白い催しものをやる」との文字があった。

　眼鏡の奥の瞳をきらきらさせる妻に「しまった」という顔をしながら、カシュヴァーンが状況を総そう括かつする。

「あー、つまり、俺たちに王家の主しゆ催さいする仮装舞踏会に来られたしと。そういう訳ですね？」

「王子殿下の主催です！」

「国王陛下の主催です！」

　せっかくカシュヴァーンがまとめたのに、使者たちはまた同じ間合いで訂てい正せいしてきた。困こん惑わくしながらカシュヴァーンは分かりました、とつぶやいた。

「場所も日付も同じなのですから、行けばどちらの主催かは分かるでしょう。……しかし、申し訳ない、開催まであまり日がないようですな。おまけに仮装舞踏会とくれば、主題に即した衣装が要求される。これでは到とう底てい間に合わない。しかも三日間の連続開催ということは、毎日衣装替えが必要でしょう？」

　仮装舞踏会では主催者側から主題が提示され、招待客は己おのれの知識や感性を振り絞しぼってそれに応じなければならない。どれだけ高位の貴族であろうと、主題に合わない服装で出向けば最悪門前払い、よくて冷笑の的まとである。

「そうですか？　この主題なら、私はすぐにでも用意をもが」

　妙にカシュヴァーンが消極的なので、つい口出しをしてしまったアリシアの口が大きな手にふさがれた。

「なあ、アリシア？　主題を理解していない服装でお邪じや魔ましても、興きよう醒ざめなだけだ。王子殿下や国王陛下に、かえって失礼にあたるよな？」

　しっかりと眼と眼を合わせ、嚙んで含めるように言い聞かせられて、アリシアも夫が言わんとしていることに勘づいた。

　招待状の日付は、レイデン家にて舞踏会を開く予定の日とさほど開きがない。王宮のあるエルナンド地方とレイデン地方との距きよ離りを考えると、掛け持ちは不可能だ。

「あっ……、そ、そうですわね……残念ですわ」

　本気で残念に思いつつ、アリシアはため息をついた。

　主題が「怪奇」の仮装舞踏会、行きたくて行きたくて行きたくてたまらないが……今回ばかりはノーラとティルナードが優先だ。

　それに、レイデン家での舞踏会を仮装舞踏会にしてもいいのだ。ジェダにもらった豚ぶたの頭ず蓋がい骨こつをかぶって……と、勝手に妄もう想そうをふくらませる妻の頭を、カシュヴァーンが優しく撫でる。

「……そうだな、実に残念だ。そういう訳だ使者殿、申し訳ないが……」

　和なごやかに断ろうとしたカシュヴァーンだったが、ゼオルディス側の使者はこの展開を予測していたのだろう。すかさずこう切り返してきた。

「ですが、レイデン伯爵やオーデル侯爵、それにガーゼット侯爵閣下もみえるとのことなのです。それに王子殿下はこの主題に、強公爵閣下や奥様ならば必ず見事に応じて下さるだろうと期待しておいでです!!」

「……あっ、こ、国王陛下も、お二人に期待しておいでです。ぜひ!!」

　ランドレイ側の使者がちょっと悔くやしそうにつけ足すのを聞きながら、アリシアは戸惑いをこめて夫を見上げた。カシュヴァーンも、じっと考え込んでいる。

　水面下で協力関係にあるジスカルド・オーデル侯爵の妻は、降こう嫁かした元王女エルティーナ。王家が絡んだ舞踏会に出席するのは当然だろうが、ティルナードやグラネウスまですでに招待済みとは。

　これでは、レイデン家で舞踏会など開けないではないか。

「──……分かりました。そこまでおっしゃるのならば、どうにか都つ合ごうをつけましょう」

　苦りきった声でカシュヴァーンが答え、二人の使者はほっと安あん堵どの息を吐いた。







　使者たちが去った後、姿を現したルアークがやれやれ、と伸びをする。

「こいつは見事に先手を打たれたねえ、おにいちゃん」

「……いつもいつも腹の立つ王子様だ、全く」

　アリシアを抱く腕に力を込めながら、カシュヴァーンが吐き捨てる。

「あの、でもレイデン伯爵様やガーゼット侯爵様は、本当に王宮にいらっしゃるのかしら……？　レイデン家で開かれる舞踏会のことは、もちろんお二人ともご存じですよね……？」

　アリシアが聞くと、カシュヴァーンは「どうだかな」と鼻を鳴らした。

「だが、向こうにも『強公爵は行くと言った』、と伝えているんじゃないか？　互いに使者を走らせて意思確認する時間はなさそうだしな。……第一俺だけならとにかく、ティルやガーゼット侯爵まで一緒になって別の舞踏会に参加していました、では王家の威い光こうを傷つけたと難なん癖くせをつけられかねない。今回の誘い、むしろそれが目当てとも取れる」

　ルアークも小さなため息などついてみせる。

「この国じゃ、王家の威光も知れたもんだけどね。けど向こうさんには〈翼の祈り〉、それに傭兵さんたちも協力してる可能性がある以上、下へ手たなこともできないかぁ」

　八十年ほど前に国内に吹き荒れた下げ克こく上じようの嵐のために、地方伯だけでなく〈翼の祈り〉教団も王家も著いちじるしく影響力が低下した。アリシアの生家のように完全に没落した訳ではないが、かつての栄光とは比べるべくもない。

　だが存在を秘されていた、との触れ込みで突然姿を現した王子ゼオルディスは、近頃積極的に国内を動き回っている。

　彼には臆おく病びよう者ものの国王ランドレイに嫌気が差していると噂の宰さい相しようイーダル、野心家の聖職者ナディールがついている上に、〈翼の祈り〉とラグラドールに繫がりが見えているのだ。こちらもひそかに味方を増やしているとはいえ、舐なめてかかると危ない。

「……それに、『先生』も、ね。ナディールさんって人、最近ちょっと情じよう緒ちよ不安定っぽいじゃん？　命令に一いつ貫かん性せいがないっていうか、何がしたいのかよく分からない感じ」

「そのようだな。実際最近の〈翼の祈り〉の動きは、妙に拙せつ速そくだ。まあ、それも奴らの本拠地がラグラドールにあったことを考えれば納なつ得とくがいくが」

　そのためにアリシアやルアークが怪我をしたことを思い出したのか、カシュヴァーンの眼つきが険しくなった。

　去年の冬に起こった国王暗殺未み遂すいの一件あたりから、ナディールが〈翼の祈り〉の中心的存在として動いている節ふしがある。あの時水面下では、国王ランドレイが強ごう引いんにラグラドールとの融ゆう和わ政策を推おし進めていた。

　本拠地の場所を明かさないことで神秘性を保ってきた教団からしてみれば、下手にシルディーンとラグラドールの仲が近づけばどこから情報が漏れるか分からない。ゆくゆくは教団の指導者になる野心を持つナディールにしてみれば、多少の犠ぎ牲せいを払ってでも妨ぼう害がいする必要があったのだろう。そうカシュヴァーンは睨にらんでいるようだ。

「でも『先生』は雇やとい主ぬしの思惑を考こう慮りよする、なんてしないからね。どんなその場しのぎの命令でも、そのとおりに誰でも殺す」

　ルアークの表情が陰を帯おびる。先ほど屋敷の裏手で感じた不安感が蘇よみがえり、アリシアは一生懸命違う話題を探した。

「それにしても、ゼ……いえ、王子殿下は、どんどん味方を増やしていらっしゃいますのね……あら、でも、それならどこかの地方伯の令嬢ですとか、そういう方を妻になさりそうなのに。ミューゼ様のことは、本当にお好きなのね」

　ミューゼ・マーベルが貧びん乏ぼう子し爵しやくの娘であり、本来なら王子の婚約者になるような身分でないことはアリシアも聞かされていた。当然彼女の兄であるフロリアンも近きん侍じになるようなことはないはずなのだから、これはゼオルディスがよほどマーベル兄妹に心を寄せている証しよう拠こだ。

「……そうだな。最初はみな、突然現れた王子殿下を胡う散さん臭くさく思っていたが、今は徐々に発言力を増しつつある……その分うまく取り入ったと、マーベル兄妹への風当たりもきつくなっているようだが……」

　少し気の毒そうな表情になったカシュヴァーンの眼が動き、さらに気の毒そうな顔をする。ルアークがあーあ、と肩かたを竦すくめた。

　最初は何事かと思ったアリシアだったが、近づいてきた相手に気づいて納得する。……やって来たのは、まだ何も知らないノーラだった。

「あの、王家からの使いがみえたとお聞きしましたけど、なんでしたの？　まさかまた例の王子殿下が、奥様に変な本を持ってきたのでは……って、えっ、どうしましたの？　珍しいですわね、あなた方四人が揃ってそんな顔をなさるなんて……」

「親子」三人に加え、トレイスにまで同情的な視線を向けられ、ノーラは怯えている。

「なんですの？　よほどひどい本ですの!?　奥様、言っておきますけど、私はもう二度と奥様お薦すすめの本は読みませんからねッ!!」

　怪奇小説による心の傷を複数抱かかえたノーラは、先んじてそう宣言した。そうだったらよかったのに、と思いながら、アリシアは申し訳なさそうに首を振る。

「ノーラ……あの、違うの。本ではなくて……」

「……ノーラ。悪いが、レイデン行きは延期になった」

　アリシアに目配せをして、カシュヴァーンがきっぱりと断言した。

「……えっ？」

　下手な冗談でも聞いたように、ノーラが中ちゆう途と半はん端ぱな笑顔で固まる。

「えっ……、や、あの……噓、でしょう？　だって……、もう招待状も出して、用意も……」

「実は、別の招待状が届いたんだ」

　トレイスが苦い顔をしながら、二通の書状をノーラに見せてやる。そして手て短みじかに状況を説明した。

「……という訳だ」

「……そんな……」

　血の気の引いた唇を嚙み締め、ノーラはやっとそれだけ言った。

　その様を大好きな夫の腕に抱かれて見ていることに、アリシアはひどく気まずいものを感じてしまう。ノーラの喜びはアリシアの喜び、だから彼女の悲しみはアリシアの悲しみ。

「ノーラ、元気を出して。ちょっと場所は違ってしまったけど、レイデン伯爵様には会えるわ」

「……そ、そうですよね……レイデン地方にはいつでも行けますし、ね……」

　アリシアの励はげましに、ノーラは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　だが、いくら出席者は揃っているにしても、王宮でティルナードとの婚約発表はできないだろう。招待客へ詫わびも入れなければいけないことを考えると、延期期間はある程度長くなってしまうに違いない。

　しんと静まり返った場にもうひとり、何も知らない者がやって来た。

「あれー、みなさんどうしたんですか、ルアークまで集まって暗い顔して!!」

　手に一枚の紙を持ったリュクだ。王家の使いが来たことを知らないらしく、一同が広間に集つどっていることに不思議そうな顔をしている。

「あっカシュヴァーン様、俺もうレイデン行きの荷物を作っちゃいましたよ！　それとこれ、俺の家までの地図です!!」

　にこやかな笑顔で差し出してきたのは、やたらと凝こった枠わくに囲まれたリュクの実家付近の地図である。どうやらこれを描くのに熱中していて、騒ぎを聞き逃のがしたようだ。

「……お前はこういう、どうでもいいものはやたらと早く描くよな……」

　妻の肖像画の描き直しにかかった時間を思い出したらしく、カシュヴァーンの反応は冷たい。リュクが何か言い訳をしようとしたが、アリシアはうつむいているノーラを心配そうに見やりながら教えてやった。

「あのね、リュク。レイデン行きは中止になってしまったの」

「……えっ？」

　さっきのノーラと同じように、リュクも半端な笑みを浮かべて固まった。

「えっ、そんな……あの、ノーラ、レイデン伯爵と何か……あ、いや」

　リュクはどうやら、ティルナードの気が変わったのかと思ったらしい。ノーラの眼が殺意を帯びたのに気づき、慌てて口をつぐんだリュクに、トレイスが律りち儀ぎに状況説明を繰くり返かえした。

「うわ、そんなことが……あっ、でもほら、これはいい機会かもしれないよ、ノーラ!!」

「──はあ？」

　何を言っているのかと、まなじりを吊つり上げるノーラに、リュクは自説を披ひ露ろうした。

「だってほら、仮装舞踏会でしょ？　俺が意い匠しようを考えて、ノーラが作った服をカシュヴァーン様やアリシアが着たら、きっとみんなびっくりするよ!!　さすがレイデン伯爵の婚約者になるだけある、すごい腕の持ち主だってね!!」

　脳天気な考えにみなあ然としているが、アリシアはぱあっと顔を輝かせた。

「そうね、それなら後で婚約発表をした時、みなさんすんなり受け入れて下さるわね!!」

「そうだよね、アリシア！　ねっ、だからがんばろうよ、ノーラ!!」

　きゃっきゃとはしゃぐ二人を見つめるノーラの表情が、ゆるゆると解けていく。固く引き結ばれていた唇にかすかな笑みが浮かんだ。

「……そう、ですわ、ね……」

　微苦笑して、ノーラもうなずいた。そんなに簡単にいくものかと、いささか呆あきれた様子でもあるが、青白くなっていた頰には生気が戻り始めている。

「その代わり、やるならさっさとやるんですのよ、リュク。製作にかけられる時間は短いのですからね？」

　いつもの調子で強気に言われ、「もちろんだよ!!」とリュクは軽く請うけ負ったが、ノーラは明らかに不ふ審しんそうだ。しかしリュクはそれに気づくことなく、カシュヴァーンにも無む邪じや気きに笑いかける。

「ねえカシュヴァーン様、王宮にはガーゼット侯爵閣かつ下かもいらっしゃるんですよね！　よーし俺、がんばってあの方に認めてもらえる衣装を考えますよ!!　えへへー、それにしても王宮、楽しみだなー!!」

「──いや、リュク。衣装を作り終えたら、貴様は予定どおりレイデンに行け」

　目的地こそ変わったが、同行はさせてもらえるものと疑わないリュクに、カシュヴァーンも爽さわやかに笑い返した。

「そして予定どおり、その地図に書いてある家に戻り、二度と帰って来るな」

「なんでえええええええええ!?」

　理り不ふ尽じんを訴える絵の師匠を見て、トレイスがとりなしを図った。

「カ、カシュヴァーン様、リュクもたまにはいいことを言うのですし、それに……そうだ、アリシア様の肖像画をご覧になったでしょう？　カシュヴァーン様の妄想、いや、思いどおりのアリシア様を描けるのはリュクだけですよ!!」

「……確かにお前には五千年経っても無理だろうな……」と口の中でつぶやいたカシュヴァーンだったが、ノーラを浮上させたことから少しはリュクを見直したようだ。トレイスがまだ絵を習いたがっていることも分かっているらしく、譲じよう歩ほの姿勢を示す。

「分かった、ではこうしようリュク。去年の俺の誕生日に描いてもらった『家族の肖像』だが、付き合いも広がったことだし、あれを描き直すなら許してやろう。そうだな、オーデル侯爵夫妻にエリクス、ガーゼット侯爵を加えて……ああ、もちろんアリシアはきちんと可愛く……」

　ずらずらと条件を列れつ挙きよしていくカシュヴァーンに、仮装舞踏会を夢想してうっとりしていたアリシアも横から口を挟はさんだ。

「あっ、リュク、それならアーシェル様とレオニア様も入れてもらえるかしら！　アーシェル様の木き彫ぼりの肖像、なくしてしまったからちょうどいいわ!!」

「──うわあああああん！　みんなそんなに俺に帰ってほしいのおぉぉぉ!?」

　せっかく描いた地図を握り締め、リュクは半泣きで去っていく。

　近くて遠い東の地。レイデン地方へアリシアが正式に行けるのは、いずれにしろ当分先のことになりそうだった。








　第二章　怪奇仮装舞踏会







　シルディーン王国中央部、海から遠く離れた内陸のエルナンド地方にあるシルディーン王宮は、アリシアたちが以前訪おとずれた時と、どことなく雰ふん囲い気きが違うように感じられた。

　なだらかな丘に挟はさまれた白はく亜あの城という、地形や建物に変化がある訳ではない。すでに日が落ちた時刻だからという訳でもない。

　仮か装そう舞ぶ踏とう会かいという華はなやかな行事が開かい催さいされようとしていることを割り引いても、何かが違う。大勢を集めて騒さわごうというのに、漂ただよう空気がそこはかとなく物々しいのだ。

「なんだか、従じゆう僕ぼくが増えたような気がしますわね……」

　舞踏会への参加者たちの乗った、豪ごう華かな馬車でごった返す車停めを離れながら、アリシアは小さくつぶやいた。ようやくカシュヴァーンから歩く許可が出たため、あちこちに掲かかげられた松たい明まつの明かりを頼りに自分の足で王宮へ向かう。

　リュクとノーラの共同製作によるアリシアの衣い装しようは「魔女」だ。黒い三さん角かく帽ぼう子しにすとんとした黒い長ちよう衣い、手には小型の箒ほうきを模もした扇せん子す。首からは空からっぽの薬くすり瓶びんやでたらめな呪じゆ文もんを描いた札ふだ、アズベルグ地方に伝わるお守まもりである守り石などを繫つないだものをぶら下げている。

「従僕というより、これは警けい備び兵へいだな。身体検査も妙にしつこかった。去年の暗殺未み遂すいの一件が尾を引いているのだろうが……」

　従僕としては眼光鋭するどすぎる使用人たちを観察しながら応じるカシュヴァーンは、「吸きゆう血けつ鬼き」である。といっても普段から黒ずくめなので、あまり見た目の雰囲気は変わらないが、マントの裏地が紺こんから深しん紅くに貼はり替えられていたり、銀でできた杭くいの形のブローチを胸元につけたりはしている。

「……お前は、よくすんなり入り込めたな、死神」

「いやですわライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、ルシアナとお呼び下さいと申し上げましたのに」

　小さな声でそう言って微笑ほほえむのは、黒のベールとかっちりした黒いドレスで「未み亡ぼう人じん」の装よそおいをした銀髪の美少女。……に化けたルアークだ。

　先日の件の反省から、いかなる時もアリシアの側そばを離れないことを決意したルアークは、陰かげながらの護ご衛えいではなく堂々と身辺に貼りつくことを選んだ。仮装舞踏会という条件だからできたことだが、女装したのは男では同行できない場所へもついていくためである。

「貴婦人への身体検査は、殿との方がたへのそれほど厳きびしくはありませんの」

　にこりと微笑む唇くちびるは「怪奇」という題材に合わせ、未亡人とは思えぬほど妖あやしく紅あかい。顔のほとんどを覆おおう黒のベールの隙すき間まから、紅い唇がちらちらと覗のぞく様は妙に艶つやめかしく、アリシアはときめきを隠かくせない。

「うふふ、きれいよルア……、ルシアナ！　今日のあなたは、三人は夫を殺していそう！　舞踏会、楽しみましょうね!!」

「はい、奥様。アズベルグではこういった大がかりな舞踏会はなかなか開かい催さいされませんもの、楽しみですわ」

　暗殺者の仕事の一いつ環かんで女装も初めてではないというルアークは、わざわざ「アズベルグ地方に住まう貧びん乏ぼう貴族・ニードリー男だん爵しやく家けの娘で、アリシアの友人。王宮へ憧あこがれを抱いだいており、アリシアに頼み込んで舞踏会について来た」という設定まで用意している。招しよう待たい状じようは持っていないが、先にカシュヴァーンがその旨むね知らせる使者を走らせているので恐らく問題ないだろう。

「……まあ、私の化け粧しようの腕うでもいいのですけど、本当にきれいに見えますわね、ル……シアナ様。それに引き替え、奥様は……」

　主人たちの斜ななめ後うしろに付き従っていたノーラは、複雑そうな視線をアリシアとルアークに送る。詰め物を駆く使しして肉感的な体の線を得たルアークとは対照的に、アリシアのわずかな凹おう凸とつは長衣に完全に殺されてしまっていた。

　仮装舞踏会で着る衣装というのは、提示された題材をいかに表現するかがもちろん大事だが、華やかな社交の場に出るためのものでもあるのだ。いくら題材が「怪奇」でも、「魔女」なら「魔女」なりに、男を誘ゆう惑わくする魔ま性しようの魅み力りよくを強調するという手もあった。

　事実リュクが最初に提示した衣装は、奇き抜ばつさを追求しすぎたきらいはあるにせよ、小こ悪あく魔ま風ふうな実に可愛かわいらしいものだったのだ。しかし「これ以上魅力的に見えては困る」とのカシュヴァーンの強きよう固こな反対に遭あい、現在のおよそ華やかさに欠けるものとなった。

「おまけに大丈夫ですの、あの翼つばさ……」

　黒い長衣につけられているので目立たないが、今のノーラのように後ろに回れば、アリシアの背に蝙蝠こうもりのような黒い翼がつけられているのが分かる。これは実はカシュヴァーンの提案でつけ加えられたものだ。

〈翼の祈いのり〉を国教とする国においては、翼持つ生き物、特に白い翼を持つ生き物は総じて神聖視される。「魔女」の仮装であるとはいえ、堕だ落らくを象しよう徴ちようする黒い翼を背につけてくるのはやりすぎだろう。

「来たくもない舞踏会に来てやったんだぞ？　これぐらいの皮肉は許してくれるだろう。我が家が翼持つ怪かい物ぶつの像だらけなのは、みなさんよくご存じのことだしな」

　口の端を吊つり上げてカシュヴァーンは笑い、そして小さな声でひとりごちた。

「それに、そんな不信心な物をつけている女に、おいそれと近づく者はいまい……」

「……カシュヴァーン様、何度も申し上げますが、そこまでアリシア様に近づく男を警けい戒かいしなくてもよろしいのでは……？　あなたが可愛い可愛いと連呼することで、かえって他の方の気を惹ひいてしまうことになりかねませんよ……？」

　ノーラの横で控ひかえめにつぶやくトレイスの進言がなければ、アリシアの背につく翼は聖女アーシェルのそれと同じ形になっていたところだ。

　だが行き過ぎる人々に興こう奮ふんしているアリシア本人は、背の翼はもちろん、好きな本の挿さし絵えにそっくりな「魔女」の仮装になんの不満もない。

「あら、見てルシアナ、あの方ったら悪あく霊りようペーペルザーにそっくりじゃない!?　ああ、私もやっぱり豚ぶたの頭ず蓋がい骨こつをかぶってくるべきだったかしら……ノーラに『絶対だめ』と言われたから、諦あきらめたけど……」

「ふふ、そうですわね、わたくしも角つのでもつけてくればよかったですかしら」

　こういう時だけ目め端はしのきくアリシアの現金さに、ルアークは器用に高めの声を出して笑った。アリシアよりもよほど貴婦人らしい足取りで軽かろやかに進むその姿に、行き交かう男たちがちらちらと視線を走らせてくる。

　その視線をどう勘かん違ちがいしたのか、カシュヴァーンは途中からマントをさばいてアリシアをすっぽり覆い、「まあ、灯あかりが消えてしまったみたい。油をけちっているのかしら？」などとつぶやく妻を導いて王宮を目指した。







　やがて入城した一行は、受付に招待状を出し、ルシアナことルアークも問題なく舞踏会に参加することを許可された。ノーラやトレイスといった使用人たちとはいったんここで別れ、アリシアたちは王宮二階にある「光の翼の間」へと向かう。

「それにしてもたくさんの人……うふふ、これが三日も続くなんて、王家は太っ腹ですわね!!」

　磨みがかれた白い石でできた床ゆかの上を滑すべるように進んでいく、異い形ぎようの仮装に身を包んだ男女。この光景をあと二日も拝おがめるのかと思うと、アリシアの胸の高鳴りは収まらない。

「全くだ。……経費は一体どこから出ているんだ？　権威を見せつけるには有効だろうが、浪ろう費ひが過ぎると結局自分たちの首を絞しめるぞ……？」

　ひと晩舞踏会を開くだけでも相当の出費だ。それを三日続けるとは、権威失しつ墜ついに従い財政難に陥おちいって久しいはずの王家はどうやりくりするつもりかと、カシュヴァーンは首をひねっている。

「あっ、ライセン、アリシア様!!」

　石造りの幅広の階段を上のぼっていく途中、声をかけてきた茶色い髪の若者はティルナード・レイデン伯爵だ。「狼おおかみ男おとこ」ということらしく、艶つや々つやとした黒い毛皮のマントに身を包み、とがった耳の飾かざりを頭につけ、太い尾の飾りを腰に巻いている。

「やっぱり来ていたか、ティル。やれやれ、全くあの王子様はいつもいつも……」

　早さつ速そく愚ぐ痴ちをこぼしかけたカシュヴァーンだが、ここで立ち止まると通行の邪じや魔まだ。ひとまず全員で階段を上りきったが、まだ開場していないため、人の流れから少し離れた通路の一画に集まる。

「レイデン伯爵様も、やっぱり王宮にいらしていたのね。まあっ、その方はなんの仮装ですの!?」

　アリシアがきらきらと瞳を輝かせたのは、ティルナードのすぐ側に、焦こげ茶ちや色いろの布を頭からすっぽりかぶったみすぼらしい風ふう体ていの人影がくっついているのを発見したからである。

　よく見れば焦げ茶の布のあちこちに、多少色味の異なる茶の布が申し訳程度に縫ぬいつけられている。工夫の跡あとが見えなくはないが、「竜」を表現するために大振りのエメラルドをいくつも胸元に縫いつけた紳しん士し、「水の精せい霊れい」を表現するためにわざと青白い化粧をし、透すけるような高級な薄布で仕立てたドレス姿の貴婦人などがそこらじゅうにいるのだ。完全に悪目立ちしているが、当人に気にした様子はない。

「……もしかして、ジェダさん？」

　眼のところに空いた穴から覗く緑の瞳を確認しながら、ルアークがそっと彼の名を呼んだ。実際は確認するまでもなく、その正体は分かっているのだろうが。

「……ああ、そうだ……そうです。ジェダ・リーランス男爵と申します」

　ルアークの風体を見ておおまかな状況を悟さとったらしく、ジェダは無難な挨あい拶さつですませた。

　爵位と名字は彼の派は遣けん元もとである傭よう兵へい国家ラグラドールで、適当に買ってきたものだろう。彼かの地では爵位の売買は日常的なものであり、舞踏会に潜もぐり込む方便としてセイグラムあたりが用意したに違いない。

「レイデン伯爵には日頃お世話になっておりまして、ところで体は大丈……いえ、なんでもありません」

　ジェダもまた、仮装して主あるじであるティルナードの側に貼りつくつもりなのだと思われた。日常生活では空気が読めない彼だが、元〈玩具おもちやの兵隊〉だけあって仕事中の判断はしっかりしている。

「アリシア様も、お元気になられたようでよかった。いかがですか、先日読ませていただいた本を参考にして衣装を作ったのですが」

「本？　あら、もしかして『どろどろどろどろ』!?　まあジェダ、とってもすてき!!　表紙の絵から着想を得た訳ね!!」

　手に入りにくいことでも有名な怪奇小説、『どろどろ屋敷がどろどろ溶ける』の話でアリシアとジェダは盛もり上がっているが、ティルナードはさっきからずっとあたりを見回している。

「ノーラ……は、そうだよな、使用人たちの控えの間だよな……」

　しょんぼりしたティルナード自身、いつも側にいる執しつ事じ兼けん教育係のセイグラムを連れていない。気落ちしたその姿は、元が若じやつ干かん女顔のせいもあって「狼」というより「子犬」だ。

「……ノーラ、怒っていなかったか？」

　おそるおそる尋たずねられたカシュヴァーンは、肩を竦すくめて答えた。

「怒っているというより……がっかりしていたな」

「そうか……」

　それを聞いて、ティルナードはますます肩を落とした。作り物の耳まで元気をなくしたようなしおれた様を見て、アリシアは励はげまさねばと張りきる。

「レイデン伯爵様、元気をお出しになって。見て下さい、私とカシュヴァーン様の衣装はノーラが作ってくれたんです。すてきでしょう？」

　そう言うとアリシアは、衣装の全容が見えるようにその場でくるりと回ってみせた。

「こんな素晴らしい腕を持つメイドなら、レイデン伯爵様の花嫁に相応ふさわしいってみなさん思って下さるわ！　お二人の婚約発表が延期になるのは私も悲しいですけど、根回しの機会としては有意義だと思います!!」

「……そうかもしれませんね。……まあ、ライセンはとにかく、アリシア様の衣装にはいろいろとうるさいことを言う方もいそうですが……久しぶりにノーラに会えるのは、確かですし」

















　地方伯レイデン家の嫡ちやく男なんとして生まれ育ったティルナードは、さすがにアリシアが背にした翼が気になったようだ。だが前後こう見けん人にんユーランをはじめ、〈翼の祈り〉教団には今まで痛い目に遭わされてきたこともあり、あまり追及してはこなかった。

　何より今のティルナードにとって、最大の関心事はノーラなのである。いつになく大人びた表情になり、彼はアリシアに頭を下げた。

「……メイドとの婚約を発表すれば、貴族社会でどういう反応をされるかは僕も承しよう知ちしています。今から僕がしっかりしていなければ、ノーラも不安になってしまいますよね……ありがとうございますアリシア様、励まして下さって」

「いいえ、お気になさらないで。でも、嬉うれしいですわ。レイデン伯爵様は、ノーラのことをとてもお好きなのね」

「は、まあ、え、ええ、もちろん……」

　直ちよく截さいなアリシアの言葉を否ひ定ていすることなく、ティルナードは赤い顔でうなずいた。真しん摯しな態度に、カシュヴァーンも満足そうに微笑む。

「いい心がけだ。これなら無事に独ひとり立だちできそうだな、レイデン伯爵？」

　一人前扱いされて照れるティルナードだったが、ジェダとルアークがこそこそと話し込んでいる様を見て話を変えてきた。

「ああ、ええと、ところであちらの女性はどなただ？　ジェダとは初対面だろうに、やけに親しげだけど……」

「……お前、あのジェダがあれだけしゃべれている時点で気づけないのか？」

　やっぱりおぼっちゃんか、と言わんばかりの反応に、ティルナードがむっとした顔になる。

　恒こう例れいのじゃれ合いが始まるかに見えたが、その時周囲が大きくざわめいた。







「ガーゼット侯爵閣下だ！」

「あの方が例の悪あく食じき大たい公こう？」

「舞踏会の場に姿を現すなど、何年ぶりだろう」

「……相変わらず、すごい格好だ……ああ、こら、女性は見ないほうがいい」

　興奮した人々の間を縫い、アリシアたちの前にやって来たのは白髪しらが交まじりのくすんだ金髪をきつく巻いた初老の紳士だ。

　優雅に年を取る、という言葉の見本のような上品な顔立ちには品格が漂うが、何分その身を包んだ衣装の印象が強すぎる。黒い上着と黒いズボンに、骨格や内ない臓ぞうの一部までも克こく明めいに描かれた姿を見て、貴婦人たちが真まっ青さおになっていた。

「まあ、ガーゼット侯爵様、お久しぶりですわ！　すてき!!　そのお衣装は『人体模も型けい』ですわね!!」

「お褒ほめに預かり光栄だ。アリシアなら分かってくれると思っていたよ。怪け我がをしたと聞いていたが、息そく災さいで何より」

　早速食いついてきたアリシアに、「悪食大公」グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵は愛いとおしそうに微笑んだ。子供のいない彼にとって、アリシアは「娘」のような存在である。

「しかし準備期間不足で、この程度の作り込みで妥だ協きようせざるをえなかったのが悔くやしいがね。本当は心臓部分など、絵ではなく蠟ろうで立体的に作ろうと思っていたのだが」

　眼や鼻や唇の絵がでたらめに縫い込まれた帽子の角度を直しながら、グラネウスは嘆たん息そくする。

「……それ以上作り込むと、ご婦人方が何人か気絶しそうですね」

　周囲の注視を気にしながら、カシュヴァーンが小さな声でささやきかけた。若い頃に王位継けい承しよう権けん争いに巻き込まれたせいで、政治も人付き合いも嫌いと噂うわさされるグラネウスに人々は興きよう味み津しん々しんの様子だが、当人はアリシアの衣装を褒めるのに忙しい。

「アリシアもとてもよく『魔女』を表現できているな。舞踏会のための衣装、という目的を無視し、社会からはみ出した怪あやしげな部分だけを抽ちゆう出しゆつしたその姿……既き存そんの枠わくにはまらぬ態度は『魔女』そのもの。実に素晴らしい」

「ありがとうございます、リュクも喜びますわ」

　アリシアは素直に礼を述べた。横でカシュヴァーンがなんとも言えない顔をしている。

「リュク？　ああ、あの芸術家の……では、その衣装は彼が？」

　以前リュクの絵を「普通」と評し、この上なく落ち込ませたのはグラネウスである。ちなみにリュクは実家に強制送そう還かんは免まぬがれたが、結局今回も留守番だ。

「ええ、リュクが描いた絵をもとに、ノーラが作ってくれましたの。ノーラの針はり子この腕前は素晴らしいのですわ、ガーゼット侯爵様!!」

「こら、アリシア、この方にノーラの腕前を売り込まなくてもいいんだぞ」

　妻のがんばりにカシュヴァーンが苦笑するが、グラネウスは彼の衣装を見て眉まゆをひそめた。

「カシュヴァーンも元気そうで何より。だがその衣装は『吸血鬼』かね、またなんと『普通』な……確かに仕立ては良いようだが、それなら私が以前に送った『暴君』らしい衣装のほうが……」

　執しつ拗ように妻の衣装に駄だ目め出だしをしたために、カシュヴァーン自身のものについてはほとんど時間が取れなかったのだ。ちなみにグラネウスが送ってくれた「斬ざん新しん」の粋すいを極きわめた衣装は、あまりにも豪ごう華か絢けん爛らんすぎて機能性が全くなく、着ると歩行もままならない。

「ああ、あのねじれた黄金の角がついた衣装ですわよね、とってもすてきでしたわ！　ですが今回は舞踏会ですから、ダンスができないのは困りますわね……まあでも、下だけ脱ぬいでいただければ……」

　黒と金とで作り上げられた、毒々しい派手さを持つ衣装を思い浮かべ、アリシアはうっとりしている。

「……あー、ガーゼット侯爵閣下、こいつが以前お話ししたレイデン伯爵です」

　話がおかしな方向に逸それ始めたのを懸念したカシュヴァーンは、初対面のグラネウスを前に呆ぼう然ぜんとしているティルナードを肘ひじでつついた。

「ああ、君がレイデン伯爵か。話は聞いているよ、私はグラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵だ。君のお父上には何度かお会いしたことがある」

　柔やわらかに微笑みかけられ、ティルナードはぴんと背筋を伸ばして挨拶をした。

「──あっ!!　あ、あなたが……あの、初めまして、僕はライセンに後見されているティルナード・レイデン伯爵です。お噂はかねがね、ど、どうぞ今後ともよろしくお願いします……あの、素晴らしいお衣装ですね……」

　ティルナードもグラネウスがこの国の数少ない王位継承権保持者であり、ゼオルディスに対抗するためカシュヴァーンが用意した「飾りの王」であることは知らされている。ノーラとの婚約の件もあり、必死に歩み寄ろうとするが、

「褒めてくれてありがたいが、この衣装が私の『怪奇』という奥深い題材に対する解答だと思ってもらっては困るな。実は今製作を進めさせている衣装が三着あってね、なんとか舞踏会が終わる前に完成すればと思っているんだが……」

「……仕立屋を連れて来ているんですか……？」

「まあっ、ぜひ見たいですわ！　間に合えばよいのですけど!!」

　噂に違たがわぬ着き道どう楽らくぶりにティルナードは引いているが、アリシアは楽しみで仕方がない。対照的な二人の反応に目元だけで微笑んでみせながら、グラネウスはそっとカシュヴァーンにささやいた。

「全く準備期間不足が悔やまれる。……カシュヴァーン、今私に分かるのは、この舞踏会の開催を決めたのはやはりゼオだということだけだよ」

　隠いん居きよ生活を送っているように思われているグラネウスだが、その情じよう報ほう網もうは王宮内にも一部通じている。

「やはりですか。主題に『怪奇』を選ぶあたり、そうだろうとは思っていましたが……」

　臆おく病びような小心者で知られている国王ランドレイが選ぶにしては、妙な題材だとカシュヴァーンも睨にらんでいたのだ。読書家を自称し、アリシアが好きな恐怖小説を多数読んでいるゼオルディスが主催者と考えるほうが自然である。

「あら、ではどうして国王陛へい下かも招待状を下さったのでしょうか？　陛下も恐怖小説がお好きなのかしら？」

　素直なアリシアの問いに、グラネウスは口髭ひげをひねった。

「……恐らくは、意地だろうな。あるいは怯おびえ、焦あせりか……〈翼の祈り〉教団との繫がりをちらつかせ、ゼオは日に日に国内で発言力を増している。最も早はや国王の代替わりは時間の問題、本日の仮装舞踏会もその発表のためではないかと一部では噂されている……」

　財政難に陥って長いシルディーン王家が、このように立派な舞踏会を開いたのは久しぶりのことだ。何かある、と思うのは当然だろう。

「去年の暗殺未遂の一件以来、ランドレイが引きこもり状態になっていたせいで、国王の弱腰ぶりは国内外に知れ渡ってしまったからね。そろそろ存在感を示さないとまずい、とようやく重い腰を上げたのだろうが、それにしてもやり方が稚ち拙せつすぎる。……若い頃からランドレイは変わっていない。イーダルも苦労する訳だ……」

　古い記憶を思い出してか、苦いため息をついたグラネウスは、ひそひそ話を続けているルアークとジェダを見た。

「ところでそちらの美しいご婦人と、斬新な衣装の彼は……？　失礼、女性であるなら申し訳ないのだが」

　現在顔も性別も不明のジェダに代わり、ルアークがすっと一歩進み出る。

「申し遅おくれました、わたくしはルシアナ・ニードリーと申します。アズベルグ地方に住まう男爵家の者でございまして、本日は図ずう々ずうしくもライセン強公爵と奥様のご厚こう意いで、王宮の舞踏会を見学しに参りましたの。こちらはレイデン伯爵のお友達ですわ。ねえ、伯爵？」

　至し近きん距きよ離りで笑いかけられ、ティルナードもようやくその正体に気づいたようだ。

「……!?　お前っ、ルア……もが」

「ほう、なるほど、実に見事な仮装だ。後でぜひ、詳くわしい話を聞きたいものだね」

　カシュヴァーンに口元をふさがれたティルナードを尻しり目めに、グラネウスは優ゆう雅がに微笑んだ。そこへ、

「あら、カーシュにアリシア、それにグラネウスおじさま、レイデン伯爵まで……楽しそうね、私も混ぜて下さる？」

　話しかけてきたのは、エルティーナ・オーデルだ。シルディーン王国の元王女にして、現在はすぐ横にいるジスカルド・オーデル侯爵の妻である。

　美しい金髪が眼に鮮あざやかな美男美女であるだけでなく、かたや元王女、かたや没ぼつ落らくを免れた数少ない地方伯。彼らが側にやって来たことでさらに周囲の注目度が増したが、アリシアはいつもの調子で二人に挨拶をした。

「まあ、エルティーナ様、それにジスカルド様！　お久しぶりですわ!!」

「久しぶりねアリシア。……ああ、ええと、前にあなたが薦すすめてくれた本はまだ読みきれていないの、ごめんなさいね……」

　アリシアとエルティーナは読書仲間であり、一時休止していた書しよ簡かんやお薦めの本のやり取りも最近は頻ひん繁ぱんに行われている。だが甘い恋愛物が大好きなエルティーナとアリシアの本の趣味は、全く合わない。

「お久しぶりです、オーデル侯爵夫妻にはご機き嫌げん麗うるわしく」

　カシュヴァーンも挨拶をしたが、ジスカルドはかすかにうなずいただけだ。そのくせアリシアや他の面々に対しては、惜おしみなく笑顔を振りまく。

「ガーゼット侯爵閣下、お久しぶりです。アリシア様にはご機嫌麗しく。レイデン伯爵はますます頼もしくなられたようですね」

　爵位だけではなく、地方伯としての権威も含めた順に挨拶をしていく姿はシルディーン旧貴族の鑑かがみと言うべきものだったが、露ろ骨こつな態度に以前から不仲のカシュヴァーンは片眉を上げた。ルアークやジェダの正体に気づいたのか、二人には声をかけないのも憎にくたらしい。

「ちょっと、ジスってば大人げないわよ。カーシュもごめんなさいね？」

　二人の仲を取り持つように、エルティーナがカシュヴァーンの肩に触れる。

　親密なしぐさ、「カーシュ」という呼び名……そのことに、アリシアの丈夫な腹が「もぞもぞ」し始めた。

「どうした、アリシア？」

　無意識に夫の服の袖そで口ぐちを握にぎってしまったアリシアに気づき、カシュヴァーンが妻を見下ろした。途と端たんに恥ずかしくなって、アリシアは慌あわてて手を離す。

「な、なんでもありませんの……あ」

　逃げかけた手を摑つかまれた。指にカシュヴァーンの指が絡からみついてくる。

「嫉しつ妬としているなら、素直にそう言ってくれたほうが俺は喜ぶぞ？」

　それは嬉しそうなカシュヴァーンの表情を直視できず、赤くなってうつむいたアリシアにエルティーナがこぼした。

「……何よ、相変わらず見せつけてくれるわね。分かったわ、カシュヴァーン。これでいい？」

「も、申し訳ありませんわ、エルティーナ様……あの、ところでその衣装は、もしかして……」

　カシュヴァーンから手を離し、アリシアはエルティーナの衣装に注目した。

「さすがの読書家ね。そう、この間貸してくれた『雨の日には悪霊が大だい合がつ唱しよう』のヒロイン、ナスタリアよ」

　遅ればせながらの指摘に、エルティーナは雫しずくのような細かな銀を散らした濃こい紫色のドレスをつまんでみせた。異国風のちょこんとした黒い帽子が可愛らしい。

「本当なら『夢の王子様』のイゼリアーネ姫のドレスがよかったのに、主題が『怪奇』ではね……時間もなくて、ほとんど挿絵そのままよ。あの本自体があまり知られたものではないから、ひねりがなくても分からないだろうけど……」

　自分なりの解かい釈しやくを加える暇ひまがなかった、とエルティーナは少し悔しそうだ。しかしアリシアは、大好きな本のヒロインを眼の前に興奮を隠せない。

「いえ、そんなことはありません！　とっても素晴らしいですわ、感激です!!　やっぱり私も悪霊レーガッタの衣装にすればよかったわ……!!」

　グラネウスも満足そうにうなずいている。

「そうだよエル。ああ、挿絵から抜け出してきたようだ。ナスタリアは黒髪だが、ふむ、金髪のヒロインも久しぶりに……」

「……？　あら、おじさまもあの本がお好きなの？」

　グラネウスが実は『雨の日には悪霊が大合唱』の作者だと知らないエルティーナは小首をかしげた。彼女が大好きな『夢の王子様』もグラネウスの著ちよ作さくなのだが、それは乙女おとめの夢を保護するための永遠の秘密である。

「あ、ええ、そうなんですのよ。ところでガーゼット侯爵様、あの作者の新作はいつ……？」

「ああ、それは今書いて……いるのではないかな、作者が。レイデン家の舞踏会には間に合わせるつもりだったと、言っていたな。作者が」

　そんな風に妻同士は楽しく盛り上がっているが、カシュヴァーンとジスカルドは最初の挨拶以降黙ったままだ。やむなくエルティーナが再び夫をせっついた。

「ちょっとジス、いいかげんカシュヴァーンにちゃんと挨拶をなさいな。仲良くする気はあるんでしょう？」

　ゼオルディスという共通の敵ができた今、カシュヴァーンに水面下での協力を持ちかけてきたのはジスカルドのほうである。ジスカルド自身がエルティーナを妻としたことにより、王家に近くなりすぎて動きにくいためだが、ずっと見下してきたカシュヴァーンとの付き合いにいまだ馴な染じめない様子だ。

「……久しぶりだな、ライセン」

「……お久しぶりです、オーデル侯爵」

　改めて挨拶を交かわしただけなのに、その段階でジスカルドが嚙かみついてきた。

「なぜ閣下と呼ばない」

「現在の俺たちは、以前よりも気の置けない間柄になったと思っておりますが？　その証しよう拠こに、同じ題材を選んだようではないですか」

　カシュヴァーンが言うとおり、ジスカルドの衣装も「吸血鬼」が題材であると思われた。黒で統一された礼服であることは同じだが、ルビーでできた深紅の薔ば薇ら飾かざりを胸に挿し、小さなダイヤモンドの釦ボタンをきらめかせた衣装にかかった金額はカシュヴァーンの数倍以上だろう。

「あら、本当。オーデル侯爵様、今日はとてもすてきですわ」

　普段は白と青を基調とした、いかにも乙女の好みそうな優雅な服装のジスカルドなのだが、ただの美青年にアリシアが関心を示すことはない。しかし今日の彼は闇の貴族たる「吸血鬼」そのもので、アリシアはうっとりしてしまった。

「……光栄です」

　賛さん美びに慣れたジスカルドはおざなりな返事しかしなかったが、カシュヴァーンは衝しよう撃げきを受けたようである。ジスカルドはそんな彼を一いち瞥べつし、皮肉っぽい感想を述べた。

「ふん、貴公は普段の衣装とあまり変わらないな。安上がりで結構なことだ」

「──俺ごときと同じ題材を選ぶとは、衣装は豪勢だが発想は貧ひん困こんですね」

　空気が張りつめる。物見高い紳しん士し淑しゆく女じよの眼が輝き始めたが、今度はグラネウスが仲ちゆう裁さいに入った。

「こら、カシュヴァーンもジスカルドもやめなさい。隣り合う領りよう地ちの領主同士、年も近いのだ。もっと仲良くしてもいいのではないかね？」

　穏おだやかな言葉に、二人とも不ふ承しよう不ぶ承しよう視線を逸らす。カシュヴァーンはもちろん、ジスカルドにとっても古くからの名家の出であるグラネウスは無視できない存在だ。

　だがまだ収まりがつかないらしく、そっぽを向きながらの応おう酬しゆうは続いた。

「……年が近いとおっしゃいますが、ライセンはこう見えて私よりかなり年下のはずですよ。いろいろと面倒事を起こしているせいか、苦労が顔に染しみついているようですが」

「なるほど、オーデル侯爵がそれほど優美でおられるのは、年少者を労いたわるなどといった面倒を避さけているからなのですね。世渡り上手で羨うらやましい」

　まだまだ続きそうなやり取りをただ止めても無む駄だと悟ったグラネウスは、ある決断を下した。

「よし、では私が今度、双ふた子ごの吸血鬼として君たちの個性に相応しい服を用意しようではないか。ふむ……そうだな、牙きばの表現としては何が適当か……」

「まあっ、すてき！　そういえばシイル様が、双子の兄弟の本を薦めて下さいましたわ！」

　瞳をきらきらさせてアリシアが身を乗り出せば、珍めずらしくエルティーナも同意する。

「あら、いいじゃない、二人とも。なかなか美しいものになりそうよ？」

　妙な盛り上がりを見せる三人に、カシュヴァーンとジスカルドは顔を見合わせ、自主的に和解した。

「あー……ところでオーデル侯爵。先ほどガーゼット侯爵閣下には、こたびの舞踏会は王子殿下の主催だとお聞きしましたが……他に情報をお持ちではありませんか？」

「……ああ、その、私もそれ以上のことは知らんな。だが……珍しい顔ぶれが揃そろっている」

　ゆっくりと視線を巡めぐらせたジスカルドにつられ、アリシアもきょろきょろしてみるが、そもそも視力に問題がある。まして今夜は仮装舞踏会、仮面をつけている者も多く、誰が誰だかさっぱり分からない。

「あっ、あの方は『墓はか守もり』かしら？　あっ、先ほどの悪霊ペーペルザーの方……!!」

　おまけにこの場に集つどう人々は、いずれもアリシアの大好きな衣装ばかり着ている。ついうきうきしてしまうアリシアだったが、その時ふと、カシュヴァーンが大きく足を踏み出した。







「──なぜお逃げになるのです、ヘイスダム・ジェンガー伯爵！」

「ひぃっ!?」

　あっという間に手首を摑まれ、情なさけない声を上げながら引きずられてきたのは、頭頂部が貧まずしい中年男性。豊かなあご鬚ひげをわざと乱し、「囚しゆう人じん」を示すと思われる灰色の貫かん頭とう衣いの彼は、なんとアリシアの叔お父じであるヘイスダムだった。

「あら、おじさまですの!!　お久しぶりですわ!!　すてきなお衣装、それは何を参考に？」

　自分をカシュヴァーンに売り飛ばした張本人であり、元後見人である叔父にアリシアはにっこり笑ってみせた。ヘイスダムはといえば、がたがた震えるばかりで全く姪めいのほうを見ない。

　隙あらば逃げ出そうとしているヘイスダムの手首をがっちり摑んだまま、カシュヴァーンはにこやかに問いかけた。

「どうなさいましたヘイスダム殿、あなたも俺たちに会いたかったのでしょう？　こそこそと遠くから様子をうかがったりせずに、挨拶に来て下さればよろしいのに」

「ひ、あ、あっ、いや、そのっ……ああ、舞踏会が始まる、失礼ッ!!」

　しどろもどろに言い訳をしたヘイスダムは、なんとかカシュヴァーンの手を振りきり逃げていってしまった。

「なんだあれは？　アリシア、お前は何か聞いて……いないよな」

　ライセンの屋敷に入る情報は最初にすべてカシュヴァーンのもとに来る。いくら親しん戚せきとはいえ、アリシアが自分以上のことを知っているはずがないと、カシュヴァーンはすぐに諦あきらめた。

「ええ、存じませんわ。おじさまったら、せっかく久しぶりにお会いできたのですから、お話ししたいことがたくさんありますのに……」

「……そうだな。あの方は、お前のたったひとりの肉親だものな」

　肉親と縁えんの薄いカシュヴァーンが少し寂さびしそうにつぶやく横で、アリシアはうなずいた。

「さらわれたり、命を狙ねらわれたり、時には違う方と結婚させられそうになったこともありました。〈翼の祈り〉の方とも何度もやり合ったので、たぶん至いと高たかき国へは行けませんけど、理想の旦だん那な様さまと可愛い『息むす子こ』にも恵まれて、私は幸せです……そうお伝えしたかったですわ。でも、おじさまも舞踏会に参加なさるなら、後でまた会えますわよね？」

「……アリシア、たぶん詳しよう細さいをお話しするとヘイスダム殿が混乱するだろう。俺と幸福な結婚生活を送っていると、それだけお伝えしよう。な？」

　今さら結婚は間違いだった、などと言われてはたまらないと、カシュヴァーンは真剣な顔で頼んだ。

「今の方が、アリシア様の叔父君ですか……ふむ、やはりか」

　一方、ヘイスダムの登場により、ジスカルドが抱いだいた違い和わ感かんは決定的なものとなったようだ。

「気づいているか？　ライセン。本日の舞踏会には地方伯、及びシルディーン旧貴族しか姿が見えない」

「……ああ、そう言われてみれば」

　カシュヴァーンも得心した様子になった。

「ですが、俺も王宮の舞踏会に参加したことなど数えるほどしかありません。来ても大体、優雅に無視されるのが常なのでね。新しん興こう貴族を認めたがらない王家主催の舞踏会ならば、こんなものでは？」

　気のない答えにジスカルドは不快そうに眉を寄せ、

「──貴公もこの国の現状は知っているだろう。領主の座を追われた地方伯も多数存在するのだ。我が国で力を持つ貴族を招まねいて舞踏会を開くなら、新興貴族を無視する訳にはいかん」

　シルディーン王国における新興貴族の起源は、八十年ほど前に吹き荒れた下げ克こく上じようの嵐をなだめるために、当時の王家と〈翼の祈り〉教団が一部の農民に爵位を与えたことに端たんを発する。

　その多くは大した力を持たないが、中にはアリシアが生まれ育ったフェイトリン地方のように、新興貴族の分ぶん割かつ統とう治ちによって治おさめられている土地も存在するのだ。王家も内心では彼らの台たい頭とうを快こころよく思っていなくても、完全無視しては国が立ち行かないのが現状。そのはずだった。

「そうですわよね、私の両親もおじさまも、王家の主催する舞踏会に呼ばれたことなどありませんでしたわ。あら、ではキリアン様やシイル様はいらっしゃらないのかしら？　シイル様がいらっしゃるなら、エルティーナ様と三人で本のお話もできましたのに……」

「フェイトリン五家」としてフェイトリンを分割統治している新興貴族の一家、ロベル兄妹のことをアリシアは思い出した。先日も誕生祝いに来てくれた彼らだが、妹のシイルは読書好きでアリシアやエルティーナとも文通仲間なのだ。

　相変わらずのんきにつぶやいたアリシアは、そこでふともうひとり、自分の誕生祝いに来てくれた青年を思い出した。

「ジスカルド様、今日はエリクス様は？」

　エリクス・バスツール。バスツール伯爵家の当主とは名ばかりで、現在はオーデル家で使用人のようなことをしている青年は、アリシアの誕生日にかこつけてジスカルドの使者を務つとめていた。

「エリクス？　来るわけないでしょう。あれには任まかせている仕事がありますし」

　さも当然のように、ジスカルドの答えは短い。元々バスツール家はオーデル地方の一貴族に過ぎず、以前から手て駒ごまとして使われていたエリクスは今頃あちこち走り回されているのだろう。

「そうですの、残念ですわ……」

　エリクス自身、爵位など柄がらではないようなことを言っていた。動けばどうしても目立つ主に代わって味方集めなどをしているのだろうが、なんとなく気が引けてしまう。

「相変わらず優しい方だ。だが夫ある身で、あまり他の男のことを心配なさるものではありませんよ？　もっとも、それがあなたの手であるならば、お上手だと言わざるをえないが」

　女と見れば口く説どくのが条件反射になっているらしく、ジスカルドが甘い声を出した。白い指先で軽く腕に触れられ、アリシアはびくっとしてしまう。

「……ジス、ちょっと」

　眉をひそめたエルティーナがやめさせようとした矢先、カシュヴァーンとルアークが両方からアリシアを引っ張ってジスカルドから遠ざけた。

「おっと、これは失礼を。だが愛らしい姫君を見れば、声をおかけするのが礼儀だろう？」

　余裕のない対応に、ジスカルドはおかしそうに微笑む。何か言い返そうとしたカシュヴァーンは、わずかに考える間合いを置いてからこううそぶいた。

「な……何をおっしゃるやら。アリシアは、可愛くなど、ない」

　どうやら「あまり可愛いと言わないほうが」という、トレイスの忠告に従っているらしい。

「……つくづく失礼な男だな。いくらそう思っていたとしても、ご本人の前でそんなことを言うとは」

　地味な貧ひん乳にゆう幼よう女じよなどに、はなから興味のないジスカルドである。カシュヴァーンの台詞せりふを額面どおりに捉とらえたようだが、アリシアもまた、素直に受け取ってしまった。

「ごめんなさい、私、あまり胸も大きくなくて……」

　他の誰に「可愛くない」「貧乳」と言われても構わない。でもやはり、カシュヴァーンには可愛いと言ってほしくて、アリシアは胸元を押さえながらうつむいてしまう。

　その肩を慌てたように抱き寄せ、カシュヴァーンは訂てい正せいした。

「オーデル侯爵、今のは噓うそだ。我が妻は世界一可愛いが、もう俺の妻だ」

「……そうだな」

　後こう悔かいの色がジスカルドの瞳を過よぎる。こいつと手を組んで大丈夫だろうか、と思っているようだが、結局彼は無理やり話題を戻した。

「私やアリシア様のような地方伯にとっては、これは非常に理想的な舞踏会ではある。だが……残念ながら、実情にそぐわないものであることは確かだ。王家は何を企たくらんでいる？」

















　考え込むジスカルドの上着の裾を、くいっとルアークが引っ張った。

「……なんのご用で？」

　やはりルアークの正体に勘づいているらしく、いつも女性には優しいジスカルドらしからぬ不機嫌な声を出した。ルアークは気にした風なく、カシュヴァーンの上着も引っ張って小声でささやく。

「あちらをご覧になって？　また少し種類の違う招待客がいらしてよ」

　意味ありげな言葉につられ、アリシアも紳士淑女の群れの向こうを見やる。そこにはアリシアたちとは対照的に、人の流れから取り残された集団がいた。

　周りの不快そうな視線を集めながら、平気な顔で仲間同士何かしゃべっている複数の男女。浅黒い肌、がっしりした体格、その口から飛び出すのはシルディーンの公用語とは明らかに違う異国の言語。

「まあ、ラグラドールの方たちも……！　あら、真っ赤に真っ黄色に、ラグラドールのみなさんの『怪奇』はずいぶん派手ね？」

　ひときわ目立つ原色だらけの衣装の女性を眺ながめ、アリシアは文化の違いに驚いている。

　それ以上に驚いているのは、ラグラドール人嫌いを公言してはばからないジスカルドである。

「馬ば鹿かな、王家主催の舞踏会に奴やつらを!?　信じられん、王家は本当に何を考えているんだ!!」

　特とく徴ちよう的てきな肌の色から差別にさらされてきた小国ラグラドールの民たみ。抜きんでた身体能力を持ち、シルディーン以外の国からも傭兵国家として重ちよう宝ほうされている一方で、その強さとがめつさゆえにいまだ白はく眼がん視しされ続けている。

　去年の冬、王家がラグラドールとの融ゆう和わ政策をカシュヴァーンとジスカルドに持ちかけてきたのは記憶に新しいことだ。直後に起こった国王暗殺未遂の一件によりその話は立ち消えとなったはずだが、地方伯だらけの舞踏会に彼らを招待するとはどういうことだろう？

「分かりませんね。水面下で融和政策を進めていたのか、それとも王家には何か他に企みがあるのか……」

　つぶやくカシュヴァーン自身にラグラドール人への偏へん見けんは少ないが、先日ラグラドールでひと騒動あったところだ。裏の意味を探さぐろうと、忙せわしなく思考を巡らせている。

「……王家が、というより、ゼオルディスとイーダルが何を企んでいるか、でしょうね」

　苦い顔でエルティーナが口を挟んだ。彼女は決して弟を「ゼオ」の愛称で呼ばない。

「そろそろ中に入りましょう。始まるわ」







　カシュヴァーンとルアークに左右を挟まれ、「光の翼の間」に一歩足を踏み入れた瞬間、アリシアは陶とう然ぜんとしてしまった。

「まあ、ここは正しく『怪奇』に相応しいお部屋……!!」

　部屋の壁は黒い遮しや光こう布ぬので覆われ、天てん井じようから多数ぶら下がったシャンデリアにも一部しか火が入っていない。足下の不案内を助けるためか、床や隅すみの長ちよう卓たくの上にもいくつか燭しよく台だいが置かれているが、それでも通常の舞踏会の何分の一かの明るさしかない。

「私たちの屋敷よりは暗くないかしら？　うふふ、でもライセンの屋敷は元から怪物の像だらけですけど、いつもは明るく輝かしいはずの場所がこんな……すてきですわ、うふふふふ！」

「光の翼の間」という名に相応しく、天井には黄金の翼の絵が無数に描き連つらねられている。普段ならシャンデリアの光にきらきらとまぶしいのだろうが、薄暗がりに浮かび上がる翼の乱舞はただ不ぶ気き味みだった。

「それにしても、オーデル侯爵夫妻の人気はすごいな」

　ともすれば集った「怪物」たちの中に突撃していきそうな妻の肩をしっかり抱いたまま、カシュヴァーンは真顔で感心している。

　仮装した貴族たちでごった返した会場内で、ひときわ目立っているのはアリシアたちよりひと足先に入場したばかりのオーデル侯爵夫妻だ。その地位と美び貌ぼう目当ての人々が、火に群むらがる虫のように吸い寄せられている。

「あら、でもガーゼット侯爵様も、レイデン伯爵様も人気ですわ」

　同時に会場入りしたはずのグラネウスやティルナードは、すでに人の輪に取り囲まれている。特にティルナードは、ジェダの奮ふん闘とう虚むなしく四方をがっちり囲まれて身動きできない状態だ。

　長く社交界に顔を出さなかったグラネウスはもちろん、ティルナードもある程度の力を維い持じした地方伯、しかも独身だ。ダンスの申し込みをしてもらおうと、年頃の娘を連れた親たちが、ここぞとばかりに挨拶攻勢を開始している。

「私のお父様とお母様も、あんな風にがんばっていた時期がありましたわね……」

　娘だけはいい家に嫁とつがせようと、必死だったアリシアの両親は、たまに社交の場に出るたびに張りきっていたものだ。だが「見栄っ張りフェイトリン」と陰口を叩たたかれる家の娘、それも大して可愛くもない娘を本気で見み初そめる物好きなど誰もいなかった。

　……少し物悲しい気分で黙ってしまったアリシアの横で、カシュヴァーンはティルナードの送ってくる「助けて」の視線を無視している。ジェダもがんばってはいるものの、まさか相手を暗殺する訳にもいかず、対応に苦労していた。

「いや、申し訳ない、僕には、こ、心に決めた人がおりますので……!!」

　ノーラの名前を出していいかどうか判断がつかないのか、ティルナードはお決まりの文句を並べて逃げようとしているが、相手も必死だ。「お相手？　いずこのご令れい嬢じようですか」「一曲踊るだけでも」と押しまくり、一向に引き下がる気配がない。

「本当に大人気だな。がんばれ、ぼっちゃん。こういうことに慣なれてこそ、一人前の貴族というものだ」

　グラネウスは人あしらいも慣れたものだが、その分のしわ寄せがティルナードにいっている様子だ。ジェダを包んだ布を引っ張ったり放したり、相当おろおろしているが、カシュヴァーンはこれも試練とばかりに知らん顔を決め込んでいる。

「私たちのところには、どなたもいらっしゃいませんわね」

　アリシアは端たん的てきに状況を口にしただけだが、カシュヴァーンは申し訳なさそうな顔をした。

「……悪い、俺のせいだ。この会場内で新興貴族は、どうやら俺だけのようだからな」

　先ほどのラグラドール人たちも孤こ立りつはしているが、彼らははなからシルディーン人と交流を持つ気はなさそうだ。通りかかった給きゆう仕じを捕つかまえては、「もっと強い酒を持ってこい」と要求するなどやりたい放題である。

「あっ、いえ、そんな！　お気になさらないで、こういう席で声をかけていただけないのはいつものことですもの。それに今は、カシュヴァーン様もルシアナも一緒ですし、皆様すてきな格好をしていらっしゃるし、あっ、あれは悪霊レーガッタ……!!」

　カシュヴァーンを元気づけようとしていたアリシアは、途中で気になる人物を見つけて反射的に追いかけそうになった。慌てたカシュヴァーンが妻を抱き寄せる様を見ながら、ルアークがからかう。

「ふふ、とはいえ、視線はとっても感じますけど……ガーゼット侯爵閣下はとにかく、レイデン伯爵はまだあなたに後見されていらっしゃるのだから、みなさん後見人閣下にも顔を繫ぎたいでしょうに。相変わらず怖こわがられていらっしゃるのね？」

　睦むつ言ごとでもささやくような調子でふざけるルアークを睨みつけ、カシュヴァーンが何か言い返そうとしたところに、愛想笑いを浮かべた見知らぬ中年貴族が近づいてきた。

「失礼、ライセン強公爵閣下とお見受けします。ご挨拶させていただけますか？」

「……あ、ああ、構いませんが」

　今しがた誰も側に来ない、という話をしていたところだ。意外そうな顔をしながらも、カシュヴァーンはそう答えた。

　シルディーン王国の北東地域に住まう子し爵しやくだと名乗った男は、型どおりの挨拶をすませた後なぜかちらりとルアークを見て、

「あの……ところで、そちらが例の死神姫と呼ばれる奥方で？」

「……は？」

　虚きよを突かれたカシュヴァーンが固まるが、横でにこにこしていたアリシアは素直に反応した。

「あ、それは私です。初めまして、アリシア・ライセンですわ」

　黒いベールの隙間から覗く、ルアークの紅い唇にすっかり眼を奪われていた男はにわかに慌て出す。

「えっ!?　あっ、い、いや、失礼……!!」

　月のごとき美び貌ぼうだの、角があり眼が三つだのと原形を留とどめない状態になっている「死神姫」の噂のうち、どれにも当てはまらないアリシアの容よう貌ぼうに男は非常に驚いた様子だ。その動どう揺ようぶりに、カシュヴァーンは不機嫌に瞳ひとみを細めた。

「……彼女が間違いなく俺の妻ですが、何かご不満でも？」

「アズベルグの暴君」のひと睨みがとどめになり、男はあたふたと去っていった。逃げていく先には、やはり見たことのない貴族たちの集団がいる。

「ははーん、さっきからやけにじろじろ見られるなーと思ってたけど、俺が噂の死神姫だと思われてるのか。まんま『未亡人』だもんねえ」

　詰め物でたっぷりふくらんだ胸の形をさり気なく整えながら、ルアークがカシュヴァーンとアリシアにだけ聞こえる大きさの声でひとりごちる。

「暗殺者として出会い、『息子』になって、ついには妻の座に昇り詰める、か……俺も出世したなあ」

「お前それ以上言ったら本気でぶっ飛ばすぞ」

　しかめ面つらのカシュヴァーンに、ルアークはわざとらしくしなだれかかりながら、

「あら、でも、わたくしにみなさんが注目していらっしゃるのなら、奥様がおかしな男に眼をつけられる可能性も低くなるかもしれませんわよ？」

　昨さつ今こん過か剰じようにアリシアに悪い虫がつくことを心配しているカシュヴァーンである。さすがに「ふざけるな」と言い返すかと思いきや、

「そうだな……いっそ今度から、人前に出る時はお前に死神姫の役をやってもらうか。そしてアリシア本人は部屋から出さないようにすれば……」

「……わー、おにいちゃん本気すぎて怖ーい」

　真剣なつぶやきを聞いたルアークが身を離すと、カシュヴァーンは「冗談に決まってるだろうが馬鹿」と冷たく言った。

「アリシアを部屋に閉じ込めておけるわけがないだろう。すぐちょろちょろと歩き回りたがるんだからな……いやでも、大量に本を与えておけば……」

「……ああ、うん、今の会話も絶対ヘイスダムさんには聞かせられないね……」

　ちょっと疲れた様子のルアークの台詞で、叔父のことを思い出したアリシアはヘイスダムを探して視線を巡らせた。

　とはいえ眼の悪いアリシアに、叔父の姿を発見することはできなかった。だが代わりに先ほど逃げ去った男のものと思われる、こんなひと言が耳に入ってきた。

「ライセン公国の王は、噂どおりの男だったよ」

「……ライセン公国？」

　聞き覚えのない名称に小首をかしげていると、隅に控えていた楽団が盛大なファンファーレを鳴り響ひびかせた。







　それまで広間の中に無む秩ちつ序じよに散らばっていた人々が慌てて隅に移動し、中央を広く空けて主しゆ賓ひんを待つ体勢に入る。いまだ主催者が判然としないところはあるが、国王ランドレイか王子ゼオルディス、そのどちらかであるはずだ。

　やがて先触れよろしく、片かた眼鏡めがねと太い木の杖が特徴的な宰さい相しようイーダル・スタンバールが控えの間より入室してきた。極端に折れ曲がった腰を物ともしない、矍かく鑠しやくたる足取りで正面にしつらえられた席に向かう。

「まあ、宰相閣下は『隠いん者じや』かしら？　それとも『魔法使い』？」

　ゆったりとした黄土色の長衣にこめられた寓ぐう意いに、アリシアは興味津々だ。そしてイーダルに興味津々なのは、彼女だけではなかった。

「……あの方が、ユーランの……」

　なんとか花嫁の押し売りから逃げてきたティルナードが、複雑な想いをこめてつぶやく。前後見人にして、いまだティルナードの心の深いところに存在するユーランがイーダルの息子であると分かったのは、つい最近のことだ。

「宰相閣下がご登場ということは、いよいよ主催者のおでましか。……アリシア、俺の側にいろよ」

　カシュヴァーンの表情が緊きん張ちようする。ルアークも先ほどまでの軽口はどこへやら、打って変わった鋭い眼つきになると、さり気なくアリシアの背後に回ってベールの下から周囲に眼を配る。

　みなぎる緊張感に包まれながら、ひとりわくわくしているアリシアの前にぼんやりと浮かび上がったのは、国王ランドレイの貧ひん弱じやくな姿だった。







　燭台の火が不規則に照らす赤い絨じゆう毯たんの上を、華やかな音楽に合わせてよろよろと歩いてくる初老の男性。

　左右の肩口に取りつけられた獣けものの頭の剝はく製せいを見るに、選んだ主題は「合キ成メ獣ラ」といったところか。だが薄暗がりの中にぼんやりと浮かんだその姿から想起される単語は、どう見ても「病人」もしくは「幽ゆう霊れい」だった。

「まあ、国王陛下はまだ体調が優すぐれないのではありませんの？」

　アリシアでさえ、珍しい動物の剝製を気にする前に、思わずそう言ってしまった。

　鏡かがみ張ばりの謁見の間にて初めて拝はい謁えつを果たしたあの時よりも、さらに猫背がひどくなったようだ。ぶたれまいと怯える小動物のように、おどおどと周囲に眼をやりながら進むその姿を見て、いつの間にか側に来ていたグラネウスがため息をつくのが聞こえた。

「……あのように憔しよう悴すいしているのなら、おとなしく人の手を借りればいいだろうに……」

　グラネウスの言うとおり、王の側には従僕が数名控えているのだが、ランドレイの歩みに手を貸そうとしないのだ。職しよく務む怠たい慢まんという訳ではなく、あらかじめそう言い含ふくめられているらしく、遅ち々ちとして進まない歩みに手を貸すべきか困こん惑わくした様が見て取れる。

「健在であるところを見せたいのだろうが、逆効果だな」

　冷たくカシュヴァーンが評したが、この手の感想は彼ひとりのものではなさそうだ。あちこちで立ちのぼる小さな嘲ちよう笑しようがさざ波になり、薄暗い「光の翼の間」を不ふ穏おんに揺ゆらしている。

　そんな空気が分かっているのかいないのか、ランドレイはたっぷりと時間を使って正面の椅い子すに腰かけた。見ているだけで胃が痛む見せ物がようやく終わったと、みながいっせいに息を吐いた、まさにその時。

　小さな悲ひ鳴めいが上がった。全員の視線が王ではなく、先ほど王が出て来た控えの間に続く扉とびらに集まる。

　立っているのは二人。ひとりは王子ゼオルディスの婚約者、ミューゼ・マーベル。

　素晴らしい銀の髪、伏ふせがちな水色の瞳を持つ儚はかなげな雰囲気の美少女の身を包むのは、燃えさかる火炎にも似た真っ赤なドレスだった。はっきり言って似合っていない。

　だが日頃と全く違う様子のミューゼも、隣に立つゼオルディスのせいで霞かすんでしまう。




　彼はメイド服を着ていた。




「なっ!?」

　カシュヴァーンが絶句し、グラネウスが短く息を吞のんだが、アリシアは思わず前のめりになった。

「まあ、これがゼオ様の『怪奇』！　なんて斬新なの!!」

　ノーラが着ている物にも似た、白黒のメイド服に身を包んだ黒髪の王子を見た瞬間、アリシアは激しく興奮してしまった。

　元々ゼオルディスの顔には額ひたいから右眼を通って頰ほおにまで達した醜みにくい傷跡があり、人はどうしてもそこに注視してしまうのだ。ある意味普段から「怪奇」を体現した状態なのだが、そんな彼があえてメイド服を着用したことによる衝撃はすさまじい。

　一体どんな仮装を、と思っていたが、これにはびっくりだ。ミューゼ様の服装にもきっと何かの意味があるのね、とときめきながら夫を見上げようとしたアリシアの耳に、絶ぜつ叫きようが届いた。




「ファネリー……!?」




　叫さけんだのは、ランドレイ。

　せっかく座った椅子から腰を浮かせ、逃げ出そうとしているその肩を抱くようにして、イーダルが懸けん命めいに押さえ込もうとしている。先ほどまで傍ぼう観かんしていた従僕たちも慌てて動き出し、国王の暴ぼう挙きよを止めにかかった。

　動揺は広い舞踏会場内にもあっという間に伝でん播ぱしていく。アリシア以上に、そしてアリシアとは明らかに違う意味で興奮した声が、無数に中空を飛び交った。

「ファネリー？」

「しっ、その名前は」

「そういえばあのドレスも」

「すべて処分されたと」

　ファネリー。どこかで聞いた……そう思いながら、アリシアがもっとよく聞こえないかとつま先立ちしたところ、不意に何かが耳を覆った。

「カシュヴァーン様……？」

　夫の手で両耳をふさがれたのだと知り、驚くアリシアにカシュヴァーンが険けわしい表情で首を振る。何も聞くな、そう示した後、その眼は国王と王子を睨んで動かなくなった。

「でも、あの、ファネ……もが」

　あの名前は、と言いかけたアリシアの唇を、黒い手袋に覆われた手でルアークがふさぐ。身動きが取れなくなってしまったアリシアだったが、ややあって覆われた耳にも届くほどの激しい打撃音があたりに響いた。

「──静せい粛しゆくに、王の御前であるぞ!!」

　手にした杖で数度床を突き、先のランドレイ以上の大声で場を制したのはイーダルだった。冬の稲いな妻ずまにも例えられる鋭い眼光が、片眼鏡の向こうでぎらぎらと輝いている。

　傾かたむきかけたシルディーン王家を、実質的にひとりで支えていると噂される老人の威い圧あつに広間は静まり返る。その静せい寂じやくの中を、ゼオルディスはミューゼを連れて悠ゆう々ゆうと歩き、父王の隣に腰掛けた。

「カシュ……、あっ」

　場が静かになったためか、カシュヴァーンもルアークもいったんアリシアを解放してくれた。しかし今度は二人してアリシアの前に立ち、時折こちらに視線をくれるゼオルディスから彼女を隠してしまう。

「アリシア、いい子だからおとなしくしていなさい」

　そっとアリシアの肩に手を置き、つぶやいたのはグラネウスだった。

　でも、と言いかけ、アリシアは黙る。見上げたグラネウスの表情が、いつものどこか超ちよう然ぜんとして浮うき世よ離ばなれしたものではない、厳しい現実を見み据すえるそれになっていたからだ。

　ちなみにジェダもカシュヴァーンたちと同じようにティルナードの前に立とうとしたが、ティルナード自身が彼を制した。……昔ゼオルディスにいじめられたことによる心の傷を、克こく服ふくしようとする気持ちの表れだろう。

「さて、主催者として開催の挨拶をどうぞ、国王陛下？」

　メイド姿とは思えない不ふ遜そんな態度で、ゼオルディスは平然と父王に挨拶を要求した。

　その言葉からあら、やはり主催者は国王陛下なのね、とアリシアが思っているなか、ランドレイはぶるぶる震えながら立ち上がった。

　すがるような視線は脇わきに控えたイーダルに向かっており、決してメイド姿の息子のほうを見ようとしない。しかしイーダルは助け船を出すことなく、無言の一礼で行動を促うながした。

「こ、こたび……は」

　後ろ手に椅子の背に摑まった不格好な体勢で、ランドレイは必死に挨拶の最初の一文を絞しぼり出した。

「こたびは……我が、主催する……、舞踏会に、これほど、多くの」

　お決まりの挨拶文がぶつりと切れる。

「──……ァァァァァァっ!!」

　およそ人間のものとは思えない、奇怪な悲鳴が王の喉のどからあふれた。

「陛下!?」

　再び動揺が広間を襲おそった。カシュヴァーンとルアークはそれでも頑がんとしてアリシアの前に立っていたが、彼ら以外の人間が動いたために視界が開けた。

　人ひと垣がきの隙間に眼を凝こらせば、両耳をふさぎ、激しく悶もん絶ぜつするランドレイの姿が見える。王を制止しようとした従僕たちともみ合いになり、肩口から二匹の獣の頭が転ころがり落ちた。

「放せ、嫌だッ、ここはだめだ、やはりここはだめだ……!!」

　耳をふさいだ状態のまま、曲げた肘で従僕をなぎ倒して王は逃走する。王おう冠かんが床に落ち、一度など服の裾すそを踏ふみつけて転倒したというのに、ランドレイは耳に当てた手を外はずさなかった。

「誰も来るな、私は帰る、安全な場所に帰る……!!」

　すべての音を遮しや断だんしたまま、ランドレイはこけつまろびつしながらも「光の翼の間」より逃亡した。呆あつ気けに取られた招待客を置き去りにして。







　主催者が逃げ去った舞踏会場に気まずい沈ちん黙もくが流れ、そして次第に小さな話し声がさざ波のように湧わき起こり始めた。

　あちこちで行われる耳打ちや暗号めいたやり取りが気になって仕方がないアリシアだが、グラネウスの手は相変わらずしっかり肩に置かれている。カシュヴァーンとルアークも立ち位置を微調整したので、アリシアには二人の背中しか見えない。

　せめて音だけでも聞き漏もらすまいと、一生懸命耳をそばだててみる。何か効果はないかと、眼鏡を外して耳に押し当ててみたことが理由ではないだろうが、非常に冷静なゼオルディスの声が聞こえた。

「イーダル、もういい。俺が代わりに挨拶をしよう」

「……はい」

　王がけつまずいたせいでずれた絨毯を踏み、ゼオルディスがゆっくりと立ち上がる。裾の長いメイド服を器用にさばき、列席者たちに優雅に一礼してみせた。

「ご覧のとおり、国王陛下はまだ体調が万全ではないようだ。父王に代わり、王子ゼオルディスより皆様にご挨拶申し上げる」

　格好が格好だが、言っていることは非常にまともだ。

「まずは急な招待にもかかわらず、この場にお集まりいただき、深く御礼を申し上げたい。残念なことに自国の王家をないがしろにする風ふう潮ちようは根強いようだが、本日集まっていただいた方々は、そのような不心得者ではないのだろう」

　そこまで言ってゼオルディスは、アリシアを背中に隠したカシュヴァーンとルアークへにやりと笑いかけた。

　二人が無言で睨み返すと、その眼は横のティルナードに向かう。ティルナードもわずかに怯ひるみを覗かせたものの足を引くことなく、奥歯を嚙み締めてゼオルディスを見つめ返した。

　一同の反応に満足の笑みを浮かべたゼオルディスは、おもむろに話題を変えた。

「さて、実は本日は、皆様にぜひとも紹しよう介かいしたい方をお呼びしている。……フロリアン、客人をこちらへ」

　王子の近きん侍じであり、ミューゼの兄でもあるフロリアンが広間の向こうで動くのがかろうじてアリシアにも見えた。妹同様素晴らしい銀の髪が光ったから分かったのだが、衣装がいつもの古めかしい銀の甲かつ冑ちゆうではないような。

「マーベル様なら、普段からこの舞踏会に出られるわね……首も外して下さればもっと……」

　アリシアが大好きな首なし騎き士しの物語を思い出している間に、新たな人影が人々の注目の中に登場した。




　白い法ほう衣えに身を包み、淡あわい色の髪をなびかせた硬こう質しつな美少女。

　その背にある巨大な白い翼が、あえかな光に神秘的な輝きを返している。

　赤い絨毯を踏みしめ、しずしずと歩いてくる姿は王宮にも聖堂にもあふれているものだ。古い教えが求心力を失い、彼女に捧ささげる祈りが非日常のものになり始めていても、漠ばく然ぜんとした面おも影かげだけは強く人の心に根づいた伝説の少女。




「あれはまさか」

「聖女アーシェル様……!?」

　誰も知らないという〈翼の祈り〉教団の本拠地。その奥深くに秘され、めったなことでは人前に姿を現すことがないという少女の登場に、人々の驚きは頂点に達した。

　そして彼らは、〈翼の祈り〉の教えにより地位を得た地方伯たちの集団である。たちまちドレスをつまみ、礼服の膝ひざを折り、その場にひざまずいて祈りの体勢を取った。

　そのために、アリシアにも見えた。〈翼の祈り〉の本拠地にて別れたアーシェルの姿が。

「まあ、アーシェル様、ご無事だったのね……!!　よかった……」

　ひどい目に遭あわされていないかと心配していたアーシェルは、少なくとも見た目には大きな怪我などはなさそうだ。安あん堵どの息を吐くアリシアだったが、同時にアリシアの姿を認めたアーシェルがぎくりと立ち止まる。

　顔色を変えたアーシェルが、背後についていた緋ひ色いろの髪の美青年……〈翼の祈り〉教団第二階かい梯ていの聖職者・ナディールに何か言っている。少々距離があるのと、声が小さいので内容は聞き取れなかったが、怒っているようにみえた。しかし、ナディールにはアーシェルの怒りなどまるで意に介した風がない。

　それは、面白そうに状況を見守っているゼオルディスも同じだった。何事か言い含められたのか、ひどく悔しそうな顔をして進んできたアーシェルの手を取り、恭うやうやしく手の甲に口づけを落とした。

　アーシェルは大きく肩を震わせたが、ゼオルディスは彼女の手を取ったまま大声で紹介する。

「皆様ご存じのようではあるが、改めてご紹介しよう。この方こそが聖女アーシェル！　〈翼の祈り〉教団の擁ようする聖女であり、この世で最も清らかな女性であり、始祖エルナンドの献けん身しんに報むくいてシルディーン王家を生み出した御お方かた。我が願いに応じ、はるばる今夜の舞踏会に足をお運び下さった」

















　ここエルナンド地方の名の由来にもなった、シルディーン王国の初代国王の名を口にしたゼオルディスは、妻を後ろ手に捕まえたカシュヴァーンに笑いかけた。明るく、快活に。

「西のクルセージュ王国などは〈翼の祈り〉の協力を必要としていないようだが、我が国は彼らと手を携たずさえ、さらに発展していきたいと考えている。……さあ、堅かた苦くるしいのはここまでにしよう。みな、よい夜を!!」

　高らかな宣せん言げんに、万ばん雷らいの拍手と歓声が続いた。アーシェルの顔は真っ白で、およそ生気が感じられないが、彼女を見つめる人々の眼には涙さえ浮かんでいる。

「まさかアーシェル様にお会いできるとは……！」

「後でぜひご挨拶を!!」

「アーシェル様をお呼び下さったのは王子殿下だろう、早くお願いしなければ……!!」

　目端のきく者はすぐさまゼオルディスのもとへと駆かけつけ、自分が一番最初に聖女に挨拶する機会を得ようと懸命だ。殺さつ到とうする人々を、ゼオルディスはイーダルに手伝わせながら実に楽しそうにさばいている。

「催もよおしものとはこれか……!!」

　舞踏会そっちのけで色めき立つ貴族たちに、カシュヴァーンが歯嚙みした。

〈翼の祈り〉を国教とする国において、聖女アーシェルへの拝謁が叶かなうのは高い地位の証あかし。他を圧倒する厚い信しん仰こう、もしくは信仰に匹ひつ敵てきする莫ばく大だいな寄付金がなければ相手にされないのに、今夜の舞踏会に訪れた者にはその機会が与えられたのだ。

　貴族たちの頭の中には、最早醜しゆう態たいをさらした国王のことなど欠片かけらも残っていないだろう。メイド服だろうがなんだろうが、聖女を呼びつけることができる王子がシルディーンを導く強き王となるのは間違いないのだから。

「くそっ、ナディールの野郎、今度会ったら絶対にぶっ飛ばすつもりだったのに……!!」

　アリシアを海に突き落とし、ルアークに大怪我を負わせる命令を出したナディールは、現在王子の客人である。おまけにこの状況では下へ手たに手を出すこともできず、カシュヴァーンは悶もん々もんとしている。

「……やっぱりこれって、王子殿下が教団の本拠地を摑んだからかな？」

　普段の調子でルアークがささやけば、カシュヴァーンは渋しぶい顔で同意した。

「他に理由はないだろう。秘密をばらされたくなければ、とでも持ちかけたんじゃないか。くそ、資金の提供元は教団か、それにしても動きが速い……!!」

　激しく舌打ちしたカシュヴァーンは、やにわにアリシアの両肩に手を置いた。間近く見つめられ、アリシアは「おなかが痛い」思いをする暇もなく、きつい口く調ちようで命令を下される。

「いいかアリシア。俺の勘では、話はこれで終わりじゃない。絶対に絶対に絶対に絶対に俺とル……シアナから離れるな。ティルもジェダも、できれば俺たちと行動を共にしろ。ガーゼット侯爵閣下も、よろしいですね？」

　関係者全員を見回しながら言うのを聞いて、アリシアはうなずきながらもじもじした。

「は、はい、でも……」

「……でも？」

　カシュヴァーンの声こわ音ねが下がったことにちょっと怯えながら、とりあえず要望を口に出してみる。

「あの……、みなさんご一緒でよろしいですから、アーシェル様に、お聞きしたいことが、たくさん……」

　妻の願いは予測ずみだったのだろう。カシュヴァーンはしみじみと息を吐いた。

「……いいかアリシア。あのクソ王子は必ず、お前がそう頼んでくるのを待っている」

　子供に嚙んで含めるようではあったが、カシュヴァーンはきっぱり断言した。

「無論俺も、聖女と王家の関係は気になる。だがまずはもう少し情報収集が必要だ。とにかく、勝手な行動を取るな。分かったな？　……お前のことが大切だから言っているんだ、俺の頼みを聞いてくれ」

「はい……」

　ずるい言い方に逆らうこともできず、アリシアは殊しゆ勝しように首を縦に振った。








　第三章　彼の妹







　優ゆう雅がな旋せん律りつが会場いっぱいに響ひびき渡る。メイド姿のゼオルディスと、真っ赤なドレスのミューゼが、主しゆ催さい者しやとして先頭切って広間の中央でダンスを始めた。

　ふざけた格好の割に、ゼオルディスはダンスがうまい。あまり運動が得意そうではないミューゼ相手にもかかわらず、巧たくみにリードして踊る様には華はながあった。

「……優秀ではあるんだよな、あのクソ王子。その気になれば立派な王子にも王にもなれるだろうに……」

　カシュヴァーンが毒づく横で、アリシアは浮かない顔をしている。

「大丈夫ですかしら、アーシェル様……」

　王子と婚こん約やく者しやに続き、次々と仮か装そうした男女が踊り出す様はまさに「怪かい奇き」の主題に相応ふさわしく、普段ならきゃあきゃあ言っていたことだろう。それがこんな風に気落ちしているのはつい先ほど、聖女アーシェルが体調を崩くずしたとのことで退出していったと聞かされたからだ。

　挨あい拶さつの順番待ちをしていた貴族たちは大おお袈げ裟さに嘆なげいたものだが、幸さいわいと言うべきか、この舞ぶ踏とう会かいは三日間続く。最悪あさってまでに体調が戻られればいい、いっそのこと王宮に住まわれてはどうかなどという声を聞きながら、カシュヴァーンも苦い顔をしていた。

「どう見ても、ご本人が望んでこちらにいらっしゃったようではなかったからな。王子と軟なん派ぱ聖職者に無理やり、といったところか」

「ええ……」

　ルアークが何か摑つかんでくれればいいのだけれど、とアリシアは人波に紛まぎれて姿を消した死神のことを心に描く。

　アーシェルやナディールがいるということは、ギゼや『先生』もいるかもしれないのだ。無茶はしないでほしいが、気になることも多すぎるので、情報が欲しいとも思ってしまう。

「……そんな顔をするなアリシア。仮装舞踏会に来たかったのだろう？　いつものように、笑っていてくれないか」

　沈しずんだ表情を見かねたようにカシュヴァーンがそんなことを言うので、アリシアも気分を変えようと努つとめる。

「ええ、そうですわね。せっかくの催もよおしですもの……」

　今の自分にできることは、笑顔を作って夫を安心させてあげること。そう心得て、ぎこちないながらも笑い返すと、カシュヴァーンは優しく頭を撫なでてくれた。

「アリシア、カシュヴァーンと一曲踊ってきてはどうかね」

　そんな二人に提案したのはグラネウスである。カシュヴァーンは少し迷うような素そ振ぶりを見せたが、

「心配しなくても、私とレイデン伯はく爵しやくにはリーランス男だん爵しやくがついてくれている。それに、今夜の主催者の出し物はまだ続きそうだ。ゼオの性格からして、暗殺を決行するならすべての出し物を終えた後ではないかね？」

　ジェダを眼で指しながらの物ぶつ騒そうな物言いに、カシュヴァーンはため息をついた。

「……そうかもしれませんね、この席で死人が出れば主催者の責せきを問われるでしょうし……分かりました」

　そう言ったカシュヴァーンが、やにわに手を握にぎってきたのでアリシアは眼をぱちぱちさせた。

「俺と踊っていただけますか、姫君」

　それは、アリシアの実家にていつかカシュヴァーンが口にした誘さそい。しかしその口元に浮かぶ笑みはあの時のどこか切なげなものではなく、ただただ蕩とろけそうに甘い。

「──は、はい、もちろん……！」

　急上昇した「おなかが痛い」にのぼせそうになりながら、アリシアはこくこくうなずいた。

「あの……でも、ガーゼット侯こう爵しやく様さまは？」

　気づけばティルナードとジェダは、またやって来た花嫁の押し売りに防戦一方。だがグラネウスの側には、もう誰も近づいてこようとはしなかった。

「私がダンスをしたい女性はこの世にはいない。そう説明したら、みな私の噂うわさを思い出したようだ」

「悪あく食じき大たい公こう」とも「人ひと食くい大公」とも呼ばれるグラネウス。その名の由来は、政略結婚で得た年若い妻を、己おのれの悪食の餌え食じきにしてしまったとの噂にある。

　実際は自身の愛人に殺された妻のことを、グラネウスはずっと庇かばい続けている。噂のために今もなお、恐怖と嫌けん悪おの入り交まじった視線を向けられていても。

「とはいえ、カシュヴァーンに許可をもらえるなら、いつか君とは踊ってみたいがね……さあ、行きなさい。ちょうど新しい曲が始まる」

　黙もく礼れいしたカシュヴァーンに手を引かれ、アリシアも一礼してからダンスの輪に加わった。







　昔ながらのゆったりとした音楽に合わせ、アリシアは心の赴おもむくままにステップを踏ふむ。

　決して運動神経がいいとは言えないアリシアだが、これで一応名家の子女。花嫁市場でいい買い手を見つけるべく、ダンスを叩たたき込まれた記憶もあり、覚えているステップは古いもののこの曲なら問題ない。

「地方伯が多いせいかしら？　とっても正統派の舞踏会……うふふ、でもそこに『怪奇』という主題を持ってくるのが、うふふふふ」

　満面の笑みを浮かべるアリシアを眼に留とめた人々が、信じられない、という顔をしてさり気なく距きよ離りを取る。不ぶ気き味みな笑顔はもちろん、カシュヴァーンが男避よけに付けさせた黒い翼つばさが効きいているのだ。

　そのカシュヴァーンのダンスは、周りとぶつからないようにするのが精せい一いつ杯ぱいというような、かなり危なっかしい有様だった。

「う……、くそ、剣や馬なら得意なんだが……」

　リードを取ろうとがんばってはいるが、夫が基本的にこの手のことに疎うといことをアリシアも知っている。

　以前二人きりで踊った時だって、ダンスというより寄り添そって体を揺ゆらす程度のものだったのだ。周囲と間合いを取りながらの舞踏会のダンスにはこつがあり、こればかりは幼おさない頃から習って慣なれていくしかない。

「やはり練習が足りないな……トレイスの奴やつ、女役は嫌いやだと言ってあまり相手をしてくれなかったからだ……」

　幼おさな馴な染じみのせいにして愚ぐ痴ちるカシュヴァーンをアリシアは慰なぐさめた。

「お気になさらないで、カシュヴァーン様。代官を処刑したり、家に火をつけたり、いつもお忙しいのですもの。ダンスに割さく時間がないのは仕方がないですわ」

　ぎりぎりのところでアリシアたちとすれ違ったひと組がぎょっとしているが、カシュヴァーンは他のことに気を取られている。

「……ちょっと、あっちに行こう」

「あら、どうかなさいましたの？」

　言われるままに移動したアリシアの視界の端をかすめる、艶つややかな金の髪。

　薄暗がりの中にも太陽のごとく輝く、豪ごう奢しやな金髪を揺らして踊るジスカルドの姿が見えた。

　お相手はエルティーナではなく、どこぞの名家の婦人といったところだが、潤うるんだその瞳ひとみはジスカルドに釘づけになっている。時折ジスカルドが何かささやくたび、彼女はあたりに飛び交かう嫉しつ妬との火花を十分に意識した調子ですぐに言葉を返していた。

　情報収集のためにこんなことをしているのだろうが、それにしてもジスカルドのダンスは見事なものだ。彼の優雅さにはゼオルディスもカシュヴァーンもとても勝てないだろう。

「……オーデル侯爵のようにはいかず、すまない。今度こそちゃんと踊れるように、と思っていたんだがな……」

　どうやらカシュヴァーンは、ジスカルドに引け目を感じて移動を目もく論ろんだらしい。実際アリシアも、確かにジスカルドのほうがダンスはうまいと思う。だけど。

「ジスカルド様は、確かにダンスがお上手ですけど……」

　夫の二の腕に触れた指に力がこもることを感じながら、アリシアは「おなかが痛い」をこらえて言った。

「私は……、カシュヴァーン様と踊るほうが、とっても……とっても、楽しいですから……」

　言ううちに恥ずかしくなってきて、うつむいてしまったアリシアに、思いがけない言葉が降ふってきた。

「オーデル侯爵」

「……え？」

　驚いて顔を上げれば、あらぬ方向に眼を向けたカシュヴァーンの薄赤くなった頰ほおが見えた。

「あいつのことは、オーデル侯爵と呼べ。名前で呼ぶな。……俺も嫉妬している」

「……す、素直に、おっしゃって下さって、嬉うれしいですわ……」

　まともにステップが踏めないほどに鼓こ動どうが高まり、アリシアは蚊かの鳴くような声しか出せなかった。なのに、カシュヴァーンはさらに恥ずかしいことを言い出す。

「……素直ついでに、俺の格好はどうだ？　アリシア」

　また予想外のことを言われ、きょとんとしていると、カシュヴァーンは開き直ったように尋たずねてきた。

「さっきオーデル侯爵を褒ほめていたが……お前、こういう服装が好きなんだろう？　……どうだ？　かっこよく見えるか？　一度も言ってくれないから、ずっと気になっていたんだが……」

　面と向かって「かっこいいか」と聞かれ、アリシアはついにダンスを放ほう棄きしてカシュヴァーンの胸に顔を埋うずめてしまった。

　そんなこと、聞かないでほしい。分かっているくせに。照れ隠かくしにか、少し怒ったように見える表情を直視できないぐらい、薄っぺらなこの胸を揺らすことができるのは彼だけなのに。

「カ、カシュヴァーン様は……」

「聞こえない」

　アリシアの腰に手を回し、ダンスをしているふりをしながら、カシュヴァーンは片手でくいと妻のあごを持ち上げてしまう。

　答えを促うながすように親指の腹で下した唇くちびるをなぞられるとたまらない。切なげに眉まゆ根ねを寄せたまま、アリシアは素直な気持ちを告つげた。

「きゅ、吸きゆう血けつ鬼きの格好、お似合いですわ……とっても、かっこいい、です……でも、いつも、かっこいいです……」

「……そうか。ありがとう」

　自分で言わせておいて照れている顔が、薄暗い中にもまぶしい。だからつい、アリシアは口を滑すべらせた。

「ですけど、カシュヴァーン様は何も着ていないほうが……いえっ、なんでもありません!!」

　大だい胆たんな発言に、カシュヴァーンはしばし絶句した。

　そして、あごを捕とらえていた手で真っ赤になったアリシアの頰を包む。

「……この間から、妙みようにそういう話をすると思ったら……まあ、あれだ。お前も続きを期待してくれていると……そう思っていい訳だな？」

　艶っぽい声でささやくと、カシュヴァーンも人目もはばからずにこう言い出した。

「アリシア。俺も、お前は何も着ていないほうが」

「……カシュヴァーンおにいちゃん、アリシア、今日の題目は『怪奇』だからね？　『露ろ出しゆつ』でも『全ぜん裸ら』でもないからね？」

　全部言い終わる前に横合いから突っ込まれ、カシュヴァーンが眼を剝むく。

「……ル、シアナ！　お前、いつの間に」

「うふふ、レイデン伯爵がお困りの様子でしたので、お誘いしましたの」

　女言葉で艶やかな笑みを浮かべるのは、ティルナードの腕に抱かれて踊るルアークだった。情報収集が一段落して戻ってきたついでに、ティルナードの窮きゆう地ちを救ったらしい。

「……正直複雑だけど、助かったよ……」

　アリシア同様ダンスはきっちり仕込まれているらしく、ティルナードのステップは正確だ。セイグラムの教えの成果だろうが、顔色は悪い。

「フェイトリンでの舞踏会でもちらほら縁えん談だんはあったけど、今夜はその比じゃない……僕が成年を迎むかえるせいでもあるんだろうけど……」

「舞踏会にかかわらず、方々から縁談はあったのでしょう？　レイデン伯爵。後こう見けん人にん閣かつ下かがお断りしていたのでしょうけど」

　ルアークの指摘は図星だったらしく、ティルナードは「みんな爵位目当てさ」とぼやいた。

「レイデン伯爵様も、本当はノーラと踊りたいのですよね……？」

　この会場に入ることさえできないノーラが心配になってきてアリシアが聞くと、ティルナードは勢い込んで答えた。

「もちろんですよ！　……でも、この調子だと、いつまで逃げ回っていられるか……ああ、まずい、曲が終わる…!!」

　余よ韻いんを残しながら曲が消えていく。曲が変われば普通は相手を変える。

　舞踏会は貴族の見合い場所であり、できるだけ多くの相手とダンスを踊ることが目的である。未婚女性は同じ男性と連続して踊る回数を制限さえされるものだが、今夜のティルナードにも同等の無言の圧力がかかっていた。

「心に決めた方とはあの銀髪の？」

「やはりアズベルグ地方から花嫁を娶めとるおつもりなのか……」

「しかし男爵家風ふ情ぜい、おまけに聞いたこともない名だ。どうせどこかの新しん興こう貴族だろう？　レイデン家とは釣つり合いが……」

「ルシアナ」を品定めする声がひそひそと、おそらくは意い図と的てきにこちらに流れてくる。ルアーク自身はどこ吹く風だが、ティルナードは居い心地ごこちが悪そうに首を竦すくめた。

「……次はアリシアと踊るか？　ティル。俺はルシアナと踊るから」

　いかにも渋しぶ々しぶ、という感じでカシュヴァーンが提案すると、ティルナードは気丈に首を振る。

「い、いや、大丈夫……自分で断る」

　あまり大丈夫そうではなかったが、そうこうしているうちに本当に曲が終わった。カシュヴァーンはアリシアの、ティルナードはルアークの手を取り、何やら熱心に話し込んでいるグラネウスとジェダのところへ戻った。







「おお、お帰り。いや、リーランス男爵はなかなか面おも白しろい発想をお持ちだ。おまけに『どろどろどろどろ』を読んでいるとは！　実に趣味がよろしい」

　グラネウスはなぜかジェダが気に入ったらしく、満面の笑みを浮かべて四人を出迎えた。

「い、いえ、そんな……ただ俺は、人体の急所についてお話ししただけで……」

　褒められて、ジェダは気恥ずかしそうにもじもじしているが、茶色い布をかぶった物体がもじもじしている様を周囲は気味悪そうに眺ながめている。

「まあ、ジェダ、あの本を薦すすめておいてよかったわ！　じゃあ今度は『雨あめ悪あく』と『七なな練れん』と『練れん八ぱち』を……」

　調子に乗ってアリシアが別の本を薦めようとしていると、カシュヴァーンがいきなり肩かたを抱いてきた。

「えっ？　あ、あら、ごめんなさい、リーランス男爵様とお呼びしたほうがよろし……」

　またカシュヴァーンが嫉妬しているのかと思って先走ったアリシアの隣に、いつの間にかルアークが立つ。女性の紹しよう介かいを懸命に断っていたティルナードも顔を強こわ張ばらせた。

　ゼオルディスがイーダルを連れてやって来たのだ。







「やあカーシュ、アリシア、ティルにグラネウスおじさま!!　銀髪未み亡ぼう人じんに茶色い塊かたまりまで、万ばん難なんを排してお集まりいただき、俺は誠まことに幸せ者です!!」

　顔の傷のせいで何もしていなくても笑っているように見えるゼオルディスだが、今の彼は心の底から嬉うれしそうな笑顔だ。その分メイド姿なのが不気味である。

「あっ、お久しぶりですわ、……王子殿でん下か!!」

「ゼオ」の愛称呼びを許されているアリシアだが、カシュヴァーンは彼との接触を禁じている。本当は聞きたいことがたくさんあったが、アリシアはそれだけ言って黙った。

「……どうも、喜んでいただけて光栄です、殿下」

　露ろ骨こつに嬉しくなさそうな顔をして、カシュヴァーンもひと言だけ挨拶をした。その眼がゼオルディスだけでなく、彼の斜ななめ後ろに無表情に控ひかえた宰さい相しようイーダルをちらりとかすめると、イーダルもゆっくりと口を開いた。

「久しぶりだな、ライセン、アリシア様。レイデン伯爵もお久しぶりです」

〈翼の祈いのり〉の敬けい虔けんな信者を自認し、王家の威い信しんを取り戻したいと願ってやまないイーダルである。カシュヴァーンのことは呼び捨てにしても、アリシアやティルナードには会え釈しやくまでしてみせた。そして、

「──お久しぶりでございます、ガーゼット侯爵閣下」

「……ああ、実に久しいな、イーダル。お互い生きている間に会えてよかった」

　かつてランドレイと次代の王の座を争ったこともあるグラネウスと、王家の血筋を守ることに身しん命めいを賭としたイーダルとの間には暗くて深い溝みぞがある。短いやり取りだったが、言外に様々な思いがこめられているようにアリシアには聞こえた。

　一瞬言葉が途切れたところに、カシュヴァーンがずばりと切り込む。

「ところで聖女アーシェル様は、大丈夫なのですか？　体調を崩されたとのことですが。しかし、まさか王宮に聖女をお招まねきになるとは、驚きましたよ」

「はは、それについてはお前たちにも礼を言わないとな？　残念ながら遠いところから来ていただいたので、少々具合を悪くされたようだ」

　答えるゼオルディスも平然としたものだ。

「だが俺も、体の弱い女性ならミューゼで慣れている。実はミューゼもまた体調を崩したので、さっき休ませたところだ」

　言われてみれば、ミューゼの姿はどこにも見えない。いつもゼオルディスと一緒のフロリアンも、妹の側にいるのかやはり見当たらない。

「佳か人じんとは体が弱いものらしい。もっともアリシアは、いつも元気そうでそこがいいんだけどな？」

　さり気なくひどいことを言われているアリシアだが、「ええ、体が丈夫だとお医者様も薬もいりませんし」と返したいのをこらえて微笑ほほえむに留とどめる。

　躾しつけの行き届いた反応に、ゼオルディスはにやっと笑って標的を変えた。

「しかし、ティルは女性に大人気だな!!　友達として鼻が高い」

　それまでずっと、ぎゅっと拳こぶしを握り締めて黙っていたティルナードが震えながら口を開く。

「……あっ、い、いや……あ、お、お久しぶりです、殿下……」

「はは、なんだ今さら。敬語なんか水みず臭くさいぞ、友達だろう？　昔あんなに遊んだ仲じゃないか」

　挨拶の途中からそんな風にからかわれ、うつむきかけたティルナードは、必死に顔を上げてしゃべる。

「……人気なんか、ない。みな、僕の地位に引かれているだけのことだ。それに僕には……心に、決めた相手が」

「そうだな、なんと言ってもお前は高名な地方伯、レイデン伯爵家の跡あと取とりだ。並の家の女では相手にならないだろう」

　主催者にはっきり意志を告げてしまえば断る口実にもなろうと、ティルナードはがんばったが、ゼオルディスは恣し意い的てきに話の方向を変えた。軽くあごをしゃくり、おもむろに呼ぶ。

「マーベリック」

　紹介を待っていたようにさっとやって来たのは、黒い長ちよう衣いに怪あやしい薬草の束たばと何かの干ひ物ものをぶら下げたひとりの若者だった。「呪じゆ術じゆつ師し」が題材と思われる。

　アリシアは危うく歓かん喜きの声を上げそうになったが、自主的に口元をふさいで踏みとどまる。

「紹介しよう、こいつはマーベリック・クリストン。クリストン子爵家の嫡ちやく男なんで、ティル同様俺の昔からの友達だ」

「初めまして、皆様」

　真ま面じ目めそうな金髪の青年は控えめな挨拶をした。少しトレイスにも似た雰ふん囲い気きの彼の名に、アリシアはつい反応してしまった。

「クリストン？　あら、ではこの方も地方伯でいらっしゃるのですね……」

　クリストン地方といえば、シルディーン王国の南東に位置する地域だ。ただフェイトリン家同様かつての領主家だったクリストン家は没落しており、新興貴族による分ぶん割かつ統とう治ちが行われているはず。

　肩を抱くカシュヴァーンの指に力がこもり、アリシアは失敗を悟さとったが、ゼオルディスの標的は今は彼女ではない。

「そうだよアリシア。ああ、マーベリックについては、セイグラムに聞くのが一番早いだろう。なあマーベリック？」

「……そうでしょうね」

　セイグラムの名を聞いてマーベリックの表情が陰かげり、ティルナードがいぶかしげな顔になる。なぜあいつの名前を、と不思議そうな彼の疑問に答えるべく、マーベリックが改めて自己紹介を始めた。

「レイデン伯爵、初めてお目にかかります。私はマーベリック・クリストンと申しまして、恐れ多くも王子殿下には親しくしていただいております。……実は私の家にも昔、王子殿下が滞たい在ざいしていらしたことがあったのです」

　顔色をうかがうようにゼオルディスに視線を走らせるマーベリックの表情には、かすかな怯おびえがある。

「あ、それは……その、つまりあなたも、ゼオの遊び相手だったと……？」

　暗殺を警けい戒かいし、どこかの身分の高い家の子弟、という触れ込みで各地を転々としていたというゼオルディス。両親の死後、後見人の間をたらい回しにされていた時にティルナードは彼と出会い、手ひどくいじめられたのだが、このマーベリックも同じ目に遭あわされたのか。

　同情の色を浮かべたティルナードに、マーベリックも同情の瞳を向けた。

「……そして、セイグラムという男が、私の教育係として働いていたこともありました」

　主あるじに相応しい人間を探し、各地の名家を転々としていたセイグラム。

　自分にも他人にも厳きびしい彼が、ティルナードを見み出いだすまでに数多くの名家の子弟の自じ尊そん心しんを踏みにじってきたことは周知の事実だ。

「……そういえば、以前オーデル侯爵からあなたの名を聞いたような……」

　呆ぼう然ぜんとしているティルナードをよそに、ゼオルディスはマーベリックに眼で合あい図ずをした。マーベリックはひとつうなずき、数歩下がって新たな名前を呼ぶ。

「コゼット様、こちらに。……こちらです、足下にお気をつけて」

　マーベリックに手を引かれてやって来たのは、巨大な白い仮面で顔をすっぽり覆おおった少女だった。薄い薔ば薇ら色いろのドレスが可愛かわいらしい分、装飾のない無個性な仮面との落差が激しい。

　高く結ゆい上げた濃こい茶色の髪や、小柄な割に胸があるので女性だと分かるが、顔立ちは完全に仮面で隠れてしまっている。眼の部分の覗のぞき穴さえないので、これではアリシア以上に何も見えないだろう。

「あら、すてきな仮面！」

「ほう、あえて装そう飾しよく性せいを排し、そして視界さえも排したのかね。なんと斬ざん新しんな」

　アリシアとグラネウスに口々に褒められているのが聞こえているのかいないのか、当人はマーベリックの腕うでに摑まっているだけで何も言わない。よく見ると彼女はがたがたと震ふるえていた。

「……コゼット様？　失礼ですが、クリストン家のご令れい嬢じようではないようですね。どちらの家の方ですか？」

　マーベリックの様子から彼の妹などではない、と判断したカシュヴァーンに、ゼオルディスが笑う。明るく、快活に。

「紹介しよう、彼女はコゼット・スタンバール。長く修道院に預けられていたが、このたび家に戻ることになったイーダルの娘だ。そして今度は、ティルの婚約者になる」

「──は？」

　カシュヴァーンとティルナードの反応が揃そろうことは珍めずらしい。アリシアもぽかんとしていると、ゼオルディスはさらに説明した。

「お前の前後見人であるユーランが、イーダルの息むす子こだということは知っているか？　コゼットはユーランとは腹違いだが、あいつの妹に当たる」

　言われて、ティルナードは面おも影かげを探すようにコゼットを見たが、仮面に覆われた彼女の顔を見ても無む駄だだ。それでも無む為いな行動に走ってしまう心情を十分理解した調子で、ゼオルディスはこう締めくくった。

「スタンバール家と縁えん故こを結べるのはお前にもカーシュにもいい話だろう？　ティル。ぜひコゼットと結婚してほしい」

「……なっ、なっ……!?」

　ようやくティルナードが言葉を発したが、その声は完全に裏返っていた。

「まっ、ちょ、ユーラン、妹、ス、スタンバールの令嬢……!?　婚約、結婚、僕と……!?」

　驚いているのは、さり気なく側に留まりこちらの話を聞いていた招しよう待たい客きやくたちもだ。娘を紹介しようと躍やつ起きになっていた親たちは、王子が持ってきた縁談にはとても敵かなわぬと見たか、落らく胆たんを隠せないでいる。

「ゼオ、イーダル、これはどういうことかね？」

　二人と対等に話せるグラネウスが代表して問いただすと、ゼオルディスはしれっと答えた。

「俺はただ、いずれ王位を継ぐ者として国内を平定し、みなが幸せに暮くらせる平和な国を作りたいだけですよ。なあカーシュ？　巷ちまたではアズベルグ地方を指して、『ライセン公国』なんて呼んでいるらしいが、それはカーシュの本意ではないんだろう？」

「……そういう噂が流れているのは、知っていますがね。一応申し上げておきますが、俺には王になりたいなどという野心はありません」

　あまり堂々と口にされたい話題ではないらしく、カシュヴァーンの口く調ちようは苦い。先ほど挨拶に来た男が漏もらした言葉の意味が分かり、アリシアも不安を覚えた。

　フェイトリン家の令嬢を金で買い、レイデン家の嫡ちやく男なんの後見人となり、古い領主家であるアズベルグ家にも領りよう主しゆとして認められた「アズベルグの暴君」。カシュヴァーン自身に大それた野心がなくても、下げ克こく上じようの気運に怯える旧勢力から見れば……いや新興貴族から見ても、カシュヴァーンが脅きよう威いとして映うつるのは仕方があるまい。

　そのため〈翼の祈り〉とも何度もやり合ってきたが、そのたびに味方を増やし乗りきってきた。しかし人々の中で恐怖は育ち、ついには独立小国の王と揶や揄ゆされるまでになったのだろう。

「だよな、俺もそれは分かっている。しかし行動に基もとづいた噂というものは、同じく行動に基づいた噂によらないと消せないものさ」

　内心はどうあれ、お前の行動を見る限り王になりたがっているようにしか思えないのだと。そう暗に告げてから、ゼオルディスはにっこり笑う。

「俺はみなを幸せにする、強い王になるつもりだ。父様や母様やイーダルが望むとおりのな。だからカーシュやティルには、友達として俺に協力してほしい。お前たちだって、この国がいつまでもこのままでいいとは思っていないだろう？」

　白しら々じらしい口調で大義名分を語ったゼオルディスの眼が、アリシアの腹に向けられた。

「そのためには、婚こん姻いんという手段で両家が繫つながるのが手っ取り早い。俺たちに子供でもいれば、結婚させるところなんだがなあ……まあ、その日も遠くないかもしれないが」

　妊にん娠しんの兆ちよう候こうを探さぐるようなしぐさに、カシュヴァーンの眼がきつくなる。今にもアリシアの手を引いて背中に隠しそうになったが、その前にゼオルディスはティルナードへ歪ゆがんだ笑顔を向けた。

「安心しろティル。コゼットはいい子だし、俺もイーダルも強制するつもりはない。ただ、コゼットと結婚したほうが明るい未来が待っているだろうと、友達として忠告するだけだ」

　明らかな脅おどし文句をささやくと、ゼオルディスはコゼットを軽くティルナードへと押しやった。視界がきかないため触れられることに気づかなかったのだろう、コゼットが小さな悲ひ鳴めいを上げる。

「さあ、また新しい曲が始まるぞ。まずは一曲ダンスでも、な？」

「うぁ、あ……や、そのっ」

　おたおたしながらティルナードがカシュヴァーンを見上げる。だが後見人の反応は、妙に冷たかった。

「──どうするんだ？　ティル」

　てっきりカシュヴァーンが何か言ってくれるもの、と思っていたアリシアは、夫の冷ややかな対応に眼をぱちぱちさせてしまった。

「そん、……むぐ」

　間かん髪はついれず大きな手に唇くちびるを押さえられる。続けて黙っていろ、との視線を送られて、アリシアはそのとおりにするしかない。

「う、ぅ……ゼ、ゼオ!!」

　カシュヴァーンの素そっ気けない態度に追い詰められたティルナードは、ぎゅっと拳を握ってゼオルディスを見み据すえた。

「ぼ、僕には心に決めた女性がいるんだ!!　お前も会ったことがあるだろう？　ノーラと言って、赤毛ですごく美人で」

「巨乳の、でもメイドだろう？」

　あっさりと、ゼオルディスはティルナードの決死の告白をへし折った。

「だから、俺は強制しているのではないと言っているじゃないか。検討することもできない、では、俺とイーダルとコゼットがかわいそうだと思わないか？」

　ゼオルディスがそんな風にうそぶくと、イーダルも静かにティルナードに頭を下げた。

「レイデン伯爵、私からもお願いしたい。そうでなければ、娘をわざわざ修道院から呼び戻した意味がなくなってしまう」

　いたって淡たん々たんとした言い方にはなんの感かん慨がいも感じられないが、その眼光には相手を刺し貫つらぬくような効果がある。

「無論、ユーランがあなたにご迷めい惑わくをおかけしたことは承しよう知ちしております。あやつの妹などとはかかわりたくない、とおっしゃるなら仕方がないが、むしろこれは私なりの罪つみ滅ほろぼしだと思っていただきたい」

　厳いかめしい表情を崩くずさず、イーダルは淡々と退路を断たつ。王子と宰相に詰め寄られ、後見人にも突き放された上、いまだユーランへ想いを残しているティルナードに選択の余地はなかった。

「わ、分かりました……では、一曲だけ……」

　おそるおそるコゼットの手を取り、ティルナードはダンスの輪に加わっていく。

「心配か？　アリシア」

　何も言えず、ただ二人の姿を眼で追うしかないアリシアにゼオルディスが声をかけた。

「……ええ……」

「なら、二人を追いかけていこう。俺と踊っていただけますね？　姫君」

　ちゃっかりそんな台詞せりふを吐はき、ゼオルディスがアリシアの手を取ろうとする。カシュヴァーンが眉をひそめ、ルアークが代わって名乗りを上げようとしたところに、意外な助けが入った。

「王子。それより先に、着替えて下さる約束です」

　鋭するどい声を発したのは、イーダルだった。

「なんだよイーダル。いいじゃないか、もう一曲ぐらい」

「いけません。次代の王たる御お方かたが、これ以上人心を乱す格好をなさらないで下さい。そもそも私はそのお衣い装しようを許可した覚えはありません」

　イーダルはゼオルディスの格好が相当お気に召めさない様子だ。頑がんとして譲ゆずらない態度に、ゼオルディスは盛せい大だいにため息をついた。

「許可、ね……いつまでも子供扱いだな。分かったよ。じゃあ後でな、アリシア……おっと？」

　立ち去りかけたゼオルディスの足を止めたのは、何人かの悲鳴だった。カシュヴァーンもはっと振り向き、眼前の光景に顔色を変える。

「ティル、どうした!!」

　アリシアも彼らの視線の先、会場中央部に眼を向けてびっくりしてしまった。

「まあ、レイデン伯爵様もコゼット様も、どうされたの!?」

　先ほどダンスを始めたばかりのティルナードが、ぐったりしたコゼットを抱いて狼ろう狽ばいしているのだ。彼女の足下には例の白い仮面と、結い上げた長い髪のかつらが転ころがっていた。







「婚約者としての最初の仕事だな」

　ふざけた言葉を残し、ゼオルディスは着替えのために退出していった。ティルナードもコゼットをそのままにしてはおけず、駆かけつけたマーベリックに手伝ってもらいながら、気絶している彼女を抱かかえて控えの間へと運んでいく。

「よかった、この高そうな仮面は無事ね。かつらも」

　床ゆかに転がっていた仮面とかつらを胸に抱え、アリシアもルアークと一緒に控えの間に入った。グラネウスとジェダは舞踏会場に残り、アリシアたちがいなくなった後の情報収集に勤いそしんでいるはずだ。

　話を聞きつけたエルティーナが手を回してくれたので、控えの間には誰もいない。ここは「光の翼の間」のように灯あかりが制限されておらず、燭しよく台だいの火がまぶしく思えてアリシアは軽く眼をこすった。

「ティル、クリストン卿きよう、とにかくそこにスタンバールの令嬢を寝かせよう」

　同じくついて来ていたカシュヴァーンが、控えの間の真ん中に置かれた長なが椅い子すを指し示した。ティルナードとマーベリックが慎しん重ちようにコゼットを寝かせる様を、アリシアはルアークと一緒に横から覗き込む。

　仮面とかつらを失ったコゼットは、濃い茶の髪を肩のあたりで揃えた素そ朴ぼくな少女だった。年齢はアリシアとあまり変わらないだろうが、胸の大きさは完全にコゼットの勝ちだ。

「でも、この髪の長さからすると、おうちに戻ることをお決めになったのはかなり最近のことだったのね……？」

　長く美しい髪は貴婦人の命。その髪をこんな長さにしているのは、コゼットが修道院付属の寄宿学校の生徒などではなく、本当に一いつ介かいの修道女として過ごしていたことを意味していた。髪を長くしているアーシェルやパーシアといった聖女たちは特別なのだ。

　男性の修道士も髪を切るはずなのだが、亡きユーランやナディール、レオニアなどは長髪だった。捨てたはずの名字で区別される、といういつかのレオニアの言葉から考えると、名家の血を引く者にはある程度の特権が許されているのかもしれない。

　しかしそう考えると、ユーラン同様スタンバール一族の出身であるコゼットが髪を切っていることと矛む盾じゆんする。

「コゼット様は趣味で髪を切っていらっしゃるのかしら……？」

　首をひねるアリシアの横で、ルアークもじっとコゼットの様子を観察している。

「それにしても、スタンバールの宰相閣下のご令嬢にしては、かなりお若いですね」

　ルアークがひとりごちるとおり、イーダルにこんな年頃の娘がいるとはアリシアも聞いたことがなかった。シルディーン王家とは違ってスタンバール一族が多産家系なのは知っているが、なにせイーダルは腰の曲がった老人である。

「そうね。もしかすると、コゼット様も宰相閣下も、お互いのことをご存じなかったのかしら……ところが偶然に宰相閣下がコゼット様を発見、そして惨さん劇げきの幕まくが上がる……!!」

　ひとりで興奮しているアリシアをよそに、ようやく一息ついたカシュヴァーンがじろりとティルナードを睨にらんだ。

「それにしても、一体何があったんだ？　お前、この方に何かしたんじゃないだろうな!?」

　外傷はないものの、眼を覚まさないコゼットの側で心配そうにしているマーベリックの様子をうかがいながらカシュヴァーンは詰きつ問もんした。マーベリックは彼女の執しつ事じのような存在であるらしい。

　コゼットに何事かあれば婚約どころではないとは分かっているらしく、ティルナードは泣きそうな顔をしている。

「ぼ、僕にも何がなんだか……！　あ、あの仮面のせいで、コゼット様は僕の足を踏むし周りにぶつかりまくるし……!!　とてもダンスなんてできないから、仮面を外はずしてくれと言っても拒きよ否ひされるし……!!」

　やむなく不安定なダンスを続けていたティルナードだったが、何度目かに誰かにぶつかった拍ひよう子しに、コゼットの顔を覆っていた仮面が転がり落ちた。はっと周囲を見回したコゼットは、悲鳴も上げずに失神し、かつらまで落としてしまったのだとか。

「倒れた時にどこかを打たれたのかもしれないけど、誓ちかって僕が何かした訳じゃない……!!　この方は何か持病でもお持ちなのですか、クリストン卿……!?」

　泣き出しそうなティルナードにマーベリックが答えかけたところで、控えの間に誰かが飛び込んできた。







「ティルナード様、強公爵閣下、一体どうされたのですか!?」

　ひとつに縛しばった黒髪をなびかせてやって来たのは、騒さわぎを聞きつけたらしきセイグラムだ。背後にトレイスとノーラもついている。

「!!　セイグラム……！」

　かつての教育係の登場に、マーベリックが硬こう直ちよくする。

　セイグラムも一瞬眼を見張った後、眼鏡めがねを直してから静かに一礼した。

「……これは、マーベリック様。お久しぶりです」

「……へえ、私のことを覚えていたんだな。お前のことだ、使えないと感じた主などすぐに記憶の彼方かなたかと思っていたが」

　なじるマーベリックの声は震えているが、受けるセイグラムは小こ憎にくらしいぐらい冷静だ。

「記憶力には自信がありますので」

「ああそうだろうな。お前は覚えが悪い覚えが悪いと、何百回も責せめてくれたものな!?」

　先ほどまでは地味な印象だったマーベリックだったが、感情を剝き出しにして叫さけぶ姿はある意味貴族の子弟らしい。瞳を細めたセイグラムが何か言おうとしたのを察し、先手を打って宣せん言げんする。

「も、もうお前なんか怖こわくないぞ！　レイデン伯爵、この際だから言っておきます。王子殿下は私に、この男に代わってあなたの執事になるようおっしゃっている!!」

「なんだと!?」

　ゼオルディスはコゼットだけでなく、マーベリックまで押しつけてこようというのかと、ティルナードは言葉を失った。さすがのセイグラムも眼を見張っている。

　ようやくセイグラムを動どう揺ようさせられたと分かり、マーベリックは勝ち誇ほこったような顔をして、

「いつまでもこんな男を側に置いていれば、絶対に後こう悔かいすることになります！　悪いことは言いません、あの王子殿下に逆らえばどうなるかは、あなたもよくご存じのはずだ!!」

　不ぶ躾しつけにもセイグラムを指差し、高らかに叫ぶマーベリックにティルナードはいきり立った。

「セ、セイグラムを馬ば鹿かにするなッ!!」

　敢かん然ぜんと立ち向かう姿勢を見せたティルナードだったが、その後が続かない。ゼオルディスのいやらしさは、ティルナードだってよく分かっているのだ。

「カシュヴァーン様……」

　緊きん迫ぱくしたやり取りをはらはらしながら見守っていたアリシアは、どうしたものかと夫を見上げた。

　しかしカシュヴァーンはちらりとセイグラムに視線を投げたきり、話に割り込もうとしない。セイグラムも同じようにカシュヴァーンを見はしたが、その口から出た言葉はひどく冷静だった。

「……ティルナード様、申し訳ありませんが、私にはいまひとつ状況が把は握あくできておりません。そちらの女性があなたの婚約者である、とまでは聞きましたが、どういうことですか」

「なんですってぇ!?」

　声を上うわずらせたのはノーラだ。驚きよう愕がくと悲ひ愴そう感かんがない交まぜになった表情を見て、アリシアははっと息を吞のみ、ティルナードは必死に弁解を始める。

「違うノーラ、聞いてくれ。僕はゼオに、お前という相手がいるとちゃんと言ったんだ……!!」

　そこからティルナードは、たどたどしいながらも状況をまとめて説明した。ノーラの顔はみるみる強張り、トレイスまで青ざめたが、セイグラムはまるで表情を動かさない。

「──なるほど、大体状況は分かりました」

　心のうちが読めない執事を、ティルナードは不安そうに見やる。ノーラは胸の前で手を握り合わせ、アリシアはそんなノーラの様子に息苦しさを覚えながら、セイグラムの言葉を待つ。

　だがその時、コゼットの目覚めの兆ちよう候こうに気づいたルアークが、「失礼、皆様、コゼット様がお目覚めになるようです」と知らせた。

　レイデン主従とノーラのことも気になるが、コゼットの無事の確認が先決だ。アリシアは彼女の顔を覗き込んだ。

「……ん、ここは……？　……」

「ここは控えの間ですわ、コゼット様。大丈夫、高そうな仮面とかつらはちゃんと無事です」

　拾ってきた物を掲かかげてアリシアが教えてやると、コゼットは髪と同じ濃い茶色の瞳をぼんやりと向けてきた。だがすぐに眼を閉じてしまおうとするので、カシュヴァーンが気を利かせる。

「ああ、火がまぶしいのですね。トレイス、その燭台を少し動かしてくれ」

　トレイスに指示を出しながら、カシュヴァーンもコゼットの顔を覗き込んだ。アリシア任まかせにしておくことに不安を感じての行為だったが、

「……はぅっ」

　次の瞬間、コゼットは再び気を失った。

「あら？　コゼット様？」

「お、おい、俺は何もしていないぞ？」

　先ほどのティルナードと同じく、慌あわてて無罪を主張するカシュヴァーンに、マーベリックが言いにくそうに説明した。

「その、言い忘れておりましたが、コゼット様はひどく恐がりでいらして……そちらの仮面も、『怪奇』が主題の仮装舞踏会に足を踏み入れたら、絶対にすぐ失神してしまうからと……」

　カシュヴァーンは何も言わず、そっとコゼットの側から離れて壁際に行った。トレイスが慰なぐさめの言葉を考えている横で、ルアークは吹き出すのを懸けん命めいにこらえている。

　なんとも言い難がたい空気が流れた中へ、今度はエルティーナがやって来た。ジスカルドはご婦人方から噂話を聞いている最中なのだろう、姿が見えない。

「失礼するわ。あら、その子が例のコゼットとかいう子？　まだ眼を覚まさないのね」

　ひとり壁際にいるカシュヴァーンを見て不思議そうにしながら、エルティーナは沈ちん黙もくに支配された室内を見回しため息をつく。

「……とりあえず、スタンバールの令嬢をいつまでもこんなところに寝かせておくのもかわいそうよ。私の部屋に準備をさせたから、彼女を運ばせるわ。アリシア、ノーラ、それに……ルシアナ？　あなたも来てくれる？」

　カシュヴァーンに目め配くばせし、エルティーナが言うとマーベリックが顔を強張らせた。

「オーデル侯爵夫人、私も……！」

「マーベリックと言ったわね？　あなたがコゼットの執事的立場にあることは、ゼオルディスに聞いたわ」

　きびきびとした口調で、エルティーナは話の主導権を握って放さない。

「でも、彼女は修道院を出たばかりで、男にほとんど免めん疫えきがないらしいじゃない。あなたとの付き合いも長くないようだし、いきなり違う環境に放り込まれてだいぶ弱っているみたい。こういう時は、女同士でゆっくりさせてあげるのが一番よ」

「しかし……!!」

　コゼットが心配なのか、ゼオルディスのことが怖いのか、セイグラムへの意地なのか。なおも取りすがるマーベリックを、エルティーナはすげなく突き放す。

「心配しなくても、舞踏会はまだ続くわ。私からゼオルディスには伝えておいてあげるから、あなたは下がりなさい。いいわね？」

　残念ながら役者が違う。元王女の威い厳げんに満ちた命令に、マーベリックはうなだれた。







　王宮二階、白や桃色の家具が愛らしいエルティーナの王女時代の部屋へやって来たアリシアたちは、寝台に寝かされたコゼットを囲んで情報交換をする。

「……なるほどね。本当にあれこれやってくれるわ、あの馬鹿弟……」

　アリシアとルアークから大体のことを聞き終えたエルティーナは憎々しげにうめいたが、ノーラはじっと黙り込んでいた。その顔は青ざめ、いつもの気丈さは微み塵じんも感じられない。

「あの、ノーラ、元気を出して。大丈夫よ、ノーラのほうが胸が大きい……」

　アリシアが慰めの言葉をかけた時、桃色の寝台の上でコゼットがうめき声を上げた。

「ううん……はっ、あっ、ここは……！」

　がばっと身を起こしたコゼットは、めまいを覚えてか軽く額に手を当てる。ノーラのほうを気にしつつ、アリシアはコゼットに教えてやった。

「ここは王女殿下のお部屋ですわ、コゼット様」

「元王女、ね。今でも私の部屋ではあるけど」

　乙女おとめ趣味全開の室内を見回し、肩を竦すくめるエルティーナだったが、コゼットはいきなり寝台の上で平へい伏ふくして謝罪を始めた。

「あ、あの、あの、申し訳ありません、レ、レイデン伯爵はどちらですか、私ったら出会って早々失礼なことをしてしまって、本当に本当に申し訳ありません……!!」

　ぶるぶる震えているコゼットに、エルティーナが苦笑した。

「レイデン伯爵はここにはいないわ、コゼット。いない人に謝っても仕方がないわよ？」

「で、でも、ああ、オーデル侯爵夫人ですよね……!?　ははは初めまして、コゼットと申します、申し訳ありません……!!　王子殿下にご招待いただいたのに、私ったら」

「いや、だから謝らなくていいのだけど……」

　あまりの怯えようにエルティーナは手を出しかねている。そこでアリシアが、横から口を出してみた。

「あの、コゼット様」

「はっ、はひぃっ、すいません!!」

　謝り癖ぐせがついているらしく、びくっと肩を震わせたコゼットに、アリシアは優しく言った。

「私にも謝っていただかなくてもよろしいわ、まだあなたには何もされていませんし。あの、私はアリシア・ライセンです」

「アリシア様……？　えっ、もしかして、あなたがあの死神姫……!!」

　途と端たんにコゼットの表情が引きつった。一瞬くらりと頭がかしいだのを見て、アリシアは慌てて彼女がつけていた仮面をかぶってみる。

「あっ、ごめんなさいコゼット様、これで大丈夫ですか？」

「あ、ああ……一瞬気が遠くなりました。いえ、でもよかったです、とても普通の方で……」

「死神姫」についての流言を思い出し、気絶しかけたコゼットだったが、平へい凡ぼんな少女にしか見えないアリシアに安心したようだ。アリシアも仮面を取って微笑み返し、

「ええ、残念ですけど、私には眼は二つしかありませんし、角つのも生はえていませんの」

「……アリシア様、それ以上おっしゃるとまたコゼット様が気を失われますよ？　コゼット様初めまして、わたくしはルシアナ・ニードリーと申します」

　らちが明かないと見たルアークが話に割り込んだ。コゼットはルアークの装しよう束ぞくにもびくっとしたが、ぎりぎりで許容できたらしく、「コ、コゼットです」と名乗り返した。

「大変失礼ですけど、わたくしたちはスタンバール家にあなたのような令嬢がいらっしゃることを存じ上げませんでした。お話しいただける範はん囲いで構いませんから、ここにいらした経いき緯さつを教えて下さいませんか？」

　誰もが聞きたがっていたことを、ルアークは真正面から口にした。アリシアもエルティーナも、少し離れて立っていたノーラも、息を吞んでコゼットの返答を待つ。

「あの、実は私も、自分がスタンバール家の娘だと知ったのは本当に最近のことなのです……」

　案外すんなりと、コゼットは自らの境きよう遇ぐうを話し始めた。

「私はスタンバール地方の外れにある修道院で、ずっと暮らしておりました。幼い頃に預けられた孤こ児じだと聞かされておりまして、そのことになんの疑問も持っておりませんでしたが……な、なのに先日突然、クリストン卿がいらして……私がスタンバール家の娘だと……!!」

〈翼の祈り〉の聖職者はみな名字を捨て、俗ぞく世せとの関わりを絶たつ。そのためにコゼットも自分の出自を知らなかったのだろうが、青い顔をして語る彼女は高貴な生まれを喜んでいるようではなかった。

「……あまり嬉しくなさそうね？　修道院の暮らしは、決して楽ではなかったでしょう？　私も昔少しだけ預けられたことがあるけど、毎日逃げ出したくて仕方がなかったわよ？」

　修道院付きの寄宿学校での生活を思い出してか、うんざりしたようにエルティーナが聞くと、コゼットはふるふると首を振った。

「わ、私には他に行くところもありませんし、何かあればすぐ失神する私のような者は、外の世界では生きていけませんから……！　修道院のみんなは祝福してくれましたが、私、怖くて怖くて……!!　おまけに、レイデン家のご当主と結婚だなんて……!!」

　ノーラが短く息を吞み、アリシアは脳のう天てん気きな声を出した。

「コゼット様は、レイデン伯爵様とのご結婚がお嫌なの？　まあ、それならよかったわ！」

　コゼットのほうから断ってくれればいいと、単純にアリシアは喜んでいるが、コゼットは首を振り続ける。

「嫌といいますか、恐れ多いといいますか……！　ですが宰相閣下と王子殿下は、レイデン伯爵にうまく見み初そめられなければ追い出すと、元の修道院にも戻さないとおっしゃるのです……!!」

　せっかく迎えられた家からは追い出される。元いた修道院にも帰れない。

　この年まで修道院で育ったコゼットがいきなり世間に放り出されて、まともに生きていけるはずがない。

「修道院にも戻れなければ、私は死ぬしかありません……!!　ああ、どうにかしてレイデン伯爵に気に入っていただかなければ……!!　アリシア様、アリシア様の旦だん那な様さまがあの方の後見人でいらっしゃるのですよね!?　レイデン伯爵の好みをご存じありませんか!?　私のほうは命さえ取られなければ構いません。質しつ素そな生活には慣れておりますし、どれだけ愛人を作られても文句は言いません!!」

　この舞踏会に出るまでにも、父親とゼオルディスに散々脅されたのだろう。泣き出しそうなコゼットの勢いに押され、アリシアは思わず彼女の胸とノーラの胸を見比べてしまう。

「え、ええと、そうね……胸は大きいほうがいいかしら……？」

　そんなアリシアの背後で、ノーラは唇を嚙かんでうつむいている。コゼット同様ひどく青ざめたその顔を見やり、エルティーナは大きなため息をついた。

















「貧まずしい暮らしを送っていた平凡な娘が、実は名家の血を引いていました、ね……」

　珍しい紫の瞳が、部屋の隅すみにある本棚に向かう。そこには『夢の王子様』をはじめとした、エルティーナの大好きな甘い恋愛小説がたっぷり詰め込まれていた。

「私の好きなお話にもよくある展開だけど、その場合元からいる婚約者は大体悪役よね……」

　ひとりごちた言葉を聞き留めて、ノーラがびくりと肩を震わせた。と、そこへ、

「……失礼、お邪じや魔ましてもよろしいでしょうか」

　軽く扉とびらを叩く音の後に、聞こえてきたのはカシュヴァーンの声だった。視線でエルティーナに了りよう承しようを取ったルアークが立ち上がり、慎重に角度を調節しながら扉を開く。

「失礼、コゼット様は向こうを向いていて下さいますか？　ライセン強公爵閣下はこちらへ」

　またコゼットに失神されると困るので、ルアークはカシュヴァーンを見せないように気を遣つかっている。カシュヴァーンも同行していたトレイスも、言われたとおりに動いた。

「……あっ、ノーラ……」

　二人の後からそうっと室内に足を踏み入れたティルナードが、ノーラに気づいて声を震わせた。彼の後うしろにはセイグラムもいるが、こちらは別段反応を示さない。

「……」

　ノーラは何も答えない。ティルナードもそれ以上言わず、セイグラムと一緒に黙ってカシュヴァーンたちを追って進む。

「……はぅっ」

　だが、カシュヴァーンがルアークの指示に従い寝台の足下に立った瞬間、コゼットはぱたりと倒れた。

「あら、コゼット様？　まあ、コゼット様ったら、実は後ろに眼が!?」

　早とちりしてわくわくしているアリシアだったが、ルアークは室内を見回していつもの口調でぼやいた。

「……いけね、姿見があったのか」

　どうやらコゼットは、鏡かがみに映ったカシュヴァーンを見てしまったようである。

「……分かった。俺は今度から、鏡の位置も十分に考えて行動する……」

「カ、カシュヴァーン様、アリシア様は怖いものが大好きですから!!」

　暗い声で誓いを立てた主の気を引き立てようと、トレイスは必死だ。

　カシュヴァーンがちょっと傷ついているのはアリシアも分かる。だが怪奇小説好きとして、どうしても譲れない一線があった。

「ごめんなさい、カシュヴァーン様……でも、吸血鬼は鏡には映りませんのよ……？」

「分かった、今度から鏡に映らないように努力する……」

「カシュヴァーン様、自分を見失わないで下さい!!」

　ひとしきり下らない会話を交わした後、カシュヴァーンは大きく息を吐いた。

「……まあ、今からする話を考えれば、コゼット嬢には気絶していてもらったほうがいいな」

　多少強がっている風ではあったが、自力で立ち直ったカシュヴァーンは集めた情報を披ひ露ろうし始める。

「みなの話を総合した結果、結論としてやはり今回の舞踏会の主催者は王子だ。準備段階で王が気づき、勝手なことをするなと怒ったが開催を止めることができなかったので、招待状を出す段階で自分が主催だと横よこ槍やりを入れたらしい」

　そのために招待状が二通来た訳である。エルティーナは力ない笑みを浮かべた。

「お父様らしいわ。……その結果、またしても謁えつ見けんの間に引きこもりという訳ね」

「引きこもり？」

　醜しゆう態たいをさらして逃げていった国王のことを思い出しながらアリシアが聞くと、エルティーナは一瞬迷う素振りを見せながらも話してくれた。

「……どうやらお父様は、心の病やまいを発はつ症しようしているみたいでね。昔から臆おく病びような方ではあったんだけど、去年の暗殺未み遂すいの一件以来、おかしな声が聞こえるとか言って突然騒ぎ出すことが増えて……最近は世界で一番安全だと信じている場所で、ずっと暮らしていらっしゃるの」

「ああ、だから謁見の間に……」

　総鏡張りのシルディーン王家の謁見の間は、玉ぎよく座ざに座った状態で部屋中の状況をすべて摑むことができるという。暗殺を警戒した作りだが、ランドレイは今やそこに閉じこもって生活をしているらしい。

「王の交代は時間の問題、ですか」

　危険な話題をはっきり口にしたカシュヴァーンに応こたえ、エルティーナも遠えん慮りよのない口をきく。

「今夜のことが決定打、という見方が有力ね。一部の貴族たちは、もうゼオルディスを王として扱っているわ」

　ゼオルディスの名を聞いて、下を向いていたティルナードがびくんと身じろいだ。

「……レイデン伯爵様は、ノーラと結婚して下さいますよね？」

　生気のないティルナードの顔を覗き込むようにして、アリシアは尋ねた。

　しかし、期待した答えは返ってこなかった。それどころかティルナードは、アリシアの視線を避さけるような素振りさえ見せた。

「伯爵様……どうして答えて下さらないの？」

　ノーラを振り返りながらアリシアは問いを重ねたが、やはりティルナードは無言だ。

　代わって口を開いたのは、セイグラムと視線を交わしたカシュヴァーンだった。

「公おおやけの場でああも堂々と勧すすめられた相手だ。しかもスタンバール家の令嬢、断る理由を探すのもひと苦労だよな」

「実際これ以上ない縁えん組ぐみではあります。あちらはレイデン家を自分たちの勢力に引き込みたいのでしょうが、こちらが彼らを利用する立場にも立てる」

　眼鏡を押し上げ、淡々と語るセイグラムの言葉を聞いて、アリシアは眉根を寄せた。ノーラは意味もなくメイド服のエプロンをいじっている。

「……カシュヴァーン様、セイグラム……何を言っていらっしゃるの？」

　しんと静まり返った部屋の中、アリシアは懸命に声を絞り出すが、カシュヴァーンとセイグラムはまるで動じた様子もなく会話を続けている。

「そもそもあのクソ王子が、絶対にろくでもない王になると決まった訳じゃない」

「ろくでもない王になるならなおさら、スタンバール一族との縁組みが有利に働く可能性があります」

　こういう時に口添えしてくれそうなトレイスは押し黙ったままだ。ティルナードもうつむいたきり顔を上げない。エルティーナも王家の意向が絡からんでいるためか、意見を控えている様子だ。

　──カシュヴァーンとセイグラムは、ティルナードとコゼットの婚約を容認しようとしている。

　二人のあけすけな態度で、鈍どん感かんなアリシアにさえはっきりそうと分かった。

「……そうですわよね。私は、ただのメイドですもの」

　当事者であるノーラはなおさらだ。それまでひたすらに沈黙を保たもっていた彼女は、耐えかねたように感情を爆発させた。

「前からセイグラムは言っていましたものね。ティルナード様には、名家の令嬢が相応しいって……!!」

　エプロンを引き裂きそうなほど強く握り締め、ノーラはぶるぶると肩を震わせている。ティルナードは恋人にかける言葉を探すように唇を開いたものの、結局何ひとつ口にしなかった。

　このままではいけない。

　なんとかしなければ、という思いに駆られたアリシアは、今度はセイグラムに問いかけた。

「コ、コゼット様をレイデン家に受け入れるなら、クリストン卿も受け入れなければならなくなるわ。あの方がティルナード様の執事になるのよ、セイグラムはそれでいいの？」

「それが、ティルナード様の幸せに繫がるのでしたら」

　セイグラムの答えは早く、なんの迷いもなかった。出鼻を挫くじかれたアリシアだが、ここで引く訳にはいかない。

「……ノーラはレイデン伯爵様のことが好きで、レイデン伯爵様もノーラのことが好きなの」

　想いをこめて、きっぱりと断言する。

「結婚は難しい問題だから、好きなだけでできることではないって分かっているわ。だけど、政治的に有利で、なおかつお互いに好き合っていらっしゃるなら最高じゃない。……セイグラムには……好きな人はいないの？　お二人の気持ちが分からないの？」

「兄の妻になった女性のことが好きでした。今はティルナード様の幸せしか考えておりません」

　やはりセイグラムの答えは早かったが、予想外の内容にアリシア以下、室内のほぼ全員が眼を丸くした。

「……そういえばお前、前にそんなことを言っていたな……」

　唯ゆい一いつティルナードだけは反応が違ったが、彼はまたそれきり無言になった。ノーラは最も早はやエプロンをいじることすらせず、虚うつろな眼で磨みがかれた床を見つめている。

　このままではいけない。

　なんとかしなければ。

「──私、……ええと、お散歩に行ってきます!!」

「待てアリシア!!」

「どこ行く気？　アリシア」

　下へ手たな噓うそをたちまち看かん破ぱしたカシュヴァーンとルアークが、アリシアの両手首をそれぞれ摑んだ。

「王子のところに直じか談だん判ぱんに行く気だな？　そう来ると思ったが、絶対にだめだ。それこそあいつの思う壺つぼだ!!」

「でも……！」

　カシュヴァーンに頭ごなしに言われながらも抵てい抗こうするアリシアを、ルアークが反対側から諫いさめる。

「アリシア、気持ちは分かるけど、これは絶対に罠わなだよ。たとえ俺やおにいちゃんが一緒でも、今あの王子様には会わせられない。ましてやひとりで、なんて絶対だめ」

「でも……そうですわ、ノーラのことだけでなく、アーシェル様のこともありますし……!!」

　舞踏会の中央で、裏切られたような顔をして佇たたずんでいたアーシェル。体調を崩したとはどういうことか。彼女と王家の関係はどうなっているのか。

「でもじゃない！　ノーラのことも聖女のことも、お前が考えるべきことではない!!　いいか、勝手なことはするなと何度も言ったはずだ。お前は舞踏会を楽しんでいればいい!!」

　カシュヴァーンが居い丈たけ高だかに決めつけてくる。大声にティルナードやノーラが身を縮ちぢめたが、アリシアはどうしても素直にうなずけなかった。

　以前からアリシアは、夫との約束をたびたび破ってきた。だが約束すること自体を拒否したことはなかった。

　従順な妻には珍しい、聞き分けのない態度に舌打ちしかけたカシュヴァーンだったが、ならばと戦法を変えてきた。妙に優しく微笑むと、

「──どうしたんだ？　珍しいな、アリシア。お前がそんな風に、かたくなになるとは」

　出し抜けに伸びてきた大きな手が、小さな頭に乗せられる。髪の流れに沿そって優しく滑る指の心地よさに、思わず懐かい柔じゆうされそうになったアリシアだったが、どうにか踏みとどまった。

「私にも、どうしてかは分かりませんけど……でも……カシュヴァーン様、お願いです。このままは……嫌なんです」

　実際アリシア自身も驚いているのだ。どうしていつものようにうなずけないのだろう？

「嫌」だなんて「贅ぜい沢たく」を、なぜこの状況で口にしてしまったのだろう？

　頭を撫でられながらも意志を曲げない、曲げられない妻を見下ろす、カシュヴァーンの瞳が細くなる。

「いくらお前の頼みでも、できることとできないことがある。ノーラが気の毒だとは俺も思うが、ノーラの気持ちを第一には考えられない。大体コゼット嬢はどうする気だ？」

　断言されて、ノーラだけでなくティルナードも唇を嚙み締めた。カシュヴァーンもまた引く気がないことを悟ったアリシアは、やにわに頭の上の手を摑んだ。

「アリシア？」

　驚く夫の手を摑んだまま少し考えた後、アリシアはかすかに頰を染そめた。

「あの、カシュヴァーン様、ちょっと……この続きは、ふ、二人きりで。エルティーナ様、続き間を貸していただけませんか？」

「……なんだと？」

　急にそんなことを言われたカシュヴァーンは、にべもなく「だめだ」と断った。

「話ならここで聞くし、大体お前が今したい話の内容は分かっている。二人きりだろうがなんだろうが、だめなものはだめだ」

　ちらりとティルナードに視線を走らせて言うカシュヴァーンは、譲じよう歩ほしてくれそうにない。意を決したアリシアは、いまだ摑んだままのカシュヴァーンの手を口元に引き寄せ……先日彼にされたように、ちゅっ、と軽い音を立て、指先に口づけた。

「!?　お、おい……」

「アリシア様、何をなさいます!?」

　カシュヴァーン以上にトレイスが狼ろう狽ばいし、エルティーナもぎょっとした顔をしている。だがアリシアは夫の手の甲や手首への口づけを続けながら、意識的な上うわ目め遣づかいで訴うつたえた。

「ん……、カシュヴァーン様、お願いです……、カシュヴァーン様だって……お二人の幸せを、……んっ、望んでいらっしゃるのでしょう……？」

　確か「必殺！　おねだり編」にはこういう記き載さいが、といつかのエルティーナの書しよ簡かんを思い出しつつ、アリシアは片手で気持ち胸を寄せてみた。

　健けな気げな努力をしばしあ然として見つめていたカシュヴァーンの口の端はしに、意地悪な笑みが浮かんだ。

「これだけの人数を前にして色仕掛けか？　いいだろう……この間の雪せつ辱じよく戦せん、受けてやろう」

　先日の敗北をひそかに根に持っていたらしく、カシュヴァーンは低く笑ってその場に屈かがんだ。ほら、という風に目線で促され、後に引けなくなったアリシアは彼を引き寄せてまずは額に口づけた。

「子供扱いするなよ、ほら」

　挑ちよう発はつされ、次は頰にと思っていたアリシアは、順番を飛ばして唇へ口づけせざるをえなくなった。ティルナードは真っ赤になりながらも眼の前の光景に釘づけで、トレイスは壁に向かってぶつぶつと聖句をつぶやいている。

「ん……、お、お願い……、ん」

　高まる「おなかが痛い」のために、当初の目的を忘れそうになってしまうが、アリシアがこんなことをしているのはカシュヴァーンの気持ちを変えるため。しかし、懸命に口づけを繰り返しても、芳かんばしい答えは返ってこない。

「こんなものか？　お嬢さん……、っ」

　揶や揄ゆされて、次の手に詰まったアリシアは、思いきって自分からカシュヴァーンの唇に舌を差し入れてみた。

　だが、ここからどうしていいかが分からない。アリシアが好きな本には、この手のことは具体的な記述が少ない。

　そうこうしているうちに、カシュヴァーンが差し込まれた舌の先を吸ってきた。

「……っ、ん、ぅ……!!」

　驚いて、逃のがれようとしたところを引き寄せられ、舌の裏を舐なめ上げられて背筋がぞくぞくした。ノーラも我が身に降りかかった災さい難なんをしばし忘れて二人のやり取りに見入り、エルティーナは「自分の家でやりなさいよ変態夫婦」と肩を竦める。

「ふ……、はぁっ」

　舌が溶けてしまうのではないか、と思うほど愛あい撫ぶされた後、ようやく解放されたアリシアはカシュヴァーンにもたれかかって荒い息を吐いた。

「……き、気絶するかと、思いました……」

「どうせなら、こういう風に気絶させたいものだ。今度は俺の勝ち、だな？」

　満足した様子で立ち上がったカシュヴァーンは、顔色ひとつ変えていないセイグラムを一いち瞥べつしてつぶやく。

「──分かるな、アリシア。俺はノーラの王子様じゃない。お前の王子様だ」

　またしてもきっぱりと、カシュヴァーンは断言した。

「選ぶということは他のものを捨てるということ。俺はお前を選んだ」

　選ぶ。

　長いこと選ばれることしか経験がなかったアリシアにとって、それはひどく甘くて恐ろしい言葉。己の意思で運命を決める、「贅沢」なこと。

　一方のカシュヴァーンの顔には、常に自分の運命を選び取ってきた者の誇りと苦悩がにじんでいた。

「俺はお前の王子様で、アズベルグ地方の領主だ。守らなければならないものは多く、そのためには優先順位をはっきりさせる必要がある。……神ならぬ身には、そうするしかない」

　自じ嘲ちよう的てきなひと言に含まれた重みが、アリシアを含ふくめたみなの唇を閉ざしてしまう。

「妻には政治的な役目もあると、俺は確かにお前に言った。だが今回の件に関しては、何も言うな。少なくとも俺がそうしてくれ、と頼むまでは。分かったな？」

「……はい……」

　完全に打つ手がなくなった。アリシアは、降こう参さんするしかなかった。







　気づけばそろそろ舞踏会も終了する時間になっていた。いつまでも王女の私室に押しかけていてはまずいと、男性陣はひと足先にあてがわれた部屋へと退出していき、後には女性陣と女装少年だけが残った。

「ふふふ、うふふふ……」

　いまだ目覚めないコゼットのほうを見つめ、ノーラが虚ろな笑い声を上げ始める。

「……あーっと、ノーラ？　……大丈夫？」

「気持ちは分かるけど、馬鹿な考えを起こすのはやめなさいよ。男はレイデン伯爵ひとりじゃないのだし」

　様子をうかがうようにルアークとエルティーナが声をかけたが、それにも気づかない様子だ。

「そう、そうですわ、私はカシュヴァーン様にも選ばれなかった悪役美人メイド……」

　白かった頰に血の気が差し、瞳に熱い闘志が宿る。ぐっと拳を握り締め、ノーラは力強く宣言した。

「上っっっ等ではないですの!!　悪役には悪役の道があります!!　せっかく摑みかけた伯爵夫人の座を逃すものですか!!」

　そしてノーラは、いまだエルティーナの寝台の上で気を失っているコゼットを睨む。

「奥様には効きませんでしたけど、今度こそコゼット様をいびっていびっていびり抜いて、追い出してやりますわッ!!　はっ、王子や宰相がどう言ったところで、ご本人が泣いて逃げ出せば結婚など無理ですものねえ!?」

「まあノーラ、惨劇の幕を上げるのね！　すてきよ、愛人の鑑かがみだわ!!」

　ルアークとエルティーナはノーラの勢いに眼を丸くしているが、アリシアはぱちぱちと盛大な拍はく手しゆを贈おくった。

「うふふふふ、どうしてくれようかしら……奥様は夜の森に置き去りにしても平気で帰って来てしまいましたし……」

　派手な美び貌ぼうに悪あく辣らつな笑みを浮かべるノーラは、正しくぽっと出のヒロインの失しつ脚きやくを目もく論ろむ敵かたき役やくだ。

「ふふふふふ、そうですわね、まずは奥様の本を読み聞かせて……いえそれとも、死なない程度に『肥ひ料りよう要いらず』を……」

　ティルナードには見せられない形ぎよう相そうでノーラがあれこれ考えを巡めぐらせていた時。

「うう……、ん」

　寝台の上のコゼットが、再び身じろいだ。

「あっ、コゼット様が起きたわ、ノーラ！　豚ぶたの頭ず蓋がい骨こつなら持って来ているわよ!!」

　なんだか楽しくなってきたアリシアは、ノーラを手伝おうと後ろを向いた。コゼットも声に反応し、ぼんやりした瞳をアリシアに向ける。

「……はぅっ」

　その途端、コゼットはまた失神した。

「あら？」

　きょとんとしたアリシアの背中を見つめ、ルアークが原因を特定した。

「たぶん、その翼を見たんじゃない？　彼女」

　カシュヴァーンが虫除よけにつけた黒い翼。

〈翼の祈り〉の教えの薫くん陶とうを受けた者なら、眉をひそめる悪趣味ではあろう。しかし、

「弱すぎますわー!!」

　ノーラは頭を抱えた。

「奥様は鈍感すぎですけどこの方は敏びん感かんすぎですわよ!!　もうッ、ちょっと、なんなんですの、もうッ!!」

　地じ団たん駄だ踏んで、きいきいわめいたノーラから、急速に勢いが失われていく。

「……もう……、なんなんですの。張り合いがなさすぎて……、やる気がなくなりましたわ……」

　元より脆もろい強がりだったのだろう。唇を嚙み、うなだれたその顔は力なく、ひどく弱々しく見える。

　ルアークもさすがに軽口を叩けない様子だ。エルティーナも気の毒そうではあるが、慰めの言葉を選びかねている。

　このままではいけない。

　なんとかしなければ……そう思った瞬間解決策に思い当たり、アリシアはぽんと手を打った。

「あっ、そうよノーラ、愛人になればいいじゃない!!」

　ノーラが眼を剝くが、アリシアは無む邪じや気きに無神経な発言を続けた。

「正妻の座はコゼット様に譲って、あなたはレイデン伯爵様の愛人になればいいのよ、私の時みたいに！　さっきコゼット様も、何人愛人がいてもいいっておっしゃっていたし!!　ねっ、ノーラ、そう……」

「──そう、です、ね」

　無感情に、ノーラがうなずいた。

「私……愛人になればいいんですよね。ティルナード様の。妻では、なくて」

　かさかさに乾いた潤うるおいのない声を聞き、アリシアは自分の失敗を悟った。

「ご、ごめんなさい、ノーラ……」

　慌てて謝っても遅い。ノーラはすべてを諦あきらめたようなしぐさで、静かに首を振るだけだ。

「奥様にしては、いい案ですわ……そうですわよね、奥様の時のように……」

「ごめん、ごめんなさいノーラ！　謝るわ、私、私……!!」

　近づこうとしたアリシアに、ノーラは突然「失礼します」と言って深々とお辞じ儀ぎをした。そして、誰の顔も見ないで部屋から出て行ってしまった。

「……ノーラ」

　使用人とは思えない態度を咎とがめる者は誰もいない。気まずい空気が漂ただよう中、アリシアは深い後悔を感じていた。

　出て行くノーラはアリシアを見なかったけれど、アリシアにはノーラの横顔が見えたのだ。長いまつげに縁ふち取どられた瞳の端が、淡あわく光っていたことも。

「……部屋に戻ろう、アリシア。そろそろ寝ないとさすがに明日に響くよ。王女殿下、すいませんけどコゼットお嬢さんのことはお願いしまーす」

　苦笑いしたルアークに言われ、エルティーナは首しゆ肯こうした。

「そうね、さっきの執事を呼ぼうかしら。でもこの子、下手に動かすとまた目覚めたり気絶したり面倒そうね……まあいいわ、任せてちょうだい。さ、アリシアは部屋へ行って」

「……はい」

　殊しゆ勝しようにうなずいたアリシアだが、ルアークに付き添われて部屋へ行く道すがら、考えていたのはただひとつ。

　なんとかしなければ。

　カシュヴァーンにもルアークにも誰にも頼れないけれど、自分がなんとかしなければ。








　第四章　魔法の呪文







　しかしそんなアリシアの企たくらみは、過保護者二人にはお見通しだったようだ。

　舞ぶ踏とう会かい明けの遅い朝食会でも、図書館に行きたいと言っても、そして二日目の舞踏会でも、カシュヴァーンとルアークはぴったりアリシアにくっついて離れない。

「ライセン公国の王」及び「死神姫」に興きよう味み津しん々しんな貴族たちが時折話しかけてくるが、カシュヴァーンたちの注意はあくまでアリシアに向かっていた。情報収集はグラネウスやオーデル侯こう爵しやく夫妻に任まかせ、自分たちはアリシアの監かん視しに余念がない。

「ええと……」

　何着も衣い装しようを用意する時間がなかったので、本日もアリシアは「魔女」の格好のままだ。唯ゆい一いつ箒ほうきを模もした扇せん子すから変更した、古びた大きな木き杓じやく子しを振り振りアリシアは、左右を固めた夫と「息むす子こ」に提案した。

「あっ、ええと、お二人で踊っていらしたら？　ほら、カシュヴァーン様はダンスの練習がしたいって」

　面倒くさかったのか、完全に昨日と同じ「吸きゆう血けつ鬼き」姿のままのカシュヴァーンがぼそっとつぶやく。

「……それはつまり俺のダンスがあまりに下へ手たで、恥をかくのが嫌いやだから練習して来いということか？」

「い、いえ、そういう訳では……」

「よろしければわたくしと踊ります？　アリシア様。女同士で踊るというのも、なかなか倒とう錯さく的てきで面おも白しろいかもしれませんよ」

　ダンスの申し込みを断り続けているルアークが、「未み亡ぼう人じん」の黒いベールの下で紅あかい唇くちびるに妖あやしい笑みを浮かべる。

　何回目かの「ひとりになろう作戦」はまたしても失敗した。大体ゼオルディスも会場内にいるのだから、カシュヴァーンたちの眼を盗んで会うことができるとも思えないのだが。

　当のゼオルディスは、アリシアたちから少し離れた長なが椅い子すに腰掛けたコゼットとミューゼ相手に楽しげにしゃべっている。昨日の宰さい相しようの進言を受け入れたらしく、皮のベストに粗そ末まつな布製のズボンという、どこぞの農民の若者のような格好になっていた。

「あのお衣装は、一体どこが『怪かい奇き』なのかしら？　それにマーベル様は？」

　姿の見えないフロリアンなどいろいろ気になることも多いが、現在何より気がかりなのは、ゼオルディスの隣で所在なげにしているティルナードだ。横にはマーベリックが、早くも執しつ事じよろしくはべっていた。

　本日もティルナードは、「狼おおかみ」の格好だけした「子犬」である。ゼオルディスやマーベリックに話を振られた時だけ短い言葉を発する様は、操あやつり人形のようですらあった。

　それは白い仮面をかぶったコゼットも同じ。表情はうかがえないながらも、話しかけられるたび大おお仰ぎように身を震わせる様は、どう見ても舞踏会を楽しんでいるようではない。

　体調を崩くずした、と噂うわさのミューゼも、元気そうには見えなかった。彼女は「生いけ贄にえ」といったところか、華きや奢しやな首や手首には不似合いな太い帯おび革かわがはめられ、飾かざり気のない純白のドレスを身につけているが、血の気の失うせた肌はドレスよりなお白い。

「ティルも相手があのお嬢様では、迂う闊かつにダンスもできんようだな」

　カシュヴァーンもゼオルディスたちの動向は気になっているのだろう。アリシアの肩を抱だきつつ、不ふ愉ゆ快かいそうにつぶやく。

「ええ、そうですわよね、カシュヴァーン様。やっぱりノーラでないと」

　突破口を見つけた、とばかりにアリシアが意気込んでも、カシュヴァーンはすぐに話の方向を変えてしまう。

「しかし、少しずつでも慣なれさせていかないと、日常生活が送れないんじゃないのか？　コゼット嬢がどこまで過か敏びんかは知らんが、ちょっと驚いただけでひっくり返っていては大変だぞ」

「少なくともライセンの屋や敷しきでは暮くらせないよね。まあレイデン家には、怪かい物ぶつの像なんかないだろうけど」

　ルアークも、カシュヴァーンに同調してうなずいた。

　やはりこの二人には頼れそうにない。となれば推すい薦せん者しやであるゼオルディスか、でなければイーダルに訴うつたえるしかない。

「アリシア、言っておくが、勝手な真ま似ねはさせんぞ」

　またもアリシアの考えを読み取り、カシュヴァーンが釘くぎを刺してきた。

「……本当に、どうしたんだ？　この件に関しては妙みように頑がん固こだな」

　つぶやく声には、本気で困ったような響ひびきがある。アリシアもあっさり自分たちに同調するだろう、と思っていたようだ。

「俺はお前ならてっきり、ノーラに妻がだめなら愛人になればいい、ぐらいのことを言うかと思っていたが？」

　からかうように言われた瞬間、ずきりとアリシアの胸が痛んだ。

「……もう言いましたわ、私。言って……ノーラを泣かせてしまいましたの……」

　ティルナードとの婚こん約やく発表をすると決まり、浮かれていたノーラの幸福そうな笑顔。その笑顔に、夕べの泣き顔が重なって脳のう裏りをちらつく。

　昨日の夜、アリシアにあてがわれた部屋に戻ってきたノーラは、化け粧しよう崩れも直していて一見いつもどおりだった。けれどアリシアがもう一度謝っても、「いいんです」としか言ってくれなかった。

　そんなノーラは現在、針はり子ことしてグラネウスの衣装作成を手伝っているはずである。人手が足りないからとグラネウスから頼まれたのだが、悪趣味な衣装に辟へき易えきしているはずのノーラがあっさり承しよう知ちしたのは、仕事に没ぼつ頭とうして他のことを忘れたいからだろう。

「結婚する前なら……いいえ、あの、カ、カシュヴァーン様のことを、あの、好きになった、から……この人でないとだめって気持ちが、私にも分かるようになってきましたの……」

　うなだれたアリシアを、カシュヴァーンとルアークは黙だまって見つめている。

「……もちろん、贅ぜい沢たく、ですわよね。でも……このままでは、ノーラがあまりにもかわいそう……、あっ」

　ぐっと強く肩を抱かれ、驚けばカシュヴァーンの顔がすぐ側そばにあった。

「お前に何かあったら、俺とお前がかわいそうだ。もちろんルシアナも、お前のことを愛している人間すべてがな。それは分かっているんだろう？」

「……はい」

　ずるいわ……と思いながらうなずいたアリシアは、質問をし返した。

「カシュヴァーン様が、こんなに簡単にコゼット様を受け入れたのは、あの方がスタンバール家の方で……ノーラが、メイドだからですか？」

「──それを、俺に言わせるのか？」

　メイドだった母親の末まつ路ろをずっと心に抱かかえているカシュヴァーンである。その眼に暗い影が過よぎったことを知ったアリシアは、唇を引き結んでうつむいた。

「あら、リーランス男爵、どうなさったの？」

　黙り込んだ夫婦の横で、ルアークがいつの間にか側に立ったジェダに気づいた。

　昨日と同じく茶色い布をかぶった状態のジェダが、ルアークの耳元に何事かささやく。ルアークは軽くうなずき、ジェダについて歩き出しながらライセン夫妻にこう言い残した。

「強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、アリシア様、少し間を置いて追いかけてきて下さい」

　何かあったようだ。やがてカシュヴァーンに手を引かれ、アリシアもどきどきしながら舞踏会場を抜け出した。







　ステンドグラスから差し込む月明かりが、滑なめらかな白い床ゆかを色いろ鮮あざやかに染そめている。

　シルディーン王宮中庭の一角、図書館に近い場所にある王家専用の聖堂内部にそっと滑すべり込んだアリシアが最初に眼にしたのはそんな光景だった。

「まあ、とてもお金のかかった、美しい聖堂ね……」

　暗い闇やみが溜たまっている様しか見えないほど高い天てん井じようを見上げたり、左右の壁に描かれた至いと高たかき国の光景などに見入っているアリシアを、ルアークがつつく。

「罠わなはなさそうだね。アリシア、悪いけど時間がないよ。聖女様もお待ちかねだ」

　言われて、アリシアは慌てて奥へと進んだ。翼つばさ持つ少女を象かたどったステンドグラス越しに降ふる光を浴あびて、翼持つ少女が静かに祈いのりを捧ささげている。

　ひとり聖女の行方ゆくえを探さぐっていたジェダが、王族が使う一室に軟なん禁きんされていたアーシェルを発見し、彼女がアリシアに会いたがっていると伝えてきたのは今からそれほど前のことではない。どうしても今夜会いたいとのことだったので、急きゆう遽きよこの聖堂で落ち合うことを決め、ルアークだけを供にやって来たのだ。

「アーシェル様」

　祈りに没頭している背中に遠えん慮りよがちに呼びかけると、アーシェルははっと振り返る。

　白い翼と黒い翼を背負った二人の少女は、互いの姿を認めて口元をほころばせた。

「アリシア……!!」

　アーシェルの手が伸び、アリシアの肩や腕うでに触れた。温ぬくもりを確かめるようなしぐさに、しみじみとした喜びがにじんでいる。

「本物だな。生きて……いたのだな。よかった……、どうしてもそれを確かめたくて……」

「私が死んだと思われていたのですってね。おかしいわ、ナディール様は逃げる私たちをご覧になったはずなのに、あの方意外に眼が悪いのかしら？　とにかく驚かせて申し訳ありません。ちょっと溺おぼれ死にしかけましたけど、このとおり元気ですわ」

「……確かに、その言い回しは本物だな……」

　苦笑いしたアーシェルの顔には疲ひ労ろうの翳かげりが落ちていた。不安になったアリシアは、アーシェルの手をそっと握にぎる。

「あの、アーシェル様こそ、大丈夫ですか？　……その、ラグラドールからここへは遠いですし、あまり体調がよさそうでは……」

　答えかけたアーシェルの肩が、控ひかえめに立っているルアークに気づいてびくりと揺ゆれた。

「そちらは？」

「あの、私の……お友達ですの。カシュヴァーン様が、私をひとりでは行かせられないと……」

　当初はカシュヴァーンもついて来ようとしたのだが、ジェダからは「アーシェル様は男には会いたくないそうです」との意い向こうを伝えられていた。ついに女装が役に立つ時が来た、とばかりに、ルアークが護ご衛えいとしてやって来たのである。

「……そうか。先ほどの茶色い塊かたまりといい、お前の友達はいろいろだな……いや、まあその、確かに私もあまり無事とはいえない。──だが何より、私もお前も生きている」

　後半自分に言い聞かせるようになったアーシェルの言葉に触しよく発はつされ、アリシアは気になっていたことを尋たずねた。

「パーシア様と、レオニア様は……？」

　先代聖女パーシアとぐうたら聖職者レオニアは、共にアリシアの〈翼の祈り〉本ほん拠きよ地ち脱出に関わった人間だ。首しゆ謀ぼう格かくのアーシェルはひとまず無事なようだが、あとの二人はどうなったのか。

「パーシア様は海に落ちて……いいや、おそらくソルラスカに突き落とされて、亡なくなられた」

「……!!　そんな……!!」

　薄々予想はしていたものの、最悪の結末にアリシアは息を吞のんだ。

「パ、パーシア様の進む道に、翼の加か護ごがあらんことを……」

　反射的に旅立ちの聖句が口を突いたが、その空々しさといったらない。なにせ先代聖女を殺害したのは先々代の聖女なのだ。

「レオニアは生きていると、ナディールは言っている。だがひどい眼に遭あわされているのは間違いない……」

　厳きびしい表情でレオニアについて告げるアーシェル自身が、明らかに憔しよう悴すいしていた。アリシアの無事を確認できた喜びはすでに消え失せ、残っているのは底なしの疲労感のみ。

「……アーシェル様も、ひどい眼に遭わされているのではありませんの？」

　尋ねても、アーシェルはまつげを震ふるわせるだけで答えない。それこそが彼女の答えであると、アリシアにも分かった。

　なんとかしなければ。

「そうですわアーシェル様!!　よろしかったらこのままこっそり、私たちの屋敷へいらっしゃいませんか？」

　今度こそ失敗しないように、と張りきって提案するアリシアを、アーシェルが驚いたように見つめてくる。泣き笑いにも似た表情を浮かべたのも束つかの間ま、彼女の唇から漏もれたのは意外な言葉だった。

「……なあアリシア、私もあまり知識がないので、よければ教えてほしいのだが……初夜というのは、その、つらかった、か」

「え？」

　アリシアも顔負けの話題転換に、アリシアは小首をかしげた。

「アーシェル様、やはりナディール様と結婚なさるの？　嫌きらいだとおっしゃっていたのに」

「……ああ、近いうちにな。だが私が初夜を……というか、初めて床とこを共にする相手は、ゼオルディス王子だ」

　黙って聞いていたルアークが軽く眼を見開き、アリシアも訳が分からなくなった。

「えっ？　アーシェル様は、王子殿下とも結婚なさるのですか!?」

〈翼の祈り〉の教えは重じゆう婚こんを禁じているのではなかったか。混乱するアリシアに、アーシェルは苦笑いしている。

「王子殿下と結婚はしない。ただ、寝るだけだ。……あの方は聖女と寝てみたいのだと。それが〈翼の祈り〉とシルディーン王家が手を組む、条件だそうだ。そうしなければ、我々の本拠地を諸国に伝えると言っている」

　アーシェルの声こわ音ねは恬てん淡たんとして落ち着いている。しかし青い瞳ひとみを縁ふち取どるまつげは、頼りなく震えていた。

　誰も知らないとされていた〈翼の祈り〉の本拠地。そこにいます聖女アーシェルの存在も相あいまって、その神秘性が教団の価値を維い持じしてきた。

　それゆえに、誰もが教団の本拠地を知りたいと願ってきた。純じゆん粋すいに聖女アーシェルへの拝はい謁えつを願う者はもちろん、例えばたびたび彼らによる被害を受けたカシュヴァーンにしたって、敵の本拠地が分かっていればこちらから攻め込むこともできる。

　実際教団の本拠地がラグラドールでさえなければ、カシュヴァーンは本当に派兵も検討していたのかもしれない。そんなことを思いつつ、アリシアは懸けん命めいに言った。

「ほ、本拠地の場所を教えて、〈翼の祈り〉の権威が低下すれば、その教えに依よって成立したシルディーン王家の権威もまた低下しますわ。共倒れになるだけではありませんの？　それにたとえ場所は分かったとしても、ラグラドールに対しておかしな振る舞いをすれば傭よう兵へいのみなさんが怒りますわ」

　鋭するどい指摘に、アーシェルはかすかに笑んだ。

「……相変わらず、妙なところで頭の回転が速いな。だがそもそもナディールは、シルディーン王家にすり寄りたがっていた。元々この国の貴族の出身らしいしな。……実際のところ奴やつは、自分の得になるなら教団がつぶれようがどうなろうが構わないのだろう」

　だからナディールは嫌いなんだ、とアーシェルは吐はき捨てたが、その声もどこか淡たん々たんとして他人事めいて聞こえる。

「この聖堂を指定したのも、その……明日、王子殿下の部屋に行く前に、ひとりきりでひと晩中祈りたいと申し出たからなんだ。ナディールも私がそれで満足するならと、あっさり送り出してくれた。今さら逃げやしないと確信しているのだろう」

　すべてを諦あきらめたようなアーシェルの表情。

　その表情に、アリシアが傷つけてしまったノーラの表情が重なる。

「──アーシェル様は、王子殿下のことがお好き？」

　アリシアの問いに、アーシェルはなんとも言えない顔をした。

「……特別な感情はない。会ったのは昨日が初めてだからな」

「好きでもない方と、その……初夜を過ごすのは、平気ですか？」

「──仕方がない。私のわがままのために、これ以上犠ぎ牲せいは出せない」

　パーシアは殺され、レオニアは人ひと質じちに取られている。シルディーンやクルセージュといった国の創そう造ぞうに携たずさわってから数百年、今ではただの象しよう徴ちようでしかない聖女が下手に逆らえば、被害はさらに拡大するだろう。

「でも……男性には会いたくないと、おっしゃったのでしょう？」

　断定を避さけ続けるアーシェルに、アリシアは一歩踏み込んだ。

「アーシェル様、本当はお嫌なのでしょう？　私にも……分かってきたんです。す、好きな方にでなければ、してほしくないこと、とか……」

　顔も見たことのない男と結婚することに躊ちゆう躇ちよはなかった。性的な事柄への知識が乏とぼしいために、異性と触れ合うことへの好奇心も嫌けん悪お感かんも少なかった。

　そんなアリシアも「特別」な「好き」を知り、分かってしまったのだ。手を繫つなぎ、抱き合い、口づけをし、そして初夜を迎むかえる……いずれも、カシュヴァーンとしかしたくないのだと。

　頰ほおを染め、「おなかが痛い」思いをしながらのアリシアの台詞せりふを聞いてアーシェルは微笑ほほえんだ。自分には決して触れることのできない、遠い星を眺ながめるような眼をして。

「……馬ば鹿かなことを聞いたな。もう戻れ。……頼めるようなら、私も王子殿でん下かに頼んでおく。お前やお前の家族たちに、あまりひどいことをしないように」

「……アーシェル様……」

　微笑むアーシェルは痛々しいぐらいに美しくて、アリシアはそれ以上何も言えなかった。

「もしかすると私は、しばらく王家に滞たい在ざいすることになるかもしれない。王子殿下は私とナディールの結婚式と、ご自分の結婚式をここで同時に執とり行いたいのだそうだ。その時にでもまた会おう」

　そう結んだアーシェルは再び膝ひざを折り、聖女を助けてくれない神に向かって祈り始めた。







　何もできずに聖堂を出たアリシアの髪を、冷たい夜風が揺らす。

　無力を責せめるようなその風に震え、つい背後を振り返ってしまったアリシアを、ルアークが促うながした。

「アリシア、ちょっと急ごう。あんまり長いこと姿を消してると、勘かんぐられちゃうから」

　めくれ上がりそうなベールを押さえているルアークの顔を、アリシアはまっすぐ見上げた。

「……ルアーク、お願いがあるの」

「王子殿下と話したいんでしょ？　だーめ」

　返ってきた答えは予想どおりのものだった。しかし、アリシアとしてもここで引き下がれない。

「ルアーク、お願い。王子殿下はひどいわ！　ノーラもアーシェル様も、つらいのに、苦しいのに……!!」

　つらい、苦しい、痛い、悲しい。そういった負の感情を、今までアリシアは驚異的な順じゆん応のう力りよくで受け流してきた。

　今回の件について、アリシア自身がゼオルディスに何かされた訳ではない。カシュヴァーンもルアークもアリシアのことだけは守ってくれている。

　だけど、だからこそ感情を抑おさえられない。

　赦ゆるされる「贅沢」ではないのかもしれない。どこかが変わってしまった自分を恐ろしくも思う。でも、どうしても我が慢まんできなかった。

「──珍めずらしいね、アリシアが人をそんな風に言うの。けどだーめ。それじゃ、あの駄だ目め王子様の狙ねらいどおりになっちゃう」

　アリシアの変化に少し複雑そうなルアークだったが、その口から出る言葉に変わりはなかった。だが、

「……でも、お付きの人に会うだけならいいよ」

「どうしてもだめなら、私はルアークを倒し……え、いいのルアーク、ありがとう!!」

　できもしないことを口走りかけていたアリシアに、ルアークは仕方がなさそうに笑った。

「俺はアリシアを絶対に守るって決めたから、そんな顔しないですむようにさせてあげたいんだ。言っとくけどカシュヴァーンおにいちゃんには内緒だよ。それに、フロリアンさんが役に立つかどうかは分からないからね？」

　一応居場所は特定してあるけど、とつけ加える有能な「息子」の手を、アリシアは感謝をこめて握った。

「いいわ、とにかく話してみるから！　本当にありがとうルアーク!!　さあ行きましょう、あまり長いこと姿を消していると、勘ぐられてしまうわ!!」

　現金にもすっかり元気になったアリシアは、ルアークを引っ張る勢いで帰路を急いだ。







「光の翼の間」の外に突き出た、王宮の中庭を臨のぞむ露ろ台だいへと、アリシアはそろりと足を踏ふみ入れる。

「……ここでいいのよね？」

　他にいくつかある露台と違って、なぜかここだけ出入口が緞どん帳ちようで閉めきられていた。アリシアの確認に、付き添そいのルアークは「ここで間違いないから」とささやきながら自分も外に出た。

　舞踏会場が薄暗い分、降り注そそぐ月明かりに照らされた野外のほうが明るく感じられるぐらいだ。白い手すりに肘ひじをつき物思いに耽ふけるフロリアンの銀髪も、端たん正せいな横顔も、月光を浴びて清さやかな光を放はなっていた。

「……まあ……」

　なんとも心をそそられる光景に胸をときめかせながら、アリシアはそっとフロリアンに声をかけた。

「あの……、マーベル様、ちょっとよろしいかしら」

「！　……ライセン強公爵夫人!?」

　驚いて振り向いたその姿を、アリシアはうっとりと見つめる。

「申し訳ありません、お話ししたいことがあって……あの、失礼ですけどその前に、そのお衣装の主題はなんですか？　いつもとは趣おもむきが異なりますけど、大変素晴らしいわ!!」

　フロリアンといえば、『穢けがれ無き銀ぎん騎き士し』なるあだ名が示すとおりの古めかしい銀の甲かつ冑ちゆうが通常の衣装。歩くたびにがちゃがちゃと忙せわしない金属音を鳴り響かせていたものだが、本日の彼の衣装で最も眼を引くのは背中に背負った羽は根ねだろう。

　聖女アーシェルのような鳥の翼ではなく、アリシアのような蝙蝠こうもりを思わせるものでもなく、南国の色鮮やかな色しき彩さいを持った大きな蝶ちようの羽根。着ている服も上は真まっ青さおな布地に金きん釦ボタンがまぶしい上着、下は丸くふくらんだ赤いズボンに白いタイツという、童どう話わの王子のような格好だ。妹同様、髪も肌も淡あわい色彩で統一されたその姿に、派手派手しい原色の衣装はあまり似合ってはいない。

「……じ、です」

　アリシアだけでなく、背後のルアークの眼を気にしながら、フロリアンは顔を赤くして細い声を出した。白い肌が紅こう潮ちようしたために、右眼の下の泣きぼくろがひどく目立って見える。

「え？　申し訳ありません、私耳まで悪くなってしまったかしら。よろしければ、もう一度おっしゃって下さる？」

「……妖よう精せいの、王子、だそうです……」

　アリシアに悪気だけはないことに気づいたのだろう。屈くつ辱じよくに耐たえながら、フロリアンは律りち儀ぎに教えてくれた。

「じ、自分の趣味ではありませんから！　王子が無理やり……!!　いつもの甲冑でいいと、あれほど申しましたのに……!!」

　緞帳を閉めきり、人目を避けて隠かくれていたのだろう。必死に釈しやく明めいする様をルアークは少し気の毒そうに見ているが、アリシアはのんきに微笑む。

「あら、そうなんですの。さすが王子殿下は、いいご趣味……」

　ゼオルディスを褒ほめた途と端たん、彼の所業により傷ついた二人の娘の顔が脳裏に蘇よみがえった。

　自分の趣味はいったん脇わきに置き、アリシアは表情を改める。

「──あの、マーベル様。折り入ってお願いがあるんです。王子殿下の近きん侍じであり、お友達であるあなたから、あの方に話してもらえませんか。レイデン伯はく爵しやく様にはノーラという恋人がいますから、コゼット様との婚約はなかったことにして下さい。そして、アーシェル様と初夜を迎えるのもおやめ下さいと」

　フロリアンははっとしたように眉まゆを寄せた。

「なぜそのことを」

　ティルナードとコゼットの件はゼオルディスが進んで公おおやけにしたことだが、聖女に伽とぎを務つとめさせることまでは公言していない。当然の追及に、アリシアはごく簡単な説明をした。

「いろいろあって、自然に。あの、それより、特にアーシェル様の件については時間がないんです。王子殿下はアーシェル様を明日お部屋に招まねかれる予定なのでしょう？　あの方にはミューゼ様がすでにいらっしゃるのですし、どうか」

「……誠まことに申し訳ありませんが、自分はただの近侍です。王子の使用人に過ぎず、主君に意見などできるはずもありません」

　フロリアンの口から出る言葉は相変わらず、人目を惹ひく美び貌ぼうとは裏腹の杓しやく子し定じよう規ぎなものでしかない。だが、ここまで来た以上、アリシアも引き下がれない。

「ですけどマーベル様は、未来の王おう妃ひ殿下のお義に兄い様さまでいらっしゃるわ。それに王子殿下のお友達なのでしょう？　聖女様に手を出したりしたら、ええと……天てん罰ばつが下るに違いないですわ！　それと、レイデン伯爵様にはすでにノーラが手を出していますので」

「……王子に友とお呼びいただけることは光栄に存じます。ですが自分の意見など、あの方にはなんの影響力も持っておりません。……この衣装がいい例です」

　自じ嘲ちよう的てきに吐き捨てたフロリアンは、ため息をつきながら聞き返してきた。

「聖女アーシェル様はともかく、ノーラという娘はあなたの侍じ女じよか何かでしょう？　自分には理解できません。なぜ主あるじであるあなたが、わざわざこのような真似をなさるのですか。それともあの娘はもしや、どこかの貴族の令れい嬢じようなのですか？」

　公爵家の奥方付きの使用人なら、よい家柄の娘であってもおかしくない。だがノーラはただの村娘であり、そしてアリシアが彼女の力になりたい理由は出自とは関係ない。

「ノーラは私付きのメイドで、私の友達だからです」

　舞踏会の華はなやかな喧けん噪そうを遠く聞きながら、今頃ノーラは黙もく々もくとグラネウスの衣装を仕立てているのだろう。そう思うとアリシアは、何をどうしてでもゼオルディスを止めなければならないと感じる。

「……友達……」

　アリシアの答えに、フロリアンは虚きよを衝つかれた様子だった。水色の瞳ひとみがかすかに泳いでいる。

　だが彼は結局、これ以上の話し合いを拒きよ否ひした。

「──お話がそれだけでしたら、もう失礼します」

　実に呆あつ気けなく、フロリアンが身を翻ひるがえす。その手首をルアークが素す早ばやく摑つかんで止めた。

「お待ち下さいマーベル様。騎士とも呼ばれる御お方かたなら、女性の頼みにお力を貸して下さってもよろしいでしょう？」

「……っ!!」

　途端にフロリアンは顔を歪ゆがめ、振り払おうとしたが絡からみつく指の力は強い。

「は、放して下さい!!　自分はお力になれません、お放しを、貴婦人が無む闇やみに男に触れるものではありません……!!」

　がむしゃらにルアークを振り払おうとするフロリアンの反応こそ、無む垢くな乙女おとめのようである。考えてみれば、ゼオルディスが親愛の情じようを示してその体のどこかに触れるたび、彼はひどく嫌そうな顔をしていた。

　はたから見ればなんでもないことに大おお仰ぎように騒ぐその姿は、昨日誰にも聞こえない声に怯おびえて逃げていった国王ランドレイのようでもある。そう思った瞬間、アリシアの中で次々と何かが繫がっていった。

　ゼオルディス。

　ランドレイ。

　魔法の呪じゆ文もん。

　ここは王宮。

「……ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやく」

　いくつかの事柄が繫がった先にあった単語を、気づけばアリシアははっきりと口に出していた。以前ゼオルディスから教えられ、昨日ランドレイも一部を口走った、王宮でのみ通じるという魔法の呪文を。

「なっ……!?　なぜ、あなたがその名を……!?」

　魔法の呪文の効果はてきめんだった。フロリアンも、なぜかルアークまでも、ぎくりと動きを止めたのだ。

「あー……ええと、いろいろあって、自然に……、きゃあっ!?」

　先ほどと同じようにごまかそうとしたが、そうはいかなかった。乱暴にルアークの手を引き剝はがしたフロリアンが、アリシアの両肩を摑んできたのだ。

「あなたは一体何が言いたい。どこまで知っているんです。自分を翻ほん弄ろうして、喜んでいらっしゃるのですか」

　いつもはあまり表情を動かさないフロリアンなのだが、今は完全に眼が据すわっている。押し殺したような声は低く、迫力に満ちていて、さしものアリシアも吞まれたように動けない。

「ちょっと、マーベル様！　無闇に貴婦人に触れるものではありませんよ!!」

　この展開に慌あわてているのか、ほとんど地声でルアークが止めに入ったが、フロリアンには何も聞こえていないようだ。アリシアを睨にらみつけたまま、

「王子は何かにつけてあなたの話をなさいます。まさか王子はミューゼを捨てて、あなたを王妃として迎える気ではないでしょうね!?」

　尋じん問もんまがいのフロリアンの声に、女性の悲ひ鳴めいが重なった。

「お兄様、何をなさっているの!?」







　緞帳を開き、露台にやって来たのはゼオルディスに伴ともなわれたミューゼだった。兄がアリシアに摑みかかっているのを見るや、日頃のおとなしさが噓うそのような勢いで二人の間に割り込んできたため、アリシアは弾はじき飛ばされてしまった。

「きゃっ……!!　あ、ありがとう、ルア、もが」

　手すりに激突する前に、さっと動いたルアークがアリシアを受け止め、ついでに口元をふさいで失言を防止する。

　フロリアンもミューゼの出現で我に返ったようだ。いつになく激情に駆かられた様子の妹を胸に抱いたまま、謝罪を始めた。

「も、申し訳ありません、アリシア様……ミューゼ、お前もどうした……？」

　アリシアに謝るかたわら、フロリアンは胸の中でぶるぶる震えているミューゼを困こん惑わくしたように見つめている。

　四人の様子をひとり安あん全ぜん圏けんで眺めていたゼオルディスは、面白そうに笑いながらフロリアンに呼びかけた。

「やっと見つけたと思ったら、おいおい、どうしたフロリアン？　珍しいな、お前が積極的に女と触れ合うとは」

「ち、違います、誤解です!!　自分はただ……!!」

















　弁解するフロリアンから呆気なく眼を逸そらし、ゼオルディスは長ちよう衣いの裾すそを払っているアリシアにさらりと告げた。

「驚かせて悪かったな、アリシア。ミューゼはちょっと気が立っているんだ。腹の子のせいか、最近気分の浮き沈みが激しくてな」

「なっ!?」

　アリシアより先に驚きの声を上げたのはフロリアンだった。帯革のはめられた手でその胸にすがり、ミューゼは固く眼を閉じている。

「あら……、ええと、おめでとうございます！」

　マーベル兄妹の反応を気にしながらアリシアが言うと、ゼオルディスはにっこり笑った。明るく、快かい活かつに。

「うちの家系は子供ができにくい、とは前に話しただろう？　地味な努力がようやく実を結んだというわけだ。これなら結婚直後から、次代の王を手元で教育できる」

　以前ライセンの屋敷を訪おとずれた際にも、子作りに余念がなかったゼオルディスである。そして彼は、愕がく然ぜんとしているフロリアンにも笑いかけた。

「話すのが遅れて悪かったな、フロリアン。ミューゼが恥ずかしがるものだから」

「い、いいえ……、お、おめでとう、ございます……」

　およそ「おめでとう」という雰ふん囲い気きではなかったが、フロリアンは祝福の言葉をつぶやいた。ミューゼの目め尻じりには涙がにじんでいた。

　不治の病やまいでも宣告されたような二人に、聞きたいことはたくさんある。

　しかし今、不ふ可か抗こう力りよくによりゼオルディスが眼の前にいるのだ。

「ル……シアナ、あの、いい……？」

「……こうなれば、仕方がないでしょう」

　ルアークもアリシアの意い図とを汲くみ取ってくれたようだ。ごめんなさいカシュヴァーン様、と思いながら、アリシアは決意して口を開いた。

「あの、王子殿下」

「ゼオ様、だろう？　アリシア」

　すかさず訂てい正せいされ、アリシアも素直に言い直した。

「ええと、では、ゼオ様。お願いがありますの。レイデン伯爵様にはもうノーラがいますから、コゼット様との婚約はなかったことにして下さい。あと、アーシェル様と初夜を迎えるのもおやめ下さい」

　すらすらと紡つむがれた頼み事に、ゼオルディスはきょとんとした顔をする。

「……聖女の件は、一体どこから？」

　先ほどのフロリアンと同じ反応だ。アリシアも同じ答えを返した。

「ええと……いろいろあって、自然に」

「──ははははは、そうか!!」

　適当な答えがつぼに入ったらしく、ゼオルディスが爆笑し始めた。だが子供のように無む邪じや気きな大爆笑は一瞬のことで、後に残ったのはいつもの、引きつれを伴う歪んだ笑み。

　見る者の神経に障さわる笑みを浮かべたまま、ゼオルディスは非常に呆気なく言ってのけた。

「分かったよ。聖女アーシェルの件については、アリシアのたっての頼みだ。彼女を明日部屋に呼ぶのはやめよう」

「まあ、本当ですか!?　よかった、お願いしてみるものね!!」

　アリシアも単純に喜ぶが、間かん髪はついれずルアークが念を押す。

「だからといって、あさって呼ぶ、などということはありませんよね？　殿下」

「ははは、俺は相当信用がないようだな。分かったよ、約束する。今の聖女アーシェルとは寝ない。これでいいだろう？」

「嬉うれしいです。ありがとうございます、ゼオ様!!」

　なんでも言ってみるものだ。すっかり心が軽くなり、全開の笑顔で礼を述のべるアリシアを、ゼオルディスは意味ありげに見つめた。

「喜んでくれて嬉しいよアリシア。──それに、俺が寝たい聖女は他にいるしな」

　不ふ吉きつな響きを伴うひと言を聞き咎とがめ、フロリアンとルアークが眉をひそめるが、感謝でいっぱいのアリシアは気づかない。ゼオルディスへの憤いきどおりもあっさり消えてしまっていた。

「では、レイデン伯爵様の件もよろしいですわよね！　うふふ、よかったわ、ノーラ!!」

「おやおや、アリシアは欲張りだな？　聖女の件に関しては約束してやろう。だが我が友ティルの婚約についてはだめだ」

　にこやかにゼオルディスは、アリシアの早とちりを諫いさめた。

「え？」

　ぎくりと表情を強張らせるアリシアへと、ゼオルディスが一歩距離を詰める。

「これ以上を望むなら、俺にも見返りがないとな。そうだアリシア、明日お前が俺の部屋に来るなら考えてもいいぞ？」

「わ、私……、その」

　返事に窮きゆうしたアリシアを、観察者の眼でじっくりと眺めながら、

「どうしたアリシア？　前に部屋に誘さそった時は、簡単に来てくれたのに」

　去年の冬と似たような提案をしているにもかかわらず、明らかに違う反応にゼオルディスの唇が笑みに歪む。

「……そうか。お前はいつの間にか、そんなにもカーシュのことを……いいなあ。羨うらやましい」

　笑いながら、カシュヴァーンではない手が伸びてくる。

　そうと知った瞬間、ぞっと背筋が冷えた。反射的に逃げようとしてしまうが、しかし。

　──ここで嫌だと言えば、ノーラはどうなるのか。

「わ、私……、あっ」

　硬こう直ちよくするアリシアの髪に、今にも触れようとしていたゼオルディスの手が止まる。

　ルアークが横合いから彼の手を摑んだのだ。

「わたくしではいかがですか、王子殿下」

　黒いベール越しに挑ちよう発はつ的てきな視線を送ってくるルアークとゼオルディスは、しばし視線を交かわした。ややあって、ゼオルディスが笑ってルアークの手を払いのける。

「噂の〈玩具おもちやの兵隊〉がどんなものか、少し試してみたい気もするが、却きやつ下か。俺はどんな貧ひん乳にゆうでも本物が好きだ」

　お前の正体は分かっている。言外にそう述べると、ゼオルディスはフロリアンの腕に抱かれたままのミューゼの手首を摑んだ。

「いたっ……！」

「王子、乱暴は……!!」

　悲鳴を上げるミューゼにフロリアンが気け色しきばむが、ゼオルディスは取り合わない。

「失礼な奴だな、乱暴などする訳ないだろう？　ミューゼは俺の未来の妻、未来の王妃、未来の国こく母ぼなんだからな。さて、いつまでも逃げ回っていないで、そろそろ観念しろよフロリアン」

　まだ妊娠しているようには見えない細い体を無理やり引き剝がし、己の腕に収めたゼオルディスに従い、フロリアンは黙って歩き出す。刹せつ那な、その瞳はアリシアたちを振り返ったが、すぐにミューゼのほうを向いてしまった。

「じゃあな、アリシア。明日の夜まで時間をやろう。ゆっくり考えて、気が変わったら俺の部屋においで。ああ、今度はカーシュその他の同行はなしでな？」

　以前と同じ展開はごめんだと笑って、ゼオルディスは緞帳を開け放つ。たちまちのうちに怪物王子の背中は、怪物たちが群むれ集つどう舞踏会の中に消えていった。







　まだ舞踏会は続いているが、とても楽しめる気分ではなかった。同感らしいルアークに伴われ、カシュヴァーンへの報告もそこそこに客室に向かいながらアリシアは、らしくもなく大きなため息をついた。

「アリシア、大丈夫？」

　周囲に人ひと気けがないため、ルアークは普段の口く調ちように戻っている。気き遣づかいに満ちたその瞳に、アリシアは懸命に笑い返した。

「ええ、大丈夫。ごめんなさいねルアーク、結局ほとんど話してしまって……」

　ゼオルディスたちと別れた後、舞踏会場に戻ったアリシアたちを待っていたカシュヴァーンの最初のひと言は「ずいぶん遅かったな」だった。その後控え室へ抜け出し、最初はアーシェルとの再会だけ話そうと思ったのだが、相手は勘の良さに定評のあるカシュヴァーンである。

「仕方がないよ、アリシアに隠しごとなんて無理だし。どっちにしろカシュヴァーンおにいちゃんは、これで余計に王子殿下のことが嫌いになったみたいだけどねぇ」

　途中から殺意さえうかがわせる表情で話を聞いていたカシュヴァーンは、現在も舞踏会場に残っている。〈翼の祈り〉と王家の繫がり方がはっきり分かった以上、さらなる情報の収集が必要になったからだ。

「……俺も、残念ながらいよいよ嫌いになっちゃったけどね。アリシア、約束を守るのはいいことだけど、あの王子殿下に関しては俺たちになんでも話しておいてほしかったなぁ」

　ゼオルディスに誰にも教えるなと言われていた例の「魔法の呪文」についても、カシュヴァーンとルアークに話さざるをえなかった。あの名前が何を意味するかは教えてもらえず、ただ二度とその名を口にするなとカシュヴァーンにきつく言い渡されたのだが、ルアークも同意見のようだ。

「……ルアークは、知ってるの？　あの、もが」

　危あやうく口を滑らせかけたアリシアの口を、ルアークは慣れた手つきでふさぎながら、

「そうだね、知ってる。下手に王宮で名前を出せば、アリシアだけじゃなく周囲の人までまずいことになる名前だってね。王子様がこのまま王様になるのなら、余計に。ま、だからこそあの殿下は教えたんだろうけど」

　冷ややかにつぶやいてから、ルアークは優しい口調で言った。

「とにかく、今夜の件でアリシアもあの傷物王子様がどういう人かよーく分かったでしょ？　お願いだから、これで諦めて。ね？」

　怯えるコゼットにティルナードを奪わせ、アーシェルに夜よ伽とぎを命じ、己の子を腹に宿したミューゼの眼の前でアリシアを部屋に誘ったゼオルディス。

　傷を歪めて笑いながら、彼が伸ばしてきた手を思い出してアリシアは背筋がぞっとした。

「……そうね。私も、王子殿下のことを嫌いになってしまいそう……」

　ぽつりとつぶやくアリシアに苦笑いしたルアークは、やがてたどりついた部屋の扉とびらを開けようとして躊躇した。

「ルアーク、どうしたの？」

「あー……まあいいや、はい、どうぞ、アリシア」

　仕方がなさそうにルアークが開けた扉の中、白と金で統一された豪ごう勢せいな客間の隅すみにぼんやりと立っていたノーラがはっと振り返る。切なく眉根を寄せたその顔を見た途端、アリシアは言葉に詰まった。

「ノ、ノーラ……お、お帰りなさい」

「あ、お、奥様、ル……シアナ様も……、お早い、お帰り、ですわね……」

　動どう揺ようしながらノーラは、手にした物をさり気なく後うしろ手に隠そうとしている。ノーラの顔を見た途端、先ほどゼオルディスから持ちかけられた取引が頭の中でぐるぐる回り始めたアリシアも、同じぐらい動揺しながら尋ねた。

「ど、どうしたのノーラ、もうガーゼット侯爵様のお手伝いは終わったの？」

　グラネウスの名を聞いた途端、ノーラの表情が凪ないだ。

「……いいえ。材料を取りに、戻ってきただけですわ。……これです」

　そう言うとノーラは、今まで隠そうとしていた物を広げてアリシアに見せてくれた。

「まあ、きれいなドレス!!」

　それは、鮮やかな緑の布地を惜おしみなく使った美しいドレスだった。首筋や肩、胸の部分を見せつけるように大だい胆たんに開けた襟えりぐりや、手首の部分は、白いレースの花模も様ようで繊せん細さいに縁取られている。

「……そのドレス、アリシア用じゃないね？」

　主おもに胸周りの大きさを確かめながらルアークが聞くと、ノーラは疲れたように笑った。

「……ええ。レイデン家で、私が着ようと思って……作りましたの。……もしかしたらと思って、持ってきたのですけど……」

　その言葉に胸を突かれたような気持ちになり、アリシアは唇を震わせた。

「ノーラ……」

　しかしそれ以上の言葉を出せないアリシアを見つめ、ノーラは急に明るい声を出した。

「──でも、いいんです。このドレスは、『底なし沼ぬま』になるんですから!!」

「……え？」

　突然「底なし沼」と言われてときめきつつも戸と惑まどうアリシアに、ノーラはにこにこ説明してくれる。

「ガーゼット侯爵閣下は、明日の舞踏会で私が作成した衣装をお召めしになりたいのだそうですわ!!　何かいい案がないかとおっしゃったので、ちょうど緑の布地があると申し上げたら、ぜひとおっしゃられて……うふふ」

　ドレスの表面を指先でそっと撫なでながら語る声は明るく、そして虚うつろだ。なんの仮か装そうもしていないにもかかわらず、今のノーラはそのまま恐怖小説に出られそうだった。

「うふふ、それにしても私ったら、ガーゼット侯爵閣下に気に入られたのかしら……？　腕がいいって、とっても褒めて下さいますの。侯爵家の後妻というのも、なかなかいいと思いません？　伯爵夫人なんか目じゃないですわよね……うふふふ……では、お休みなさいませ……」

　仮面のような笑みを口元に貼はりつけ、ノーラはふわふわした足取りで戸口に向かう。ティルナードのために着るはずだったドレスを抱かかえ、彼女は部屋を出て行ってしまった。

「……ルアーク……」

　か細い声でルアークを呼んだアリシアだが、次の瞬間後こう悔かいした。ルアークが今のノーラを心配していないはずがない、そんなことは分かっているのに、唇から漏れる言葉を止められない。

「私、もうノーラのために、何もできないのね……」

「……あー!!　ごめん、アリシア!!」

　耐えかねたように叫さけんだルアークの姿がいきなり消えた。これ以上この空気の中にいるのが耐えられなくなったのだろう。

「あっ、ごめんなさい、ルアーク。違うの、分かってるわ。ルアークは悪くないって」

　悪いのはこの閉へい塞そくした状況を用意したゼオルディスだ。しかし同時に、この閉塞を打破する鍵かぎも彼は用意してくれていた。

「……やっぱり……」

　ためらいがちにアリシアが扉のほうを見た瞬間、眼の前にいきなりルアークが出現した。

「言っておくけど、見張ってるからね！　王子殿下のところには絶対行かせないから、じゃあお休みッ!!」

　言うだけ言って、ルアークは再び姿を消してしまう。

　突然のことにあ然としていたアリシアだが、やがてのろのろと部屋の隅で夜よ着ぎに着替え始めた。着替え終わる間合いに合わせてルアークが燭しよく台だいの火を消してくれたので、そのまま寝台に潜もぐり込む。

　ちっとも眠くなどないけれど、持ってきた本を読む気にさえなれない。眼を閉じても、まぶたの裏に先ほどのノーラの顔がいつまでも浮かぶ。

「……ごめんなさい、ノーラ……」

　軽はずみな行動は慎つつしまなければならないことは承知している。だけど我がことのように痛む胸が苦しくて、アリシアは夜明け頃まで寝つけなかった。








　第五章　僕のお姫様







　舞ぶ踏とう会かいの最終日、アリシアはやはりカシュヴァーンとルアークに行動を見張られていた。

「ええと……」

「却きやつ下か」

「あの……」

「だめです」

　最も早はや「ひとりになろう作戦」を繰くり出す隙すきさえ与えられない。しょんぼり肩を落としたアリシアは、この上なく楽しいはずの怪かい奇き仮か装そう舞踏会をぼんやり眺ながめることしかできずにいた。

　二人がここまでつれない態度を取るのは、無む論ろんアリシアが王子のところに行かないように監かん視ししているのである。特にカシュヴァーンの態度はあからさまで、アリシアがゼオルディスを見ることさえ不ふ愉ゆ快かいに思っている様子だ。

　……アリシアにしても、今ゼオルディスに積極的に会いたいとはあまり思わない。彼と会えば、今夜どうするのか改めて聞かれるに決まっている。

　選ばなくてはいけないのか。自分の幸せか、ノーラの幸せか。

「私もノーラも、アーシェル様も……みんな好きな人と幸せになれればいいのに……」

　当たり前でいて「贅ぜい沢たく」な願いをつぶやきながら、ちらりと舞踏会の片かた隅すみに視線をやれば、イーダルとマーベリック、それにナディールを連れたゼオルディスの周りに、黒山の人だかりができている。

　ダンスを放り出して殺さつ到とうした人々のお目当ては、ゼオルディスの側そばにある長なが椅い子すにかけた少女。またしても仮面をかぶり、がちがちに固まっているコゼットではなく、静かな無表情を保たもっている聖女アーシェルである。

　王子の部屋に呼ばれずにすんだためか、幾いく分ぶんかアーシェルの顔色はましになっていた。しかし王家に利用されている無念さはいかんともしがたいらしく、近々結婚するという話のナディールに何か言われるたび、うるさそうに顔を背そむけている。

「……ミューゼ嬢じようは懐かい妊にんしているとの話だったな。これで王子殿でん下かの天下は盤ばん石じやくか」

　さり気なくアリシアを自分のほうに向かせながら、カシュヴァーンは不在のミューゼについてつぶやいた。フロリアンも同じく姿が見えないのは、妹に付き添そっているのか、衣い装しようへの羞しゆう恥ち心しんから隠かくれているのか。

「お父上の失しつ態たいから学ばれたのでしょう。優秀でいらっしゃること」

　ゼオルディス自身がいきなり政治の場に出てきたことをルアークが当てこする。その声を聞きながら、アリシアはそっと尋たずねてみた。

「……レイデン伯はく爵しやく様さまも、まだ伏せっていらっしゃいますの？」

　夕べフロリアンを探しにゼオルディスがやって来たのは、その前にティルナードが体調を崩くずして退出してしまい、遊び相手がいなくなったためらしい。現在もティルナードの姿は会場内のどこにも見当たらない。

「らしいな。セイグラムにも会いたくないと言って、部屋に入れてくれないそうだ」

　カシュヴァーンの答えに、アリシアは眉まゆ根ねを寄せた。

　ティルナードがこのまま来なければ、本人不在のままコゼットとの婚こん約やくが強引に推おし進められてしまうだろう。……あるいは彼は、己おのれが選択をしなければならない重圧に耐たえられず、「勝手にしてくれ」という心境に陥おちいっているのだろうか。

「……選ぶのは、大変なことですものね……でも……」

　ティルナードを責せめかけて、アリシアは口をつぐんだ。心の中で、幾いく度どとなくつらい局面を乗り越えさせてくれた魔法の呪じゆ文もんを唱となえる。

　仕方がないこと、どうしようもないこと。受け入れるしかない。諦あきらめるしかない。この状況で手に入る幸せで、満足しなければならない。

「手切れ金っていただけるのかしらね……そのお金を持参金にすれば、ガーゼット侯こう爵しやく様は難しいかもしれないけど、他の方のおうちに嫁とつぐことは可能かも……」

　ノーラはティルナードの愛人は嫌だというし、グラネウスは亡なき妻以外を正妻に迎むかえるつもりはなさそうだ。ならば、と真剣に考え始めたアリシアは、ふと本日会場に入って以来グラネウスの顔も見ていないことに気づいた。

「そういえば、ガーゼット侯爵様はどちらかしら。今日のお衣装は『底なし沼ぬま』ということでしたけど」

　昨日は「海」を主題にした衣装で堂々と舞踏会を闊かつ歩ぽし、周囲から避さけられまくっていたグラネウスである。ノーラの衣装製作は間に合ったのだろうか。

「いっそクリストン卿とノーラが結婚するというのは……」

　懸けん命めいにノーラが幸せになる方法を考えていたアリシアの耳に、レイデン伯爵、というどよめきが届いた。







「光の翼つばさの間」の入口に眼をやれば、ちょうどティルナードが入場してくるところだ。その手はしっかりノーラの手を握にぎっており、数歩遅れてセイグラムがついてきている。

「……まあ、レイデン伯爵様、ノーラ、それにセイグラムまで……」

　ティルナードの顔は厳きびしく張りつめており、対照的にノーラはひどく困こん惑わくした様子だ。ティルナードは仮装ではなく一般的な舞踏会に相応ふさわしい礼装、セイグラムは服装も表情もいつもどおりだが、ノーラはメイド服ではない。

　自じ慢まんの赤毛を引き立たせる、鮮あざやかな緑のドレス。

　夕べ「底なし沼」にするからといってノーラが持っていったドレスは、たくさんの宝石で飾かざり立てられ、薄暗い会場内でまぶしい輝きを放はなっていた。

「すてきだわノーラ……あら、でもあのドレス、『底なし沼』になったのでは……？」

　ああして宝石で飾ることで、あえて「底なし沼」を表現しようというのか。だがそもそも、なぜグラネウスではなくノーラがあのドレスを着て現れたのか。

　不ふ思し議ぎに思っているアリシアの肩を抱だいて、カシュヴァーンが突然歩き始めた。

「あ、あら？」

「行くぞ、アリシア」

　驚く妻にためらう暇ひまを与えず、カシュヴァーンはアリシアとルアークを連れてゼオルディスたちの側に向かった。

　ちょうどノーラの手を引いたティルナードも、ゼオルディスたちの前に立ったところだ。いつの間に現れたのか、相変わらず茶色い塊かたまりのような姿のジェダも側に貼はりついている。

「ゼオルディス王子殿下、スタンバール宰さい相しよう閣かつ下か、コゼット様、クリストン卿」

「どうしたティル、改まって。使用人を引き連れて、何か余よ興きようでも見せてくれるのか？」

　鷹おう揚ように笑うゼオルディスに対しても、ティルナードは気き後おくれした様子を見せない。毅き然ぜんと胸を張り、

「せっかくのお申し出に対し、誠まことに申し訳ありませんが、僕には心に決めた相手がいます。彼女はノーラ・テルペスといい、僕の後こう見けん人にんであるライセン強きよう公こう爵しやく家けで働く女性です。僕は彼女と結婚します」

　ひと息にティルナードが言いきった瞬間、ノーラとマーベリックがはっと眼を見張ったが、ゼオルディスは気さくにノーラに声をかけてきた。

「やあノーラ、久しぶりだ。前より一層美人になったな、やはり恋をすると女は変わるのか？」

「……は、あの、ありがとうございます……」

　ただでさえ状況がよく分かっていないらしいノーラは返事に窮きゆうしている。

















　うつむきかげんのノーラから、ゼオルディスは再度ティルナードに眼を移した。

「そしてティルも、恋を知ってずいぶん馬ば鹿かになってしまったようじゃないか。俺とイーダルがみなの前で妻にと薦すすめた女性を、メイドとの結婚を理由に断るのか？」

　予期されていた台詞せりふに、ノーラがびくっと身を竦すくめる。何事かと固かた唾ずを吞のんでいた周囲の人々も、メイドと分かったノーラを冷ややかな眼で見つめていた。

　いくら下げ克こく上じようの風が吹き荒れ、農民出身の新しん興こう貴族が大量出現した歴史があっても。いやそれだからこそ、爵位を持つ者とそうでない者の結婚は望まれない。この舞踏会に集つどった貴族たちは地方伯がほとんどだから、そう考えるのはなおさらだ。

「ノーラ……」

　ティルナードががんばってくれているのは分かる。率そつ直ちよくな直じか談だん判ぱんは好もしいが、いたたまれなさにますますうつむくノーラを見やり、アリシアまで胸が苦しくなる。

「その件についてだが」

　いつしか楽団も演えん奏そうをやめてしまい、しんと静まり返ったなかに響いたのは、ゼオルディスの前へと進み出たグラネウスだった。

　本日のグラネウスは、何かの作業手順と天体図がびっしり縫ぬい込まれた長ちよう衣いを身につけている。さらには小型の坩る堝つぼだの反はん射しや炉ろだの、太陽と月が表紙に描かれた書物だのを抱かかえているのを見て、アリシアは歓かん喜きの声を上げた。

「あら、ガーゼット侯爵様、そのお衣装は『底なし沼』というより『錬れん金きん術じゆつ師し』もが」

　錬金術師の実験のみならず、真理を求める行為全般を指す「大いなる作業」を体現した衣装と看かん破ぱしたアリシアの口を、素す早ばやくカシュヴァーンがふさいだ。

「その前に、私のこの衣装はどうかね？　ゼオ」

　ライセン夫妻をよそに、グラネウスはゼオルディスに感想を求めている。

「やあ、これはおじさま。ええ、いつもどおり、大変に斬ざん新しんで刺激的ですよ」

〈翼の祈いのり〉教団は錬金術を認めていない。おまけに昨年、錬金術師に化けた暗殺者が国王暗殺未み遂すい事件を起こし、本人は服毒自殺するといった顚てん末まつを迎えたばかりだ。

　日を追うごとに過か激げきさを増すグラネウスの衣装を、ゼオルディスはにやにやしながら眺めている。グラネウスも上品に笑んで応じた。

「ありがとう。実はこの服は、そこのノーラが仕立ててくれたのだよ。見たまえこの縫い取りなど、見事なものだろう？」

　名前を呼ばれ、ノーラが弾はじかれたように顔を上げる。グラネウスはその、よく見ると徹てつ夜や明あけのくまをうっすら化け粧しようの下に浮かせた顔を覗のぞき込んだ。

「そうだね？　ノーラ。君はよく働いてくれた」

「い、いえ、ただ図面に沿そって手を動かしていただけですわ……」

「底なし沼」が題材ではないものの、ノーラがグラネウスの衣装製作を引き続き手伝っていたことは確かなようだ。その答えにグラネウスは満足したらしく、軽くノーラの肩を抱いてこう告げた。

「ゼオ。私は彼女の針はり子この腕うで前まえが大変気に入ったので、近々養女として迎えたいと思っている。ガーゼット侯爵家の娘なら、レイデン伯爵家との縁えん組ぐみに不足はあるまい？」

「……は？」

　ゼオルディスとイーダルとマーベリックが全く同じ反応を示す、という奇き跡せきが起こった。

　アリシアもまた、事態についていけず、眼をぱちぱちさせながらつぶやく。

「あ、あら？　妻ではなく娘？　ということは、私とノーラって姉妹……、あっ」

　混乱しているアリシアをルアークに任まかせ、カシュヴァーンがすっと前に進み出る。

「大変光栄な申し出です。私はレイデン伯爵の後見人として、そのお話謹つつしんでお受けいたします」

　カシュヴァーンが一人称を「私」に改めるのは、忠ちゆう誠せいを誓ちかったグラネウスに対してだけだ。

　実に滑なめらかな対応にさらについていけなくなり、たたずむアリシアを尻しり目めに、今度はエルティーナが口を開く。

「とってもきれいよ、ノーラ。レイデン伯爵、すてきなお嫁さんを見つけたわね。ねえジス？」

「……ええ、とてもお似合いです」

　地方伯至上主義者であるジスカルドは、いくぶん気が進まない様子だ。だがエルティーナに説得されたのか、ティルナードがゼオルディス側に取り込まれるよりはましだと思っているのか、控ひかえめながらも賛さん同どうの意を示した。







「──……ははははは、なるほどなるほど!!　娘には娘で対たい抗こう、という訳か!!　美人の娘がいない家ではよく使う手だよな!!」

　静まり返った「光の翼の間」に、ゼオルディスの大爆笑だけが響き渡る。

「じゃあしょうがないな、コゼット。お前とはここでお別れだ」

　あっさり言われ、コゼットが仮面の下でくぐもった悲ひ鳴めいを上げる。

「なあイーダル？　ティルと結婚できないのなら、王宮にもお前の家にも修道院にも、お前の娘の居場所はないよな？　当然スタンバールの姓を名乗らせる必要もない」

「御ぎよ意い」

　これまたあっさり同意したイーダルは、路ろ傍ぼうの石でも見るようにコゼットを見た。元々親の名も教えず修道院に預けていた娘など、彼にとってはその程度のものでしかないのだろう。

「おや、もう失神したのか？　すまないなマーベリック、適当なところに捨ててきてくれ」

　父親の表情を見ることはできないはずのコゼットだったが、聴ちよう覚かくからもたらされた絶望だけで彼女には十分だった。ぐったりと背もたれにもたれているコゼットを、隣のアーシェルは唇くちびるを嚙かんで見つめているが、彼女にはどうすることもできない。

　ためらいながらもマーベリックがコゼットを抱え上げようとした時、

「あの、王子殿下も宰相閣下も、コゼット様を捨てておしまいになりますの？」

　突然アリシアがそんな念押しを始めたので、カシュヴァーンが慌あわてて制した。

「おい、アリシア、余計なことを言うな!!」

　死体に鞭むち打うつようなアリシアの言葉を聞いて、ゼオルディスは楽しそうに笑っている。

「ああ、そうだよアリシア。ティルも俺もイーダルも彼女はいらないそうだから、もう捨てるしかないだろう？」

　罪ざい悪あく感かんに、ティルナードが顔を曇くもらせる。しかしアリシアは晴れやかな笑顔になった。

「では、みなさんがいらないなら、私がコゼット様をもらってもよろしいですわよね!!」

「おい、アリシア……！」

　何を言い出すのかと、カシュヴァーンが慌てているが、アリシアは口をふさがれそうになりながら訴うつたえる。

「もが、王子殿下も宰相閣下も、コゼット様はいらないのでしょう？　ノーラは近いうちにレイデン伯爵様に嫁ぐのですもの、代わりのメイドが必要ですから!!　私たちの屋や敷しきで喜んで働く方はあまりいませんから、他に行き場のない方は好こう都つ合ごうですわ!!」

「……まあすでに、他に行き場のない人間の集合場所になりつつありますからね……」

　その筆頭であるルアークが苦笑いし、イーダルがまなじりを吊つり上げたが、ゼオルディスは笑いながら宰相を制した。

「なんでも残さず再利用、か。分かったよアリシア、コゼットはお前にやろう。しかし趣味のいいお前の家で彼女が働くのは、相当大変だと思うが？」

　お手並み拝見とばかりにゼオルディスは許可を与え、マーベリックへの命令を訂てい正せいした。

「マーベリック、コゼット嬢をとりあえず部屋へ送っておけ。荷物をまとめさせておくように、いいな？」

「……かしこまりました」

　近くにいた従じゆう僕ぼくにも手伝わせ、コゼットを抱えたマーベリックは広間の外へ出て行こうとする。その途中、ティルナードの脇わきを通り過ぎながら彼は小さくつぶやいた。

「後こう悔かいすることになりますよ」

　セイグラムを睨にらんでの忠告に、ティルナードは落ち着いた声こわ音ねで返した。

「誰にとっても、とは申しませんが、少なくとも僕にとってはセイグラムはいい執しつ事じです。あなたこそ、仕つかえる相手はよく考えたほうがいい」

　信頼に基もとづいた忠告を返され、マーベリックは眼の端はしを引きつらせた。一瞬、すがるような色がその顔に浮かぶ。

　しかし結局は矜きよう持じと恐怖が勝かった。マーベリックは何も言わずに退出していった。

「音楽を」

　人々を見回して、ゼオルディスが楽団に指示を出す。

「王子ゼオルディスより、レイデン伯爵夫妻に一曲捧ささげよう。曲名は『恋の翼の下で』。さあ、みな、今こ宵よい最後のダンスを楽しむといい」

　指示された曲目は、初めてダンスを習う際によく演奏される歴史ある一曲。アリシアの耳にも馴な染じんだその曲の楽がく譜ふを、楽団員たちが急いで用意する。

「ありがとう、ゼオ。寛かん大だいな措そ置ちに感謝する。お前は本当に優しい子だな」

　グラネウスが微笑ほほえむと、ゼオルディスもにこっと笑った。

「ええ、俺はとても優しくて心が広いんですよ。なあアリシア？」

　ついでのように呼ばれたアリシアも、にっこり笑って頭を下げた。

「ええ、ちょっとゼ……、王子殿下のことを嫌いになりかけましたけど、終わり良ければすべて良しですわ。舞踏会自体はとても楽しかったですし、ありがとうございます!!」

「はは、そうか、それはよかった」

　素直すぎる返答に、ゼオルディスは妙みように優しげに笑うだけだ。アーシェルもひとまず安堵の息を吐いているが、王子の笑顔に何を感じたか、グラネウスがこう言葉を重ねた。

「私は人より少しばかりお前のことを知っているつもりだ。ゼオ、お前は昔から勉強熱心で、母親想いのいい子だった。私はお前にも、ぜひ幸せになってほしいと思っている。それを忘れないでほしい」

「ええ、俺も幸せになりたいし、みんなを幸せにしたいと思っていますよ」

「母親」という単語にイーダルがぴくっと反応したが、ゼオルディスの笑顔は変わらない。いつもどおり明るく、快かい活かつだ。

　やがて初恋のときめきをつづったとされる華はなやかで明るい旋せん律りつが、薄暗い「光の翼の間」に流れ始めた。ゼオルディス自身はもう踊るつもりはないらしく、ただにこにこと楽しそうに最後のダンスの風景を眺めていた。







「……これは、夢ですの……？」

　曲が始まり、大勢の紳しん士し淑しゆく女じよがダンスを開始したが、ノーラはまだ呆ぼう然ぜんとしている。

「夢じゃない」

　その手をしっかり握り、ティルナードが優しく言い聞かせると、ノーラは今さらのようにあたふたし始めた。

「わ、私、さっきまでガーゼット侯爵のお衣装を縫っていましたのに……それが急に、あの方の召めし使つかいに着替えさせられて、ここまで引っ張ってこられて、も、もう何が、なんだか……!!」

　混乱するノーラをなだめるようにその肩を叩たたいたグラネウスは、「しかし残念だ、そのように『普通』のドレスで紹しよう介かいしてしまうとは。アリシア用に用意しておいたドレスが胸でつかえなければ……」と未み練れんがましい。その横でエルティーナは「ノーラ、ドレスを持ってきていて本当によかったわね……」とつぶやいている。

「ノーラ、ごめん。不安にさせてすまなかった」

　恋人の混乱を鎮しずめるよう、ティルナードは誠意をこめて頭を下げた。

「いろいろ、考えた。本当にいろいろ。……でも」

　聖女アーシェルを王宮へ連れて来るなど、次代の王としての力を見せつけてくるゼオルディスに逆らえばどうなるのか。今も心に刻きざまれた前後見人ユーラン、その妹であるコゼットを不幸にしてもいいのか。

　考える時間は限られ、カシュヴァーンもセイグラムも力を貸してくれない状況で、ティルナードは選ばなければならなかった。同時に他の選せん択たく肢しを捨てなければならなかった。

「でもやっぱり、僕のお姫様はお前なんだ、ノーラ。──結婚してほしい。必ず幸せにしてみせる」

　凜りんとして告げられた求婚に、ノーラの眼が潤うるむ。

「……は、はい。はい、はい……!!」

　化粧崩れも厭いとわず、ぼろぼろと泣き始めたノーラに、グラネウスが優しく微笑みかけた。

「ということは、私の養女になることを承しよう知ちしてくれるということだね、ノーラ。言っておくが、ゆめゆめこの私がただの政略で娘を迎えるなどとは思わないでくれたまえ。アリシアやティルナードに愛され、針子の腕前も確かな君には、十分にその価値があるのだから」

　未来の息子を名前で呼びながら、グラネウスはお茶目に片眼をつぶってみせる。もっと泣き始めたノーラを見ながら、アリシアも感動に身を震ふるわせた。

「よかったわノーラ、よかった……!!」

　安あん堵どするアリシアに、ティルナードが改まった顔で礼を述のべる。

「アリシア様、コゼット様の件についてはありがとうございます。……ノーラを選んだ僕が言えた義理ではないと思いますが、あの方をよろしくお願いします」

　コゼットの処しよ遇ぐうはやはり気になっていたらしい。アリシアは首を振ってみせた。

「お気になさらないで、私もノーラがいなくなると寂さびしくなりますもの。それに他に行き場のないコゼット様なら、きっとお給金も安く抑おさえられますわ。ねえカシュヴァーン様……」

　微笑みながら夫を振り仰あおいだアリシアの頭に手を置いて、カシュヴァーンは大きな息を吐く。

「よかったなノーラ。そしてティル、俺やセイグラムにはなんの相談もなかったが、これは一体どういうことだ？」

　びくっとノーラが身を竦める。ティルナードはそんな彼女の手をもう一度ぎゅっと握り、後見人と執事のほうを向いた。

「……ラ、ライセン、セイグラム」

　腕組みしながら自分を見つめるカシュヴァーンと、その横で眼鏡めがねを押し上げているセイグラムは、ティルナードにとってはある意味ゼオルディス以上に怖こわい存在だ。

　だが同時に認めてほしい相手でもあり、ティルナードは震える声で理解を求めた。

「か、勝手なことをして悪かったと思ってる。でも、いろいろ考えたけど、これが最善の方法だと思うんだ。僕がコゼット嬢と結婚すれば、それを理由にレイデン地方の統とう治ちにも王家が口を出してくるだろう。ガーゼット侯爵やオーデル侯爵夫妻の口添えがあれば、ゼオや宰相閣下もあまり無茶なことはできないはずだし……」

　またジェダと話しているグラネウスや、ジスカルドと踊り始めたエルティーナを見ながらティルナードは言う。カシュヴァーンたちには何も言わず、直接グラネウスやオーデル侯爵夫妻に協力を持ちかけ、外そと堀ぼりを固めた上で事を起こしたらしい。

　そういえばティルナードは昨日、体調を崩したとの理由で舞踏会を途中退出していた。今日の準備をするためだったのね、と気がついたアリシアをよそに、ティルナードは懇こん願がんを続ける。

「僕はノーラと結婚する。ノーラとしか結婚しない。か、完かん璧ぺきに王家にけんかを売ることになってしまったけど、お前たちには分かってほしいんだ。頼む……!!」

　ノーラと手を取り合い、必死に頼むその姿をカシュヴァーンとセイグラムは無言で見つめている。

　楽しげに流れる「恋の翼の下で」が滑こつ稽けいに感じられるほど、胃いに悪い沈ちん黙もくの時間がしばらく続いた。

「遅いな」

「遅いですね」

　ほぼ同時にカシュヴァーンとセイグラムが口にした言葉に、ティルナードがぽかんとする。

「……は？」

「遅いと言ったんだ馬鹿。なんでそれを初日に言ってこないんだ馬鹿。ぐだぐだひとりで悩んで、ノーラを泣かせて、馬鹿かお前は。これ以上素そっ気けない態度を取っていたら、俺がアリシアに嫌われると思ってひやひやしたぞ？」

　馬鹿を連呼したカシュヴァーンが、不足分を埋うめるように妻の頭を撫なで始める。

「総合すると六十八点、ぎりぎりで及きゆう第だい点てんといったところですよティルナード様。私が選んだ主あるじとして、常に恥ずかしくない態度を心がけていただきたい」

　厳げん格かくな採点結果を告げるセイグラムは、相変わらず執事というより教育係のそれである。

「……なっ、お、お前たち、最初から……!?」

「お二人とも、私たちをだましてましたの!?」

　未来のレイデン伯爵夫妻が声を揃そろえて絶ぜつ叫きようしても、カシュヴァーンは涼しい顔だ。

「だますとは人聞きの悪い。俺は一度も噓うそなど言っていないぞ？　俺はアリシアの王子様であり、ノーラのことはノーラの王子様が考えるべきことだろうが」

　確かにカシュヴァーンはアリシアに何度もそう言った。お前が考えるべきことではない、とも言った。

「ルシアナは、知っていたのね？」

　アリシアに聞かれ、ルアークは苦笑いを浮かべた。

「……申し訳ありませんわ、奥様。……お恨うらみにならないで下さいね？」

　ティルナードの決断を、ルアークもまた待っていたのだ。フロリアンに引き合わせてくれたのは、アーシェルにまで事が及んだからだったのだろう。

「もちろんよ、よかったわ！　まあ、じゃあセイグラムもノーラを認めてくれるのね？　そしてずっと、執事として二人の側にいてくれるのね……？」

　本当にマーベリックと交代するつもりなのかと、ひそかに気に病やんでいたアリシアの念押しに、セイグラムは珍めずらしく口の端に笑みを浮かべた。

「当たり前ではないですか。私がいなくなったらティルナード様がかわいそうです」

「……自分で言うなよ、それ……」

　どこから出てくるのか、と思わせる自信に満ちた口ぶりに、ティルナードは最早文句をつける気力も湧わかない様子だった。ノーラも崩れた化粧をせっせと直しながら、恨みがましい視線を送るばかりである。

「──俺は俺の家で働くメイドが不幸になる姿を二度と見たくない。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちの男にノーラを嫁がせるぐらいなら、いっそここで破談になってもいいと思っていた」

　一転、真ま面じ目めな口く調ちようになったカシュヴァーンがそう言うと、ティルナードがはっとした顔になった。

「予想としては、ノーラを俺の娘にしろ、とでも言ってくるかと思ったんだが……ガーゼット侯爵閣下を抱き込むあたりに政治的手しゆ腕わんを感じるな。セイグラムの教育の賜たま物ものか？」

　貴族社会での絆きずなは、婚こん姻いん関係を結ぶことにより強化される。この状況でちゃっかりグラネウスを巻き込んだことを、カシュヴァーンは一番評価しているようだった。

「さあ、せっかく王子殿下が気を利かせてくれたんだ。踊ってこい、二人とも」

　促うながされ、ティルナードはノーラを見つめた。照れくさそうにしながらも、その手を取って気取った台詞を口にする。

「僕と踊っていただけますか、姫君」

　もちろん返事は決まっていた。







　レイデン家での舞踏会に合わせ、ダンスの教師を呼ぶことを許されていたノーラである。少し不慣れな様子ではあるが、初うい々ういしいしぐさでティルナードと踊る姿を見て、アリシアはしみじみとした喜びを感じていた。

「……ごめんなさい、カシュヴァーン様、セイグラム。私ちょっとだけ、お二人のことをひどいって思っていました……」

　小さな声でアリシアが謝ると、カシュヴァーンも妻の肩を抱きながら謝罪を始めた。

「……俺たちのほうこそ、許してほしい。正直、お前があれほどまでにノーラを庇かばうとは思っていなかったんだ。だがあのおぼっちゃんは、相当追い詰めてやらないといつまでも決断できそうにないからな。悪いが味方は削けずらせてもらった」

「……そうだったんですね、申し訳ないですわ。私ったら、かえってお邪じや魔まを……、あっ」

　肩を抱く指に力がこもる。わずかに身を屈かがめたカシュヴァーンが、アリシアの耳元にささやきかけてきた。

「もっとも、一年前の俺なら、ティルがどう言おうが後見人としてコゼット嬢との結婚を推し進めたかもしれないが……どうしても彼女でなければ、という気持ちは俺にも分かるようになったしな」

　肩を伝い下おりた手が、アリシアの手を強く握った。耳と指から広がる「おなかが痛い」にぼうっとなっている妻に、カシュヴァーンは甘い声で続ける。

「あれはなかなかの殺し文句だった。それに聖女アーシェルの件とコゼット嬢の件も見事だ。あのお嬢さんはたぶん我が家で働くのは無理だろうから、どこかに働き口を探してやろう。……でも、今度はなんでも俺に相談してからにしてくれよ？」

　苦笑しながらつけ加えられたお説教すら心地いい。こっくりうなずきながら、アリシアは晴れ晴れとした気持ちで終わっていく「恋の翼の下で」に耳を傾かたむけていた。







　音楽が終わり、ティルナードがノーラの手を引いて戻ってくる。

　ゼオルディスが閉へい幕まくの宣せん言げんをしたため、人々は三々五々引き上げ始めた。使用人たちが主を迎えに会場を訪おとずれ、トレイスもライセン夫妻の側にやって来た。

「どうやら、うまくいったようですね」

　頰ほおを上気させたノーラの顔の明るさを見て、トレイスはほっと息を吐く。彼もまた、カシュヴァーンに口止めされてティルナードの決意を待っていたらしい。

「……あの、ノーラ」

　きらきらと輝くような笑みを浮かべているノーラに、ティルナードは遠えん慮りよがちに声をかけた。

「結婚の準備は進めるけど……その、初夜は僕の覚悟が決まるまで待ってほしいんだ」

　突然の頼みに、ノーラの笑顔がたちまち曇る。

「い、今ここでする話ですの!?　そ、それに、なんですのよ、結婚の申し込みまでしておいて……私にはそんなに魅み力りよくがありませんの？」

　魅力が詰まってこぼれ落ちそうな胸を震わせ、ノーラが悲しげに訴える。ティルナードは慌てて「違う」と首を振った。

「僕はその、痛いのはだめだから……初夜ってその、お尻……さ、裂さけることもあるって、セイグラムが……」

　実際に尻を押さえ、恥ずかしそうにしている未来の夫を見てノーラの表情が凍こおった。それを違う意味に取ったらしく、ティルナードは急いでつけ加える。

「あっ、もちろんノーラは優しくしてくれると思ってるんだ！　でもその、僕は痛いのは本当にだめだから……」

　十歳で家族を失い、火と暴力への恐怖を植えつけられ、以後レイデン家の財産目当ての後見人の家をたらい回しにされてきたティルナードである。

　一般教養は身につけさせてくれたかもしれないが、まともな友達もいなかった身では性的な知識を得る機会はなかったのだろう。一番長く側にいたユーランは聖職者だった。

　耐えきれなくなったようにルアークが吹き出し、トレイスは硬こう直ちよくしている。そしてノーラは、大声でセイグラムを怒ど鳴なりつけた。

「──セ・イ・グ・ラ・ムッ!!」

「なんですか、未来の奥様」

　しれっと応じたセイグラムを、ノーラは赤い顔をして睨みつけた。

「なんですかじゃありませんわよ、あ、あなたって人は!!　純じゆん粋すいなティルナード様になんてことを吹き込んでくれたのッ!?」

　誰がそんな教育をしろと言ったのかと憤いきどおるノーラを、セイグラムは冷たくはねつけた。

「では、お前が誤解を解けばいい」

　薄い唇に冷ややかな笑みをたたえ、セイグラムは平然と言った。

「お前が一から十まで、手取り足取り、細かく説明すればいいだろう？　そうだ、ガーゼット侯爵閣下は『人体模も型けい』の衣装を持っておられたな？　養女としてお迎えいただけることになったんだ、あれを貸していただければ説明もより具体的に」

「……きいいいいいいいい!!」

　獣けものじみた声を発し、ノーラがセイグラムに摑つかみかかった。

「ちょっ、やめろよノーラ、セイグラムも!!」

　仲ちゆう裁さいに入ったティルナードもあっという間に巻き添えを食らい、結局いつもの怒鳴り合いに突入したレイデン家の面々をよそに、アリシアはひとり納なつ得とくしている。

「まあ、カシュヴァーン様も、痛いからなかなか私と初夜を迎えて下さらなかったのね……!!」

　今までずっと、カシュヴァーンはいい雰ふん囲い気きになってはやめ、いい雰囲気になってはやめで、ひそかに続きを待っていたアリシアの期待に応こたえずにいた。

　だがそれも、相当の痛みを伴ともなうものであるのなら納得だ。王子殿下は痛いのは平気なのね、と思いながら、アリシアは何も言えないでいるカシュヴァーンに微笑む。

「私ったら知識がなくて、本当に申し訳ないですわ！　ああ、でも、努力しますから待っていらして!!　カシュヴァーン様が痛くないように、優しくして差し上げますわ!!　ねえノーラ、私にも一から十まで教えてくれない!?」

「……いや、痛いのはお前……」

　思わずつぶやいたカシュヴァーンは、途中で考えを改めた。

「しかし、お前は体が小さいしな……場合によっては、俺も痛いかもしれな、痛い、痛い!!　分かった、トレイス、悪かった!!」

　並の聖職者より清らかな精神構造を持つトレイスに「破は廉れん恥ち！　破廉恥!!」と叫さけびながら殴なぐられ、カシュヴァーンは急いで謝った。







　遅く始まり遅く終わるのが舞踏会というもの。アリシアたちが舞踏会場を抜け出した時には、シルディーン王宮は真夜中の闇やみにすっぽりと包まれていた。

　空を見上げれば星の光がまたたき、地上に眼をやれば王宮を出発した馬車の角灯ランタンが散らばっている。比ひ較かく的てき近い場所から招まねかれた者たちが帰宅していくのだが、アリシアたちのように遠い地域から来た者はどうせ何日もかけて帰るのだ。わざわざ危険を犯おかして夜に発たつ理由もないので、明日の朝に出しゆつ立たつする予定だった。

「どうした、アリシア？　また本でも借りて帰りたいのか？」

　客室に戻る途中、アリシアが中庭のほうを向いているのを見てカシュヴァーンが話しかけてきた。赤あか煉れん瓦が作りの王立図書館を見ている、と思ったのだろうが、アリシアが見ているのは昨夜アーシェルと会った聖堂である。

「……アーシェル様は……今度あちらで、ナディール様と結婚されるそうですわ。王子殿下やミューゼ様と一緒に……」

　アーシェルがゼオルディスの部屋に行くことは免まぬがれた。しかしナディールとの結婚自体は、アリシアにもどうしようもない。

　アーシェルの口ぶりだと、彼女はまだしばらく王宮に滞たい在ざいするようだ。詳くわしい話はオーデル侯爵夫妻やグラネウスが引き続き探さぐってくれるらしいが、後ろ髪を引かれる思いがするのは事実。

「……ちょっと行ってみるか？　警けい備び兵へいがいる様子もないし、いたらいたで見学したいとでも言えばいいだろう」

　カシュヴァーンにそう誘さそわれ、アリシアは首を振った。

「あ、いえ、いいんです。アーシェル様は、もうあそこにはいらっしゃらないでしょうし」

「いや、そうじゃなくてな……ああ、悪いな、お前たちは先に戻っていてくれ」

　何か別の考えがあるらしく、カシュヴァーンは一緒に歩いていたルアーク以下いつもの面々を追い払おうとしている。

「……カシュヴァーン様、王宮で、しかも聖堂でおかしな真ま似ねをなさらないで下さいよ？」

　先ほどの一件が尾を引いているらしく、トレイスは胡う乱ろんな眼をしている。

「まあまあトレイス様、一部の男性はそういうことに興こう奮ふんするものですから」

「ルシアナ」のままのルアークのひどい取りなしに、カシュヴァーンはため息をつく。

「俺はどれだけの変態だと思われているんだ？　……まあいいから、ちょっと来いアリシア。……いや、何もしないから。本当に」

　なおも疑い深い表情のトレイスに断りを入れたカシュヴァーンは、アリシアだけを連れて聖堂に向かった。







　聖堂の扉とびらを開けると、予想どおり中には誰もいなかった。警備兵や管理を任されている聖職者ぐらいはいるかと思ったが、時刻が時刻であるためか、人ひと気けは全くない。

「やっぱりきれい、そして高そう……」

　ステンドグラスから差し込む鮮やかな光に誘われたように、とことこと奥へ進んだアリシアを追って、カシュヴァーンもゆっくりと歩を進める。その眼は昨夜のアリシアと同じように、左右の壁に描かれた宗教画や正面のステンドグラスを物珍しげに眺めていた。

　二人ともいまだ仮装を解いていないので、黒い翼持つ「魔女」と黒ずくめの「吸きゆう血けつ鬼き」が聖堂内を眺め回す様はひどく奇妙な光景だ。ここは邪じや教きようの儀ぎ式しきなど執とり行うべきかしら、とわくわくしながら振り向いたアリシアは、カシュヴァーンがじっと上を向いて動かないことに気づいた。

「そんなにここは珍しいですか？　そうだわ、カシュヴァーン様は聖堂にいらっしゃるのはずいぶん久しぶりのことですよね」

　長く聖堂に足を踏ふみ入れていない、と公言しているカシュヴァーンである。アリシアとの結婚の際でさえ聖堂を使わなかったぐらいなのだが、何気ない妻のひと言に彼は表情を陰かげらせた。

「……あ、あの、気を悪くされたらごめんなさい」

「……いや」

　まぶしそうに翼の聖女を象かたどったステンドグラスを見上げていたカシュヴァーンは、アリシアに眼を戻して言った。

「……俺たちはちゃんとした結婚式を挙あげていないよな、そういえば」

　平坦な声音に、妙に胸が騒さわいだ。ただでさえ眼が悪いアリシアには、上から降ふる光を浴あびるカシュヴァーンの表情はひどく読み取りにくい。

「いえ、でもほら、ちょっと順番は違ってしまいましたけど、指輪もいただきましたし……な、何度も、口づけも、しましたし……」

　カシュヴァーンから贈おくられた指輪を、アリシアは月明かりに掲かかげてみせる。大粒のダイヤモンドと、添えられたルビーが清せい浄じような光を浴びてきらきらと輝いた。

「そうだな」

　ふっと口元に笑みを浮かべたカシュヴァーンは、自分もアリシアから贈られた指輪を軽く掲げてみせた。

　一瞬アリシアは、カシュヴァーンがこの場で改めて婚こん儀ぎを執り行うつもりなのかと思った。瞬間的に高まった「おなかが痛い」に頰が熱くなる。

　だがカシュヴァーンは、妻の瞳ひとみの色にも似たサファイアを愛いとおしそうに眺めたきり、何も言わずに手を下ろしてしまった。

「……神に向かって永遠の愛を誓うことは、俺にはできそうにない」

　カシュヴァーンの中で、神との問題はいまだ決着がついていないようだ。少しだけがっかりしたのも束つかの間ま、収まらない胸騒ぎに背を押され、アリシアは夫に近づいた。

「カシュヴァーン様、あの、どうなさったの……？」

　おずおずと見上げたアリシアの頰を、カシュヴァーンの手が包む。

　またしても急上昇した「おなかが痛い」は、不安定に揺ゆれる黒い瞳を見た瞬間胸騒ぎに取って代わられた。武ぶ骨こつな指先が、壊こわれ物を扱うしぐさでアリシアの頰をそっと撫で、離れていく。

「たぶんこれから、王家と本格的に事を構えることになる。できるだけ穏おん便びんにすませたい気持ちはあるが、場合によっては戦争になるかもしれない」

　──戦争。

　数あま多たの悲劇を内包したその言葉を聞いて、アリシアは心臓を強く握り締められたような気分になった。

「戦争……？　そんな、本当に……？」

　八十年ほど前シルディーン王国内で下克上の嵐が吹き荒れた頃は、国内各地で内戦が相次いだ。そのどさくさに紛まぎれ、他国が宣戦布告をしてくるなどして国自体が瓦が解かいの危機に陥おちいったゆえに、時の王家は新興貴族を乱造してでも国内を平定しようと努つとめたとされている。

　現在も王家をはじめとする旧貴族と新興貴族の間に対立は続いているが、大だい規き模ぼな戦乱などはない。慢まん性せい的てきな不満はくすぶれど爆発はせず、見せかけだけでも平和が続いている。

　危あやういその均きん衡こうが、ついに破られようというのだろうか。

「ティルがけんかを売ってくれたからな。ま、たとえあいつが売らなくても、俺が売ることになっただろうが」

　とどのつまり、カシュヴァーンには最初からゼオルディスたちにおとなしく頭を下げる気などなかったのだろう。万一ティルナードが竦すくみ上がり、コゼットやマーベリックを押しつけられそうになれば、なんらかの手を講じるつもりだったに違いない。

「……いずれにせよ場合によっては、だ。しかし、もしかすると本格的に『ライセン公国』を作る必要があるのかもな。……セイグラムが喜びそうなことだ」

　以前よりカシュヴァーンを王へとそそのかしていたセイグラムだが、その背景には増大していくカシュヴァーンの権力を危険視する多くの人々の存在があった。グラネウスとの主従関係が広まれば今度は「ガーゼット侯国」と揶や揄ゆされるのかもしれないが、いずれにせよカシュヴァーンは戦争の可能性は低くないと見ているようである。

「よ、傭よう兵へいのみなさんの協力は、得られそうですの……？」

「……どうだかな。ラグラドールと〈翼の祈り〉の連中が繫つながっているのは事実だが、奴らも完全に一枚岩という訳ではなさそうだ。しかし王子殿下は、ラグラドール人と本格的に交流を持つつもりがおありのようだからな……」

　ラグラドール人への偏へん見けんが少なく、彼らと忌き憚たんのない交流を持てることはカシュヴァーンの強みのひとつだった。だがゼオルディスもまた彼かの国を訪れ、王家主しゆ催さいの舞踏会へ堂々とラグラドール人を招まねきさえした。

　おまけにゼオルディスは、聖女アーシェルをもまた舞踏会へ引っ張り出した。宗教的象しよう徴ちようと武力を手に入れた彼は、父親とは比べものにならないぐらい強い王になるだろう。

「……今回の件だが。もしもノーラを泣かせ、コゼット嬢が路ろ頭とうに迷うようなことになっても、俺はお前だけは絶対に守るつもりだった」

　急にカシュヴァーンが話を変えた。はっとしたアリシアの髪を、カシュヴァーンの指先が優しく梳すいて、また離れていく。

「そんな守り方を、お前が求めていないことは分かっている。だが、俺はもうお前を選んでしまった。他の誰よりも……俺自身よりも、お前のことが大事だ」

　紡つむがれる言葉は甘いのに、募つのるのは不安ばかり。思わずその腕にすがり、アリシアは一生懸命訴えた。

「カ、カシュヴァーン様だって、そんな守り方をお望みではないでしょう？」

　口に出すことこそないが、カシュヴァーンが守ることのできなかった母親への想いをずっと引きずっていることを、アリシアは感じ取っていた。

「だってノーラはカシュヴァーン様の元愛人ですし、コゼット様のことだって……カシュヴァーン様は女性を傷つけることは、お嫌きらい」

　だから……と、なおも言おうとした言葉が途切れる。

　いつものように口をふさがれた訳ではなく、こちらをじっと見つめるカシュヴァーンの瞳のせいだった。近くにいるのにずっと遠くにいるようなその眼は、昨日別れ際ぎわにアーシェルが見せたものにもよく似ていた。

　絶対に、必ず、守る。そう誓ったルアークも、同じような眼で自分を見ていたことをアリシアは唐とう突とつに思い出した。

「約束してほしい。この先もしも俺に何かあったら、お前は俺のことなど無視してさっさと逃げるんだ」

「──カシュヴァーン様……？」

「自分の身の安全を第一に考えろ。……場合によっては、他の誰かと再婚してもいい」

　はじめは何を言われているのか分からなかった。分かったら、今度は猛もう烈れつに悲しくなってきた。

「……やめて下さい、カシュヴァーン様」

　唇を引き結び、アリシアはカシュヴァーンの台詞をさえぎってしまう。

「そんな……、遺ゆい言ごんみたいな言い方、やめて下さい……!!」

「違う、アリシア。勘かん違ちがいしないでくれ。俺はお前に、自分の身をまず守っておいてほしいだけだ。心配するな、俺は自みずから〈強〉公爵と名乗るような男だぞ？　そう簡単にやられやしない」

　あやすように笑った唇に浮かんだ笑みは、すぐにはかなく消えてしまった。

「お前がどこかで、無事に生きてさえいれば──俺は必ず力を蓄たくわえ、お前を迎えにいく。だから今ここで約束してくれ。……お前は神様に誓えるだろう？」

　そう言ってカシュヴァーンは、聖女を模もしたステンドグラスを振り仰ぐ。

　同じようにアリシアも上を向いたが、青い瞳が見つめるのは翼持つ少女ではない。噓つきの吸血鬼のほうだ。

　自分でも信じていないような噓で、魔女をだまそうなど思い上がりにもほどがある。

「神様になんか、誓わなくていいです。カシュヴァーン様がしたくないことを、させたい訳ではないんです」

　今まで感じたことのなかった怒いかりが湧き上がる。勝手なことばかり言う夫に対しても、それを言わせてしまう自分に対しても。

　自分自身と同じくらいカシュヴァーンのことが大事で、好きなのに。「特別」な人なのに。

「私も、カシュヴァーン様を選んだんです」

　震えを帯おびたその声を聞いて、カシュヴァーンが弾かれたようにアリシアを見つめる。

「カシュヴァーン様だけが私の夫です。け、結婚も、再婚も……カシュヴァーン様でなければ、嫌です」

　想いをぶつけるように、アリシアは強く夫にしがみついた。

「強いとおっしゃるなら、不安にさせないで……私を放さないで、置いていかないで……!!」

「……最近のお前は、俺と約束さえしてくれない」

　困ったようにつぶやいたカシュヴァーンは、胸元に飛び込んできた亜あ麻ま色いろの頭を優しく撫でてくれた。優しく優しく、まるで突き放すように。

「お前は強いな、アリシア。強く、賢かしこく、可愛かわいい。俺などにはもったいない、世界一の花嫁だ」

「そんな……、」

　そんな言葉を聞きたいのではないと、顔を上げた瞬間きつく抱き締められた。アリシアの肩に乗せられたカシュヴァーンの表情はうかがえず、懺ざん悔げのようなつぶやきだけが聞こえてくる。

「……分かっている、俺は本当は強くなどないんだ。強くなりたかったから……〈強〉公爵などという、ふざけた爵位を作ったんだ」

　前言を翻ひるがえしたカシュヴァーンの声の苦さが、アリシアの喉のどをふさぐ。責めることも赦ゆるすこともできない。

　何も言えず、ただしがみつく手に力をこめると、カシュヴァーンの指があご先を持ち上げた。

「アリシア。神ではなく、お前に誓おう。……愛している」

　月光とともに優しい口づけが降り注そそぐ。

「……たとえ、お前が俺のことを嫌いになっても……」

「なりません……！」

　大きく首を振りながら否ひ定ていしても、カシュヴァーンは小さく笑うだけだ。

「そうだな、お前は誰のことも嫌いにならないものな」

「なりません、なりません……!!」

　通う気持ちは感じている。愛しているし、愛されている。

　なのに、いざ行動に移すとなると、どうしてこんなにも嚙み合わないのだろう。寄り添う姿はひとつの影となり、聖堂の床を黒々と染そめているというのに、埋めがたい距離の恐ろしさにアリシアの震えは収まらない。

















　と、その時、突然入口の扉が開いた。

「あら？」

　やはり警備兵がいたのかと思い、振り向いたアリシアの眼に映うつったのは月明かりを背負った複数の人影だ。逆光のためとっさに顔立ちは分からなかったが、笑みを含んだ少年の声は聞き間違えるはずがないもの。

「おとーさん、ついでに『息むす子こ』二人にも誓ってもらえない？」

「未み亡ぼう人じん」の黒いベールを指先でめくり、茶目っ気たっぷりに笑うのはルアーク。横ではジェダがこくりとうなずいて……いるようだが、いかんせん茶色い布を頭からかぶっている状態ではよく分からない。

「執事兼けん幼おさな馴な染じみにも誓って下さい」

「被後見人にもな」

「被後見人の執事にもお願いします」

「奥様付きのメイドにも、ですわ」

　続いてトレイス、ティルナード、セイグラム、ノーラと、盗み聞きを隠しもせずに誓いを要求され、カシュヴァーンはあ然としている。

「……な、なんなんだお前ら、俺は戻れと言っただろうが……」

「あんたが聖堂に行きたがるなんて、ろくなこと考えてないなってぐらい俺たちにもそろそろ分かるよ。ね？　トレイスさん」

　平然と答えたルアークに話を振られ、トレイスは苦笑いを浮かべた。

「水みず臭くさいですよ、カーシュ様。アリシア様も、私たちも……あなたがどう言ったところで、今さら嫌ったり離れたりするはずがないではないですか」

　年下の幼馴染みを諭さとすように柔やわらかに微笑んだトレイスだったが、最後にぼそりと本ほん音ねを漏もらした。

「……まあ、本当に変態行為に及んでいないかも、多少心配だった訳ですが……」

　相変わらずのひと言に続き、ティルナードが厚くもない胸を張る。

「ぼ、僕だってこれからはレイデン地方の領りよう主しゆとして、ノーラの夫として、お前なんかよりずっといい男になっていくんだからな!!　だからライセン、お前も安心して頼っていいぞ!!」

　その横でセイグラムが静かに頭を下げた。

「今はまだまだ半人前で、こんな雌めす猫ねこごときに惑まどわされてしまうような御お方かたですが、ティルナード様は私が仕えるに相応ふさわしい主です。もう少し信用なさってもよろしいかと」

「お黙だまり陰いん険けん眼鏡ッ!!　ふ、ふん、私なんてレイデン伯爵夫人にしてガーゼット侯爵の養女になりますのよ!!　今さらカシュヴァーン様の愛人にはなりませんけど、長年お世話になった分の恩返しぐらいはいたしますわ!!」

　一部まだ化粧崩れした顔を背け、ノーラが殊こと更さらに偉えらそうな態度を取る。

　それぞれの主張を聞き終えて、カシュヴァーンは諦めたようにため息をついた。

「──俺の周りは本当に、約束を守らない奴らばかりだ」

　そのつぶやきに、いまだ夫の胸にすがっていたアリシアはすかさず反応した。

「それは、カシュヴァーン様が約束をして下さらないからですわ」

「……いや、俺は変態行為には及ばないと約束をし、ちゃんと守った訳だが……」

　とぼけるカシュヴァーンにぎゅっと抱きついて、アリシアは誓いを迫せまる。

「要求をなさるなら、それに相応しい対価を支払わないと交こう渉しようは成り立ちませんもの。私たちも、ずっとカシュヴァーン様から離れないと誓いますから……カシュヴァーン様も、誓って下さい。私たちを置いて、どこにも行かないって」

　高価なドレスも宝石も欲しがらない、無欲な妻の強ごう欲よくなおねだりに、ついにカシュヴァーンは根負けした。

「……分かった、俺が悪かった」

　指輪をはめた左手が伸び、アリシアの左手を取る。聖堂の奥、翼の聖女と神に背を向け、カシュヴァーンは妻と仲間たちに対して宣言した。

「強公爵カシュヴァーン・ライセンの名にかけて誓おう。俺たちは『家族』だ。この先何があっても離れない。たとえ離れ離れになったとしても、必ず再会する。そのように努力する」

「はい!!」

　全開の笑顔でうなずいたアリシアを含ふくめ、一同が首しゆ肯こうする様を見回すカシュヴァーンの唇にも、いつしかかすかな笑みが浮かんでいた。

「そのために、まずは今夜はぐっすり寝て、明日朝一番にここを発つ。──これからはいろいろと忙しくなるだろう。みな、協力してくれ。いいな」

　月明かりに白く輝くシルディーン王宮を睨んでの台詞に、一同はもう一度大きくうなずいた。








　終章







　真夜中の王宮の奥、閉ざされた謁えつ見けんの間で、国王ランドレイは浅い夢の中にいた。

　すでにこの世にはない人々が次々と現れては何かを叫さけぶだけの、いかにも夢らしい夢。目立たないことだけに腐ふ心しんしていた父王、高こう慢まんな美び貌ぼうを病やまいやつれさせた正せい妃ひブランガーネ、ただひたすらに地味だったファネリー……

　懐なつかしさと厭いとわしさが入り交まじった夢を引き裂さいたのは、水みな底そこの国の怪かい物ぶつもかくやとばかりの奇きっ怪かいな雄お叫たけび。おとといの舞ぶ踏とう会かいでも聞こえてきた、昨年来王宮内のどこにいても時折ランドレイを脅おびやかす、あの声だ。

「……ぎゃああああああっ!!」

　突とつ如じよとして耳元で鳴り響ひびいたそれに、ランドレイは金かな切きり声を上げて玉ぎよく座ざから飛び上がった。

「な、なん、なんで、こ、ここでもか、ここでもとうとう……!!」

　この謁見の間は、自分にたったひとつ残された聖域ではなかったのか。誰に訴うつたえてもそんな声は聞こえない、と白い眼で見られるばかりだったが、断じて幻げん聴ちようなどではない。

　あるいはこれは、罰ばつなのか……脳のう裏りを過よぎった考えを、ランドレイは即座に握にぎりつぶした。

「こ、こうなったら、聖堂に……!!　そうだ、聖女アーシェルと共に……!!」

　どんな手を使ったかは不明だが、現在王宮に聖女アーシェルが来ていることはランドレイも知らされていた。私に何も言わず、と当初は憤いきどおったが、今となっては都つ合ごうがいい。

　しかし、すぐに出て行くのもためらわれる。大体いくら人払いをしているとはいえ、国王がこのような悲ひ鳴めいを上げているのに衛えい兵へいのひとりもやって来ないとは何事か。

　腹を立てたランドレイの期待に応こたえるように、突然閉ざされていた扉とびらが乱暴に開け放たれた。たちまち臆おく病びように首を竦すくめたランドレイの眼は、反射的に玉座の斜ななめ前に置かれた鏡かがみに動いた。

　左右の壁一面に張られた鏡が映うつし出した像が、そこに集まるような仕掛けになっているのだ。そこには衛兵などではなく、予期せぬちん入者たちが映っている。

　王子ゼオルディスを筆頭に、宰さい相しようイーダル、近きん侍じのフロリアン、〈翼つばさの祈いのり〉教団の代表だとかで一度顔を見たことがあるナディール。それとあと二人、覚えのない顔の若者がいる。

「な、なんだ、どうした、何事だ……!!」

　玉座の肘ひじ置おきにしがみつくようにして、ランドレイは混乱にかすれた声で叫んだ。

「やあ父様、こんばんは。夜分に失礼いたします」

　対するゼオルディスの顔は晴れやかで、まるでご機き嫌げんうかがいに来たような気安い挨あい拶さつを述のべた。ただしいまだ舞踏会の衣い装しようを身にまとっているため、見た目はまるで農民の若者だ。

　食い入るようにその衣装を眺ながめている父王に気づき、ゼオルディスは笑う。明るく、快かい活かつに。

「思っていたのと少々状況が異なりますが、予定どおりに計画を実行させていただきます。せっかくの催もよおしものを、たったこれだけの人数にしか見せられないのが残念ですが。……全く、ライセン家の面々には調子を狂わされてばかりだ」

　口ではそんな風に言うが、ゼオルディスの口く調ちようはひどく楽しそうだった。

「ところで父様、どうされたのですか？　さっき大声を上げられたようですが」

「……あ、いや……」

　突然の来らい訪ほうの理由を答えもせず、急な質問をしてくる息子をランドレイは咎とがめもしない。勢いに吞のまれたように曖あい昧まいに言葉を濁にごす様を、イーダルは苦々しい顔で見ている。

「まあ、理由は分かっているのですがね。妙みような声が聞こえたからでしょう？」

　ランドレイの答えを待つ様子もなく、勝手に結論を出したゼオルディスが突然近くの壁に近寄った。一見何もない壁を指先が弾はじくと、壁と同色で塗ぬられた蓋ふたが開き、小さな穴が姿を現す。

　そこにゼオルディスが唇くちびるを寄せ、ぼそぼそとささやくと……次の瞬間、耳元で鳴り響いた怪物の叫びにランドレイは再度飛び上がった。

「なっ、お前、まさか、ずっとお前が……!?」

「ははは、どうですか父様？　反はん響きようをうまく利用すると、どんな声でも気味の悪い怪物のように響くものです。『図書館の幽ゆう霊れい』の得意技わざ、いかがでしたか？」

　手品の種を悪びれもせず披ひ露ろうしたゼオルディスは、絶句しているランドレイをにやにやしながら眺めやる。

「父様がいらっしゃる場所は非常に限られていましたから、仕掛けも労力がかからずにすんでよかったですよ。なにせ我が国は財政難に陥おちいって久しいですからね。ですがご安心を、今後は〈翼の祈り〉教団が資金提供をしてくれますし、頭がおかしい老王は退位しますから」

　そう言うとゼオルディスは、ゆっくりと腰に差していた剣を抜いた。

　それを合あい図ずに他の面々も、それぞれの武器を抜き放つ。聖職者であるはずのナディールも刃やいばを手にし、若い頃は武勇で鳴らしたイーダルが杖つえの代わりに剣の柄えを握ったところで、ようやくランドレイは事態を理解した。

　これだけの人数が帯たい刀とうして押し寄せてきたのに、衛兵が騒さわいだ様子が全くない。

　争った上で突破された訳ではない。先んじて遠ざけられていたか、意い図と的てきに道を譲ゆずったか、そのどちらか。

　いずれにせよこれは仕組まれたこと。

　ならばもう逃げ場はない。──自分は暗殺されるのだ、今ここで。

「なぜだ」

　頰ほお肉にくを痙けい攣れんさせながら、ランドレイは一歩前に進み出てきたイーダルを見つめる。王子時代から常に守り、導いてくれていたはずの老人は、迷いのない足取りで距きよ離りを詰めてきた。

「なぜ、イーダル、なぜだ。なぜだ、お前が、なぜだ……!!」

「今それを聞く、あなたの無能のせいだ。私が今までどれだけ苦労してきたか……！」

　片かた眼鏡めがねの向こうの冷れい徹てつな瞳ひとみが火を噴ふく。積せき年ねんの憤ふん怒どと怨えん嗟さがこめられた一撃が、ランドレイの左肩から右脇わき腹ばらまでを斜めに切り裂いた。

「ぎゃああああああーっ……!!」

　噴き出た血が、ランドレイとイーダルの服を赤く染そめる。

　だがまだ致ち命めい傷しようというわけではなく、イーダル自身それを狙ねらっていたようだった。

「……さあ、王子」

　不ふ肖しようの生徒がのたうち回る様を冷静に見やりながら、イーダルがゼオルディスを振り向く。

「ああ。ありがとう、イーダル」

　にこやかに笑ったゼオルディスは、手にしていた剣を無む造ぞう作さに突き刺した。

　イーダルの胸に。

「王、子？」

　国王の血に汚れた剣が床ゆかに落ちた。よろりと上体を揺ゆらめかせたイーダルは、かろうじてその場に踏ふみとどまりながら声を絞しぼり出す。

「お、王子、悪戯いたずらが、過ぎます、ぞ。王は、こちらだ。私は、私は、あなたを救い出した……!!」

　鮮せん血けつと共に吐はき出された叱しつ責せきを、ゼオルディスは軽かろやかに笑い飛ばした。

「はは、なんだなんだイーダル、最さい期ごの言葉がそれでいいのか？　不肖の生徒を笑えないなあ」

　笑うゼオルディスの背後、立ち竦む四人の若者たちは黙だまって事態を見守っている。ナディールは薄く微笑ほほえんでいる、フロリアンは眼を逸そらさないことを己おのれに課すように唇を引き結んでいる、マーベリックは青い顔でうつむいているなどの差異はあれど、驚いた様子がないことは一いつ致ちしていた。

　それを見てイーダルは理解した。

　自分もまた、王子ゼオルディスにはめられたのだということを。

「隠かくされていた王子を操あやつり、実権を握ろうと企たくらむ宰相がいよいよだめになった王を暗殺。王子は暗殺自体を止めることはできなかったものの、涙ながらに裏切り者を始末し、玉座に座ることを決意」

　詩でも吟ぎんじるような調子で語られる物語が、床にくずおれたイーダルに降ふり注そそぐ。同時にゼオルディスは、靴くつ先さきでイーダルの剣を手の届かないところに蹴け飛とばしてしまった。

「どうだ、なかなか感動的だろう？　……それにお前は、母さんと母様の仇かたきだ」

　冷ややかにつけ加えると、ゼオルディスは友達の名を呼んだ。

「さあ、フロリアン」

　言われるままに、剣を手にしたフロリアンが歩いてくる。

『穢けがれ無き銀ぎん騎き士し』の二つ名を体現したような銀の甲かつ冑ちゆうではなく、「妖よう精せいの王子」なるふざけた格好でもなく、現在のフロリアンを包むのはありきたりな黒い上着とズボン。つまりは甲冑の中身をさらしているのだが、重い鎧よろいから解放された彼の歩みは、まるで水の上を滑すべるようだ。

「痴しれ者め、マーベル」

　整いすぎた美貌のためにかえって軽く見られがちな若者の、確かな鍛たん錬れんをうかがわせる所しよ作さを見ながらイーダルが糾きゆう弾だんした。

「お、お前と妹を取り立てなければ牢ろうから出ないと、王子がおっしゃるから……!!　何が『穢れ無き銀騎士』だ、権力に眼がくらんだのか、この愚おろか者が……!!」

　ぴくりと、フロリアンは表情を波打たせる。しかしすぐに元の無表情に戻ると、過あやまたず武器を振り下ろした。

　血ち飛沫しぶきと悲鳴が同時に上がった。玉座にしがみついていたランドレイも嗚お咽えつのような声を漏もらしたが、フロリアンはいささかも表情を変えない。

「ナディール」

「マーベリック」

　ゼオルディスに呼ばれるまま、ナディールとマーベリックも順番にイーダルに一撃を加える。惨さん劇げきによる忠ちゆう誠せいの誓ちかいは進み、最後に王の全く知らない名前が呼ばれた。

「エリクス」

　黒髪に黒い瞳のおとなしそうな若者は、剣は扱い慣なれないのか不慣れなしぐさながら、確かな意思を持ってイーダルの背を切り裂いた。床に広がっていく血だまりは、すでにイーダル自身より大きくなっている。

　その血だまりに踏み込み、ゼオルディスが赤く染まったイーダルの前に立った。薄笑いに醜みにくい傷きず跡あとを歪ゆがませながら、大きく剣を振り上げる。

　瞬間、イーダルの瞳に火が灯ともった。

「強い王になりなさい王子、なってこの国を守りなさい……！」

　どこにそんな力が残されていたのだろうか。生命そのものを吐き出すような叫びに、刹せつ那なゼオルディスは動きを止めた。

「……ああ、そうだな」

　イーダルの迫力に吹き消されたかのように消えた笑みが、またじわじわとその顔を浸しん食しよくしていく。

「本当にお前は立派だ、イーダル。宰相の鑑かがみだな。……分かったよ、俺がなってやる。お前の望んだ、強い王に」

　誓いの言葉を口にして、ゼオルディスは剣を振り下ろした。

「だからさっさと死ね」







　事切れたイーダルを、ゼオルディスは数度足で蹴って壁かべ際ぎわに追いやってしまった。

「お待たせしましたね、父様」

　何事もなかったかのように振る舞う息子を、ランドレイは血の気の失うせた顔で見上げた。

　先ほどゼオルディスたちがしたようなことを、イーダルはランドレイにする気だったのだろう。つけられた傷は深いが、出血を止めればまだ快かい復ふくの見込みはある。

「ゼ、オ」

　乾いた唇を舐なめ、部屋中の鏡に映ったゼオルディスへと忙せわしなく視線を走らせながら、ランドレイは命乞ごいを始めた。

「王位は、譲ゆずる。私が持っている物は、全部……全部、やる。助けてくれ。殺さないでくれ。なあゼオ、なあ……」

「ははは、嫌いやだなあ父様。ゼオだなんて気安く呼ばないで下さい。その呼び方は、気に入った相手にしか許さないことにしているんです」

　相手のほうが呼んでくれないこともありますけどね、と笑うゼオルディスの笑顔は相変わらず奇妙に明るい。

「大体ゼオはもう死んだんですよ、父様。あなたが殺したんだ。父様が、母さんが、母様が、イーダルが、よってたかってかわいそうなゼオを殺したんだ。ああ、かわいそうに、かわいそうなゼオ」

　人ごとのように「かわいそうに」を繰り返し、イーダルの血に濡ぬれた剣を握り直す。

「う、うわあ、誰か、王子が乱心した、助けてくれ、助けて……!!」

　今さらのようなみっともない悲鳴を上げ、ランドレイは玉座からずり落ち床を這はって逃げ始めた。その襟えり首くびを摑つかみ、ゼオルディスは難なく自分の足下に引きずり戻しながらため息をつく。

「いろいろ言いたいこともあったはずなのですが、今の父様を見ているとそんな気にもなれないなあ。あなたのような人に一いち縷るの望みをかけ、一生懸命育ててきたとは、ああ、なんてかわいそうなイーダル」

　ああ、あああ、と意味不明なつぶやきを漏らすランドレイの眼は、眼の前のゼオルディスではなく部屋中に張り巡めぐらされた鏡をさまよっている。最さい奥おうに置かれた玉座にいながらにして、室内のすべてを見ることができるこの謁見の間を、王は世界で一番安全な場所だと信じていた。

　しかし今暗殺者は物もの陰かげに潜ひそんでいる訳ではなく、堂々と眼の前に立っている。

　にもかかわらず己の信しん仰こうにすがる滑こつ稽けいな様を、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「あなたが、イーダルが、母様が望んだ強い王に、俺がなって差し上げるんですよ父様！　みんなの幸せのために!!　俺が幸せになるために!!」

　剣が振り上げられ、振り下ろされる。

　室内のすべての鏡の中で、父親が息子に殺されていく。

「助けてくれ、イーダル、助けて……!!」

　次第に細くなっていくランドレイの泣き声に、恍こう惚こつとしたゼオルディスの声が混じった。

「かわいそうな父様。ですが申し訳ありません。俺の王国に、あなた方のようなじじいはもう必要ないんですよ!!」







「──ああこれで、やっとカーシュと同じになれた」

　すべてが終わった後、汚れた剣をフロリアンに渡し、ゼオルディスは側そつ近きんたちに笑いかけた。

「エリクス、お前は疑われないうちに早々にオーデル地方に戻れよ。フロリアンとマーベリックは、事の顚てん末まつをまとめて発表の準備を急げ。ナディールは葬そう儀ぎの手配を整えろ」

　あらかじめ決められていた命令を改めて飲み込み、四人がそれぞれに動き出す。

「さあ、みんな。俺が幸せにしてやるよ」

　血まみれの玉座に深く腰掛け、ゼオルディスは満足そうに傷を歪めて笑った。





終　　　










　あとがき




　ひどいラストを経へてこんにちは！　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ九作目『死神姫の再婚─恋するメイドと愛しの花嫁─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　今回の新キャラは、びくびく妹キャラその二であるコゼットと、気の毒としか言いようがないマーベリックの二人です。まあもっと気の毒な人が他に何人かいますが……。

　コゼットは例の人の妹であり、登場の瞬間からノーラ派に嫌きらわれそうな役回りですが、低姿勢な女の子は新しん鮮せんな気持ちで書けました。みんなさり気なく図太いからな……。

　マーベリックは担当さんにも「キャラが薄いですね」と言われたかわいそうな人です。散さん々ざんいじめられた結果でしょうが、作者が振り回される常識人が好きなだけ、という気もします。

　今回ティルはかなり株かぶを上げた気がするのですが、最後はやっぱりぼっちゃんでした。以前から「進展度でティルたちに抜かれるのでは」と心配されていた主役夫婦ですが、どうやらその心配はなくなりましたね!!　相変わらず変な気を回しているカシュヴァーンですが、自分で思っているよりは嫁にも周囲にも愛されているようなので、自信を持ってほしいものです。

『鏡の檻おりに棲すむ王』以来、再び王宮にやって来た今巻ですが、あの頃からはだいぶ情勢が変わっています。この先さらに情勢は変化していくと思いますが、実は次巻は一冊丸ごと短編集の予定なので、気楽な気持ちでお読みくださればと思います。







　なお今回、恒こう例れいの番外編はファミ通文庫オフィシャルウェブマガジン「FBonline」に出張です。七月末より公開なので、たぶん浮いてるけどみなさん見に来て下さいね!!

　そしてなんと、「死神姫」コミカライズ企画も進行中……!!　こちらは「コミックビーズログ　キュン！」にて今冬より連れん載さい予定です。詳しよう細さいは続報をお待ち下さいませ。

　なぜかトレイスとゼオがご贔屓ひいきな担当・山内様、総コスプレ状態で大変だったと思われるイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。





二〇一〇年五月　　小野上明夜　







著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

一番身近な花嫁は、最近結婚したうちの妹です。当初は「お姉ちゃんの人生に弟ができる予定なんかなかったのに!!　ギリギリ!!（歯嚙み）」と思っていたのですが、「妹で人妻か……フフ……」と思い直してなんとか落ち着きを取り戻しました。




ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/
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岸田メル

Mel Kishida




最近たくさんウェディングドレスを見る機会があり、「花嫁」はタイムリーな話題です。真っ白なドレス、憧れますよね。見たり描いたりするのは楽ですが、着るほうは無駄毛を処理しないといけないので大変です。アリシアの背中の無駄毛は誰が処理しているんでしょう。毛と言えば、こないだ美容院で髪を切られすぎて、もみ上げが無くなりました。誰かもみ上げを下さい。イラストレーターです。
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